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JTB カ ms り 5 新しい 旅 べ の 取り 組み 


て お 客 様 の 安心 と 安全 を 第 一 に 、 旅 を 楽し し で いた だ く た め に 一 


連 ツ アー に お ける ご 旅行 参加 者 の 体調 管理 
添乗 員 や 現地 係員 が 同行 する ツア ー で は 、 毎 日 参加 者 全員 
(添乗 具 、 現 地 係員 、 ガ イド 、 パ バス 乗務 具 を 含む ) の 体調 傘 
調 を お こない ます 。 


、 連 ガイ ドラ イン が 周知 徹底 され た 旅行 サー ビス 事業 者 の 選定 


団 各 交通 機関 や 宿泊 施設 の ガイ ドラ イン に 従っ た 利用 が で きる 
よう に 、 旅 行 日 程 の 管理 を お こ な っ て いま す 。 

団 バス 利用 に は 、2 席 を お 一 人 で ご 利用 (一 部 区 問 、 行 程 を 除く 場 
合 が ご ざい ます ) 

団 快適 な 旅 の た め に 、 お 客 様 へ の お 願い 


旅行 サー ビス 提供 事業 者 に つい て は 、 原 則 と し て 、 各 業界 
団体 の 作成 し た ガイ ドラ イン が 周知 徹底 され て いる 事業 者 
を 選定 し て お り ま す 。 ご 利用 いた だ く 交 通 機関 や 宿泊 施設 
へ は 、 弊 社 が 定め る ガイ ドラ イン 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 
拡大 防止 の 取り 組み 」 へ の ご 協力 を お 願い し て いま す 。 


マス ク の 着用 を お 願い いた し ます 。 社会 的 距離 の 確保 、 手 
洗い 、 う が い 手指 消 へ の ご 協力 も お 願い いた し ます 。 事 
前 に お 渡し する 「 健 康 チ ェ ッ クシ ー ト 」 を ツア ー 出 発 当日 ご 
持参 下さ い 。 


上 お客様 へ の ご 案内 と お 願い 目 

男 お 問 合 わせ ・ お 申込 み 
ご 希望 ツア ー の 掲載 ペー ジ と コー ス 名 、 出発 日 を 
お 伝え 下さ い 。 

で お 申込 み の お 客 様 

約 者 は 代表 の 方 と な り ま す 。 誠 に 恐 

日 程 表 や ご 請求 書 な どの 案内 書類 は 

代表 の 方 の み へ の 送付 と な り ま す の で 、 あ ら か じ 
め ご 了承 下さ い 。 
時 旅行 代金 の お 支払 い 
お 振込 み も しく は クレ ジッ トカ ー ド 決済 に て 承っ 
て お り ま す 。 J T B 旅 カー ド ご 利用 の 場合 は 、 お 
近く の JTB 店 舗 に て お 申込 み 、 お 支払 い を お 願 


今回 か ら の 新 テ ー マ で す 。 冒険 ・ ア クティ ビ テ ィ が メイ ン の よう に 
感じ られ ます が 、 そ の 地域 を より 深く 知り 、 一 味 違う 体験 に より 、 
大 人 の 方 で も 安心 し て お 楽し みい た だ け ま す (詳しく は P4 を 参照 ) 


アド ペン チャ ー 
家 ツー リズ A+ 


16 時 30 分 まで に チェ ッ ク 
イン 、9 時 以降 に チェ ッ 
クア ウト の ゆっ た り コ ー 
ス で す 。 


発 日 の 90 日 前 まで の 
予約 完了 で 3.000 円 割 
引 さ せ て いた だ きま す 。 
※ キ ャ ン セ ル 待 ちの 場合 は 適用 
外 と な り ま す 
※ 守 期 割引 申込 み 期限 日 の 翌 
定 貞 18 名 以下 で 快適 な 少 日 以降 に 出発 日 変更 、 旅 行 
人 数 ツア ー で す 。 者 交代 、 コ ー ス 変更 、 人 数 
追加 ・ 取 消し が 発生 し た 場 
合 は 適用 外 と な り ます 。 


お ひと り 様 の お 部 屋 を ご 
用 意 し て お り ま す 。 ツア ー の 催行 (出発 ) が 
決定 し て いま す 。 


パス ガイ ド が 乗務 し ます 。 あと 数 名 の お 申し 込み 
で ツア ー の 催行 (出発 ) 
が 決定 し ます 。 


現地 を 熟知 する プラ ン ナ 
ー が 吟味 し た 、 ワ ン ラ ン 
ク 上 の 厳選 の 宿 に 宿泊 し コー ス の 出発 地 「 東 京 発 

な 「 大 阪 発 」「 東 京 ・ 大 孤 発 」 秘 湯 スタ ンプ 帳 に 押印 で きる 
ーーーーー ーーー 一 等 は こち ら で ご 確認 下さ い 。 の は 当社 だ け の 特典 1「 季 節 の 


ーー 秘 湯 めで ぐり 」 を お 楽し み 下 きい 。 
co 


6CE00000 

山 旅 & ウ オー ク 
初心 者 も 安心 、 ゆ と り の 山 旅 ス 
タイ ル を 新 提案 ! 日 本 山 病 が 
イド 協会 認定 が ガイ ドド と 登山 ス 
タッ フ が 安全 で ゆとり ある 山 
旅 へ ご 案内 し ます 。 


人 @ 「 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 会 員 宮 に 泊まる コー ス も 充実 。 
介 登 山 コー ス は 75 歳 まで ご 参加 0K。 


「 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 加 盟 旅 館 
を 中 心 に ご 案内 。 ツ アー 参加 で 


お ひと り 様 で 、 バ ス 席 を 
並び で 2 シー ト ご 利用 い 
た だ け ま す 。 00 
※ 一 部 区 問 ・ 行 程 を 除く 
場合 が あり ます 。 


臣 


「 一 人 旅 」「 女 性 ひと り 旅 」 の お 申込 み に つ いて 


・ お 一 人 様 ご 参加 の お 客 様 の み 承 り ま す 。 ご 夫婦 で の お 申込 み は ご 遠慮 暴 い ます 。 

・ お 友達 同士 で ご ヽ 申込 み を 承り ます の で 、 別 々 に お 願い いた 
お 席 や お 部 屋 な ど に お いて 、 隣 同士 等 の ご 希望 は 承れ ませ ん の で 、 
あら か じ め ご 了承 下さ い 。 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で まれ 。 ※ 花 の 見 頃 や 紅葉 、 積 紅 な ど 時 期 は 年 に よっ て 異な る 場合 が あり 、 ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 

※ 日 の 出 や タ 景 、 雲 海 、 星 空 観測 な ど 和 気象 条 件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 

※ 音 楽 ・ 観 劇 ・ 美術 展 な どの 出演 者 や 演目 ・ 答 連 内 容 は 予定 で す 。 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 

※ 掲 載 ツア ー は 2022 年 3 月 20 日 現在 の お 客 様 の お 集まり 状況 か ら 掲載 し て いま す 。 その 後 の 状況 で 満席 (個別 の 部 屋 タイ プ の み 満席 の 場合 も 含む ) ま た は 仙 行 中 止 の 場 合 が ご ざい ます 。 あら か じ め ご 了承 下さ い 。 


表紙 写真 トキ (イメ ー ジ ) / お わら 風 の 盆 (イメ ー ジ ) @ (公社 ) と や ま 観光 推進 機 午 ノ う ち わ (イメ ー ジ )〕) プ ナ ポレ オン 岩 (イメ ー ジ ) @K.PVB / 登 山 靴 (イメ ー ジ ) / 日 本 
秘 湯 を 守る 会 提灯 


【 全 コー ス 共 通 ] 倫 ご 出発 前 日 まで に 添乗 員 よ り 各 グ ルー プ の 代表 者 様 へ ご 挨 控 の 電話 を させ て いた だ きま す 。 [国外 在 中 の お 客 滴 へ の お 電話 は いた し ませ ん ) CPU 予約 時 に 連絡 の 取れ る 
介 話 番号 を 必ず 入力 下さ い 。 測 、 電 話 が 不要 な 場合 は (現地 青 材 ) MS に その 旨 を 入力 下さ い 。 日 時 指定 は で きま せん 。 介 行程 表 は web よ り ブ プラ ンコ ー ド (BOXNo) ・ 該 当 出発 日 を 入力 し 
出力 下さ い 。 (ご 出発 2 週間 前 より 、 出 力 が 可能 と な り ま す 。) 但 発 生 手配 不可 。 人 特に 記載 の な い 限 り 行 程 中 の 全 宿泊 は 同一 客室 数 に て 予約 下さ い 。 但 し 、 定 員 の 部 合 に より 室 数 が 異な る 


場合 、 入 室 人 員 の 多い 基 行 代金 が 適用 と な り ま す 。 (ブラ ン 料 金 適用 活 日 を 1 室 の 利用 人 員 が 最大 の 宿泊 日 で 登録 ) 1 名 1 室 利用 は 1 名 料金 適用 の 場合 の み 手配 可能 で す 。 但 定 員 の 都合 に より 
室 数 が 異な る 場合 、 部 屋 割 拉 定 が 必要 で す 。 相 部 屋 予約 の 場合 1 名 1 宣 と 表記 され ます が 、 相 部 屋 で の ご 朱 内 と な り 部 屋 定 貞 は 当日 の ご 委 内 と な り ま す 。 


気 の 四 国 観光 列車 を 乗り 継ぐ 特別 ツア ー、 


人 
グル メ な 観光 列車 や ロー カル 線 を 走る 列車 旅 を 満喫 し ます 


人 気 の 観 光 列車 で て 周遊 3 つの 
「 る の が た り 列 車 」 で めぐ る 3 日 間 


四万十 川 作 覧 


モネ の 放 (温帯 性 寿 蓮 


旨 


ロイ ヤル ホテ ル 土 佐 


ロイ ヤル ホテ ル 土 佐 外観 温泉 回 天風 呂 


出発 日 限定 の 人 気 の 鈴 光 列車 を 乗り 継ぐ 特別 ツァー。 「 伊 巴 洪 
も の が た り 」・「 佐 時 代 の 夜明け の も の が た り 」・「 四 国 
まん な か 千年 も の が た り 」 ヒ 3 つの も の が た けり 列車 に 乗車 し ま 
す 。 各 列車 な ら で は の お も て な し 食事 な ども 楽し みな が ら ロ 
ー カ ル 線 満 炭 旅 へ ご 案内 致し ます 。 


| ma | 6 月 24 日 、7 月 22 晶 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
5 可 。 215.000 円 225,000 円 
共和 。 189.000 円 199,000 円 


※ 泊 朱 員 は 初日 松 山 補 凌 か ら 最 旨 東京 過 ま で 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 全社 : 宇和 身重 

車 また は と さ で ん 交通 ※※ 部 屋 タイ プ : 洋 室 ※ 現 地 全 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ 

い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行程 ー バ ス 航空機 
羽田 空港 (9:00-11:00 発 ) 
松山 空 港 
っ 画 配 荘 (重要 文化 時 ) 松山 伊予 滞る の が た り ・ 八幡浜 編 ( 美 
し い 伊予 藻 沿い を 走る ろ レ トロ モダ ン な 列車 、 沿 線 の お も て な し て 食 
事 を 楽し み ま す ) = 八幡 浜 ユ タ 刻 :」R ホ テル クレ メン ト 宇 和 島 泊 
(和食 会 放 食 ) 
午前 : 宿 一 宇和 島 城 (日 本 100 名 
時 の まま 現存 する 12 天 寺 の 一 つ ) 
四万十 産 う な 重 昼 食 ) > 窪川 三 志 国 土佐 時 代 の 夜明け の も る の が た り 
「 開 花 の 抄 」 (土佐 流 の お も て な し て 楽し も 観光 列車 旅 、 高 知 県 満喫 
“土佐 流 の お る て な し "コー ス ) = 高 知 一 夕刻 : よ さこ い 温 朱 ・ ロ イ 
ヤル ホテ ル 土 佐 泊 (温泉 と 海洋 深 還 水 の 吉 天 風呂 、 和 食 夕食 ) 


性 「 モ ネ の 旗 」 マ ル モ ッ タ ン (モネ が 描い た 可憐 な 雰 


… 徒 歩 = 列車 … 船 せ そ の 他 
伊丹 空港 (8:30 一 11:30 発 ) 
松山 空港 


刈 島 城 と 呼ば れる 秀 胡 な 天守 は 、 当 
十川 (清流 四万十 川 を 遊覧 、 特 製 


囲 和 を 再現 し た 信 が 咲く 底 な ど 絵 に な る 花 の 世界 を お 楽し み 下さ 
い ) 一 大 歩 危 一 四国 まん な か 千年 る の が た り ・ し あわ せ の 卿 紀行 
([ 歴 史 に 思い を 馳せ て 、 野 や 山 に 遊び に 出かけ る 大 人 の 洒落 た 小 旅 
行 を 気軽 に 楽し め る 本 格 的 な 観光 列車 に 乗車 、 地 元 食材 に こだわ っ 
た お 料理 や 地域 の お る て な し の サー ビス ]) 多度津 = 

岡山 三 新 補 
新 大 阪 (19:00<19:30 基 ) 


同 山王 新 横浜 = 品川 = 
東京 (21:30~22:00 着 ) 


伊予 洪 も の が た り 下 工 駅 伊予 灘 も の が た り 車内 一 例 


伊予 濃 も る の が た り 

「 大 切な 人 と 過ごす 時 間 と 空間 」 と いう コン セプト の も と 2022 年 4 月 に 車両 
を 全面 リニュ ー ア ル し た 観光 列車 「 伊 巴 灘 も の が た り 」 は 、 四 国 愛媛 の 美 
し い 海 沿い を 走る な か な か 切符 が 取れ な い 人 気 の 列車 。 レ トロ モダ ン な 是 
内 で いた だ く 美味 し い お 食 事 と 美しい 車 夫 風景 、 地 元 の 方 か ら の 歓迎 の お 
も て な し な ど 心 温まる 列車 の 旅 を お 楽し み 下さ い 。 


索 国 土佐 時 代 の 夜明け の 
も の が た り (開花 の 抄 ) 食事 


志 国 土佐 時 代 の 夜明け の 
も の が た り 車内 一 例 


志 国 土佐 時 代 の 夜明け の ふる の が た り 

2020 年 7 月 か ら 運行 の 観光 列車 車窓 の 映る 准 大 な 自 希 と 土 人 流 の お も て 
な し を 満 農 す る 区 沢 な ひと と き 。 日 本 の 寿 け る 未来 を 思い 拍 い た 土佐 の 偉 
人 た ちの も の が た り に 思い を 馳せ 、 走 り 抜け る 列車 放 。 


まん な か 千年 も の が た り 
お 食事 車内 


四国 まん な か 千年 も の が た り 
(し あわ せ の 郷 紀行 ) 食事 


四国 まん な か 千年 る の が た り 

2017 年 の 春 に デビ ュー し た 観光 列車 「 四 国 ま ん な か 千年 も の が た り 」 は 、 礎 
史 に 思い を 服 せ て 、 野 や 山 に 遊び に 出かけ る 大 人 の 洒落 た 小 旅行 を 気軽 に 
楽し め る 本 格 的 な 観光 列車 。 圭 護 線 より 絶 旦 の 渓谷 美 、 こ だ わり 食材 の 和 
食 を 楽し み ま す 。 


落 m 癌 可 時 蛋 


ー ュ キ V み デ 


| 准 貴 | 落と で 故 計 | で せ 斗 前 ・ 制 避 | 


其 列 つつ ー 


| さ ーsy 堂 王 | 


落 W 品 線上 寺 蛋 | 


商 理 | 落と で 礎 竹 で ココ 斗 机 ・ 押 机 | 


| さ ー ョ 本堂 王 | 共 凍 つつ ー 


日 本 の さい は て - 世 界 條 導 
知床 の 大 自然 と 紅葉 の 北 の 大 地 


知床 五 湖 


知床 石 滑 は 、 原生 杯 に 囲ま れ て た た ず む 人 紀 糧 的 な 5 つの 消 で す 。 周り の 悩 本や 知床 山 を 湖面 に 写し な 
が ら 誤 記 を 保っ て いる その 状 は 、 ま さ に 了 始 の 中 の 楽園 で す 。 高 困 人 の 展望 合 か ら は 第 一 灘 と 知床 
適 山 の 大 パノラマ が 見 渡せ ます 。 


9 月 29 日 、10 月 4 日 
ー 寺 Ei が 生 代 (人 お ひと り 欄 ) 
詩 琵 』 237,000 円 、243,000 円 283.000 中 
、 礁 葬 267,000 円 273,000 円 、313.000 円 


※ 池 員 は 初日 羽 田 港 か ら 最終 昌世 田 空 澄 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 全社 : 絹 走 バス 、 朱里 
バス 、 隔 鞭 パ ス の いずれ か (部 区 問 で 送迎 車 を 利用 し ます ) ※ 部 民 タ イプ : ①② 洋室 G 和 室 
※ 現 地 合 流 に つい て は P 39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
つ バ パス 前 空 機 … 徒歩 = 列車 ご 船 + そ の 他 
羽田 空港 (12:00-13:00 玩 っ 伊丹 空港 (10:0011:00 発 ) さ 
女満別 空港 羽田 空港 女満別 空港 

ー オ シン コシ ン の 滝 (知床 百 景 の ひと つっ) ウトロ 温泉 ・ 北 こぶ し 知床 ホ 
テル & リ ゾー ト 泊 (一 枚 ガ ラス の 大 き な 窓 か ら 秦 大 な オホーツク 海 を 胸 ゆ る シ 
の 夫 ) 

衣 : 窒 知床 五 湖 ( 鏡 の よう に 輝く 湖面 に 映し 出さ れる 知床 運 山 と 原生 
林 の 森 を ガイ ド と と も に 散策 ) 一 宿 で 休憩 … ウ トロ 港 (知床 の 断崖 クル 
ー ズ 、 ヒ グマ の 聖地 ・ ル シャ 漠 ) … 夕刻 : 同 宿泊 (夕食 は 毛ガニ 半身 付き パ 
イキ ング 、 夕 食後 は 野生 動物 を 探し に ナイ ト サ フ ァ リ へ ご 案内 

午前 : 宿 一 人 次 山 展望 > 摩周 潮 筆 一 展望 台 (眼下 に コバ ルト プル ー の 湖面 が 
広がる ) 一 阿 穴 川 凍 見 橋 ( 阿 夫 湖 か ら 流れ 出す 川 と 紅葉 する 木々 の コン ト 
ラス ト ) ユ オン ネト ー (季節 や 天 侯 、 見 る 舟 度 に よっ て 色 が 変わ る 神 衝 の 湊 ) 
> 夕 列 : 賠 寮 湖 温泉 ・ あ か ん 遊 久 の 里 鈴 雅 泊 (中 天風 呂 で 覚 ぐ 、 夕 食後 は 
阿 夫 湖 アイ ヌコ タン に て アイ ヌ 古 式 舞踊 と ロス トカ ムイ を 見学 ) 
朝食 前 ケ 自殺 探 勝 路 を 散策 (豊か な 自 共 の 中 を 散策 、 運 が 良けれ ば エ 
ソリ ス な ど 野 生 動物 と の 適 過 る) … 午前 : 宿 … 賠 窟 湖 遊 寛 船 (マリ モ と 出 会 
える チュ ウル イ 島 で マイ ナス イオ ン を 浴び る ) 
釧路 空港 羽田 空港 6:30<17:30 着 ) 釧路 空港 羽田 空港 

伊 及 空 港 (18:0020:00 着 ) 


| 掲載 No| 


東京 発 | 6AEA5E20 


02 大 阪 発 | 6CEA5E20 || 


"最少 催行 人 具 : 10 名 


zmm 陣 刻 mm 
乏 関 品 画 


知床 遊覧 胴 か ら の 景色 
ヒグマ の 型 地 ル シャ 湾 は ヒグマ に 出会え る 確 幸 98% 


阿 電 湖 ウト ロ 温 泉 ・ 北 こぶ し 知床 
ホテ ル & リ ゾー ト 客室 


日 本 の 最 北東 端 ・ 知 末 で 、 雄 大 な 
き 物 の 営み を 体感 する と と も に 、 
ど に 菜 ま る 美しい 紅葉 を 満 舌 。 同 寒 滑 ア イヌ スコ タン で は 
その 文化 に 触れ 、 マ イナ スイ オン た っ ポ り の チュ ウル イ 
島 で は 特別 天然 記念 物 の マリ モ と の 出会い ぅ 楽し ゆま す 。 
宿泊 は 少し 管 沢 に リゾ ー ト ホテ ル を ご 用 意 い た し まし 
た 。 ゆ っ た り 2 連 泊 で 、 最 果て か ら の 景色 を ご 堪能 《 だ 
に 


然 や を こ に 暮らす 生 


知床 五 湖 は 、 距 離 ・ 上 り 下り の ある 自然 道 を トレ ッ キ ング し ま 
す 。 一 部 木 道 部 分 る も あり ます が 、 必 ず ハ イキ ング や トレ ッ ゥ キン 
グ に 適し た 服装 と 靴 、 雨 具 (上 下 セ バレ ー ト タイ プ ) を こ 用 訪 
下さ い 。 ま た 防 塞 に も 充分 ご 留意 下さ い 。 天 候 や ヒグマ の 出演 
状況 に より トレ ッ キ ング コー ス を 変更 また は 中 止 さ せ て いた だ 
く こ と が あり ます 。 現地 ガイ ド の 案内 に 従っ て 下さ い 。 

9 知床 五 湖 (一 周 約 3Im、 所 要約 3 時 間 ) 


3 ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 大 自然 を 深く 知る 
太古 の 息吹 
歩い て 知る 釧路 湿原 の 魅力 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
肌 較 "156,000 円 159,000 円 164,000 円 
181.,000 円 184.000 円 189,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 合同 コー ス で す 。 涼 乗員 は 初日 羽田 空 潜 か ら 最終 日 羽 田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 
バス 会 社 : 網走 バス 、 く し ろ / 北海 道 拓 礼 バス 、 お び う ん 観光 バス の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋 
室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 着 中 温 原 で は 林道 や 自然 歩道 を 歩い て 探 隊 し ます 。 ハイ キン グ シュ ー ズ な ど 足 元 の し っ か り し た 履 勿 、 
上 下 セ バ レ ー ト の 雨 衣 ・ 雨 具 、 ご 準備 下さ い 。 天 侯 に よっ て は 気温 の 低下 や 、 必 が 強い と 体 
感 温度 が 低く な る こと が あり ます の で 、 ウ ィ ン ド プレ ー カ ー や 薄手 の 防 春 療 な ども ご 用 意 下さ い 。 


行程 ー バ ス 当 工 議 … 徒 歩 = 列車 一 船 tt その 他 
羽田 空港 (11:10~1:10) 促 中 空港 伊丹 空 港 (6:50--10:50 発 ) づ 九 田 空港 
当 釧 路 空港 


ー 促 路 市 湿原 展望 台 (展示 館 で 釧路 温 原 に つい て 学び 、 サ テラ イト 展望 台 ヘ 一 周 
2.5km の 遮 歩道 で 足 償 ら し ) ユタ 刻 : 釧 路 プ リン ス ホ (季節 の 会 席 膳 タ 食 ) 
表 : 宿 一 釧路 湿原 ・ 温 根 内 ( 難 花 や 野鳥 を 観察 し な が ら 木 道 を 散 系 ) っ キラ コタ 
ン 岬 ( 郊 路 温 原 の 最深 部 、 チ ル ワ ツ ナイ 川 を 眺め な が ら 太 古 の 景色 が 広がる 也 境 へ 
往 45km ・ 約 2 時間 の ウォ ー ク ) > コッ タロ 湿原 (低層 湿原 と 河川 沼地 が 広がる 原 
始 か ら の 風景 ) 一 細 岡 展望 台 (蛇行 する 佑 路 川 と 広大 な 温 原 、 雄 阿寒 ・ 上 阿 夫 岳 の 
|) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (洋食 コ ー ス 料理 夕 胡 ) 

豆 : 宿 つ 細 隊 一 昌行 する 釧路 川 を カヌ ー で 川下 り 、 川 面 の 目線 で 湿原 体感 一 
岩 保 本 水門 つ 壊 路 湖 ( 湖 隊 散策 、 大 茶 町 博物 館 ) 培 路 釧網 本 線 [ロー カル 線 
の 車窓 か ら 湿原 展望 ] = 釧路 … 和 商 市 場 (自由 に お 買物 、 勝 手 填 な ど 自 由 昼 食 ) 


釧路 空港 呈 羽 田 空港 (17:00>20:30 着 ) 釧路 空港 羽田 空港 
伊丹 空港 (18:30 一 20:90 着 ) 


昌和 6AEA5E10 


ャ アド ベジ チャ ー 
宮 シー リズ ムキ 


釧路 湿原 
細 同 展望 合 


促 路 プリ ンス ホテ ル 外向 釧路 川 


ここ が オス ス メ ! 

釧路 湿原 を 知り 尽く し た ネイ チャ ー ガ イド が ご 案 
内 し ます 。 

広大 な 釧 牙 湿原 を 堪能 ! ご 自分 の 足 て 歩い て 、 カヌ 
ー で 川下 り を し な が ら 、 ロ ー カ ル 線 に 乗っ て … さ ま 
さま か 角度 か ら じ っ くり と 体感 し ます 。 

大 の 景色 が 広がる 秘境 「 キ ラコ タン 岬 」 へ も ご 案 
内 し ます 。 


ぐり 地元 歴史 ガイ ド が 3 日 間 同 行 ! 月 山 志津 温泉 連 泊 ! 
出羽 三山 を 巡る 歴史 探訪 の 旅 
自然 と 信仰 息づく 東 の 奥 参 り 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


121.000 円 123,000 円 133,000 円 
134,000 円 136,000 円 146,000 円 


|ー ス で す 。 浅 生計 は 初日 東 京 駅 か ら 最終 日 山形 ま た は 山形 空港 まで 同行 
案内 し ます 。 

光 パ ス ま た は 山 交 パ ス ま た は 庄内 交通 また は 松山 観光 パス 

し ・ ト イレ な し ) 
いて は P39 を ご 参照 下さ い 。 


| 時 | 叶 吉 | < 人 ま | 


※ 利 用 パス 会 社 : べ に ば 
※ 部 屋 タイ プ : 和室 (, 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 
※ 写 真 は 全て イメ 
※3 日 目 、 羽 黒山 五 昌 は 及 道 約 20 分 歩き ます 。 歩 さや すい 孤 半 と 肛 物 で ご 参加 下さ い 。 
※「 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 ス タン プ 陣 印 対象 

行程 つづ パ ス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


『: (8:00~9:30 玩 ) 大 宮山 形 。 伊 凡 空港 (0:30 て 12:30 発 っ 


山形 空港 
っ 岩根 沢 神社 (I 旧 日 月 寺 ) 本道 寺 口 之 宮 湯 暴 山神 社 ( 護 麻 折 待 、 か つて は 「 徳 
川 家 セ 祈願 所 」 の ひと つと され て いた ) 一 大 井沢 湯殿 山神 社 ( 旧 大 日 寺 兎 、 住 時 は 
日 本 七 大 寺 場 の ー ヶ 所 に も 数 えら れ た ) -+ タ 刻 : 月 山 記 津 温泉 ・ ま いづ る や 泊 
午前 : 邊 姫 沢 リ フト 下 駅 t+ 上 駅 … 巡 ヶ 病 分 時 よ り 月 山神 社 礼拝 … 上 駅 せ 下 
駅 一 湯 殿山 参拝 バス つ 本 宮 ・ 奥 の 院 ( 参 語 ) 参拝 バス 参 衝 所 ( 靖 進 料 
理 尽 食 「 当 ツア ー 特 別 メ ニュ ー」、 湯 典 山 仙人 澤 温 泉 「 御 神 湯 」 入浴) - 注 連 
寺 ( 印 身 公 「 鉄 門 海上 人 」 安 暫 ) 田 訟 俣 ( 合 学 千 り 多層 民家 ・ 七 つ 適 ) っ タ 刻 
同 温泉 泊 
本 全 「 古 道 太 十里 江 街 衛 」 朝 ウォー キン グ 約 2km 午前: 宿 つ 民 黒 山 ( 国 


宝 ・ 五 重 塔 部 杉 、 片 道 徒歩 20 分 ) 一 選 黒山 山頂 ( 三 神 合 祭 殿 ) 一 水沢 温泉 入浴 つ 


山形 三 大 宮 三 東京 (19:30~20:50 着 ) 山形 空港 便 丹 空 港 (18:30~-19:50 着 ) 


ド ペ ンチ ャ ー 
ツー リズ A+ 


湯殿 山 精進 料理 を 当 ツ ア 
ー 特 別 メ ニュ ー で ご 用 意 よ 


湯殿 山 大 鳥居 


十 よ り 人 々 を 惹き つけ て きた 山 病 信 仰 の 聖地 、 出 羽 
三山 。 羽黒 山 は 現世 の 幸せ を 祈る 山 (現在 )、 月 山 は 
死後 の 安楽 と 往生 を 祈る 山 ( 介 寺 )、 湯 典 山 は 生ま れ 
か わり を 祈る 山 (未来 ) と し て 、 こ の 三山 を 巡る こ 
と は 、 現在 ・ 過 去 ・ 未 来 を 巡る 「 生 まれ か わり の 旅 」。 
地元 上 史 ガイ ド が 3 日 間 同 行 、 精 進 料 理 や 山形 の 旬 
の 味覚 ぁ 楽 し む 大 人 の 出羽 三山 語 で 。 


法 の 只 各 記 | 


P 
ド 
べ 
ン 
ヤ 
I 


| 落と で 故 計 | で せ 斗 前 ・ 制 避 | 


潤 咽 


EE 


其 列 つつ ー 


| さ ーsy 矯 握 | 


水 ゆ 線 R 貫 蛋 


| ー+ ボ WV テコ 


| 落と で 礎 対 で 由 斗 前 ・ 蛋 避 | 


| 泌 喘 


当 本 層 穫 


| さ ー ョ 和沙 ビ | 意 凍 つつ ー 


湯量 ' 泉 質 . 効 能 ・ 自 然 ・ 温 泉 文化 な と の 総合 力 を 体験 


大 自然 の 息吹 薫る 人 気 の 新 玉川 


温泉 3 連 泊 と みち の く 花 見 日 和 
磁 


加 5 月 1 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 


| 出発 | 4 人 1 室 。 | 3 人 1 ま | 2 人 1 まき | 1 人 ( ま | 
計 革 逆 128,000 円 130.000 円 135,000 円 149.000 円 


| 寺 157,000 円 159.000 円 164.000 円 178.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 (1 ・4 日 目 ) : 秋 北 パス 、 岩 手 県 北 バス 、 岩 手 県 交通 の いずれ か 

※ 部 屋 タイ プ : 和室 また | 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


室 
いて は P39 を ご 参照 下さ い 。 


行程 つ バ パス ユ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一般 + そ の 他 

東京 (10:30<11:30 発 ) 大 宮 三 盛岡 新 大 阪 7:30~-8:30 発 ) 三 京都 ニ 

名 古屋 三 東京 三 盛岡 
っ 小岩 井 (一 本 科 ) 小岩 井 農 場 (上 刃 邊 償 並木 散 第 [ 約 1km、60 分 理 度 散 委 ] 
な ど 現 地 ガ イド が ご 案内 ) 夕刻 : 新 玉川 温泉 泊 (し スト ラン で パイ キン グ タ 食 ) 
同 温 泉 泊 (終日 自由 に 温泉 を お 楽し み 下 さい 、 自 由 昼 食 、 レ スト ラン で パイ キン グ 
タ 食 ) 
午前 : 宿 一 八 内 平 頂上 っ 八幡平 アス ピー テラ イン (人 気 の ド ライ ブ コ ー ス 、 高 
数 に も な る 雪 の 辱 、 八 帳 平 の 初 奉り 雪 の 回 廊 を お 楽し み 下 さい ) 
盛岡 大 宮 三 東京 (16:00 ご 17:30 着 ) 席 東京 名 古屋 三 京 都 ニ 

新 大 阪 (19:00-20:30 着 ) 


大 阪 発 | 6CEB5E50 


『 最 少 催 行人 貞 : 11 名 


新 玉川 温泉 大 浴場 新川 温泉 屋内 岩 角 浴 
真人: 小鶴 ( 伯 ) 
新 玉川 温泉 小岩 井 農 場 桜 普 木 


洋室 シン グル 客室 一 例 


人 気 の 新 玉川 温泉 に の ん びり 3 連 泊 。 強酸 性 PH1.2 
で の 温泉 湧出 量 が 日 本 一 、 日 本 
日 本 一 し 効能 高い 福泉 を お 客 
様 の ペー ス で の ん びり と ゆっ た り と 楽し ん で いた だ 
け ま す 。 花 見 も る プラ ス し た 時 期限 定 ツ アー。 


GE》 人 数 限定 ・ バ ス 座席 2 シー ト 利 用 、 
各 案内 ガイ ド と 森 を 散策 し グリ ー ン シャ ワー を 体感 し ます 


新緑 の 奥 入 瀬 渓 流 散 策 と 
世界 遺産 白神 山地 の 魅力 を 体感 


人 行人 金 (大 人 お ひと り 

| 時 | 時 地 | 3 人 1 ま 
jw 発 125,000 円 128,000 円 136,000 円 

_ 139,000 円 142,000 円 150,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 員 は 初日 森 守 か ら 最終 日 和 

※ 利 用 パス 全社 弘 南 パス また は 秋 北 パス 、 第 表 光 バス ※ 部 屋 タイ プ 13 

(パス な し ・ ト イレ 人 2 泊 目 : 和 刻ま た は 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 

真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 ー バ ス 航空 儀 … 徒 歩 = 列車 一 船 せ そ の 他 
羽田 空港 (9:90 一 10:30 発 ) 世 青 森 空港 便 丹 空港 9:30 一 10:30 発 ) 青森 空港 
つ折 神山 麓 ・ 十 二 湖 (神秘 の 青池 ほか 紅葉 する 自 神 山地 の 色彩 の 中 案内 ガイ ド と 
散策 ※ 一 周 約 15 キ ロ )ー タ 刻 : 湯 の 沢 温泉 ・ ゆ と りあ 藤里 泊 (世界 人 産 白神 山地 
の 宿 、 和 食 人 食 ) 
午前 : 宿 二 マ イク ロバ ス … 秋田 白 神 ・ 岳 谷 (世界 自然 遺産 ・ 昌 神山 地 の 原生 的 
な ブナ 林 の 先 囲 気 を 気軽 に 味わえ る 着 少 な 礎 を 案内 ガイ ド と 散策 ) > マイ クロ パス 
ー 明 治 百年 通り (環境 谷 「 か お り 風 景 100 選 」 に も 選定 の アカ シア 並 太 、 こ の 時 期 
限定 の 白い 花 と 甘 い 答 り に 包ま れ た 明治 レト ロモ ダン な 景観) … 康 楽 館 ( 国 重要 文 
化 財 の 愛 居 小尾 内 部 見 堂 も ) 小坂 鉱 山 事務 所 ( 還 重 要 文 化 時 の 軒 穫 実 ) ユタ 刻 : 
大 湯 温泉 ・ ホ テル 腐 角 泊 ( 開 湯 800 年 の 三 史 を 誇る 名 湯 で 寛ぐ 、 和 食 人 食 ) 
午前 : 宿 一 発 荷 幅 (十和田 湖 を 見 下ろ す 人 気 の 展 望 台 ) 銚子 大 滝 つ 雲井 の 滝 
… こも れ び 溢 れる ブナ 林 、 十 和田 ・ 奥 入 源 認定 ガイ と 新緑 の 奥 入 源 渓 流 
ハイ キン グ 、2.7 キ ロ 約 60<90 分 … 石 ヶ 戸 つ 八甲田 山 (ロー プ ウ ェ ー で 空中 
散歩) 一 
青森 空港 羽田 空港 (18:3019:30 着 ) 青森 空港 伊丹 空港 (19:00~20:00 着 ) 


掲載 No| 


東京 発 |6AEB5EB0| 醐 | 


6CEB5EB0 


。 > 牙 > 名 
マイ クロ バス 國 マ ィ ッ ロ ra 
を 人 MM sc 


『 最 少 催 行人 


> 0 


白神 山地 ・ 


新緑 の 奥 入 源 渓 流 と 銚子 大 滝 岳 倍 自 然 観察 教育 林 ブ ナ 林 


新緑 の 青池 


奥 入 瀬 渓谷 散策 や 秋田 白神 (秋田 側 白神 山地 ) に 世 
界 遺 産地 域 に 隣接 する 天然 プ ナ 林 な ど 世 界 自然 
白神 山地 の 自然 環境 を 手軽 に 体感 し て いた だ て た 
に 設定 きれ た 散策 コー ス を まわ りな が ら 6、 和 
期 に 各 案 内 ガイ ド と 奥 入 瀬 涯 谷 や 白神 山地 の 魅力 を 
体感 し ます 。 


奥 入 瀬 渓流 


計 


許 


3 ぺ 少 人 数 限定 . バ ス 座席 2 シー ト 利 用 で らく らく 周遊 の 旅 


男鹿 半島 の 絶景 


新緑 の 奥 入 瀬 渓流 と 八甲田 ホテ ル 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 


| 時 | 由 発 地 | 3 人 1 室 。 | 2 人 1 ま 。 | 1 人 
- 下 人 先 132,000 円 139,000 円 


153.000 円 
- 直 発 147,000 円 154,000 円 168,000 円 


大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 夫 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 日 新 至誠 駅 また は 青 下 空 港 まで 同 


※ 利 月 バス 会 社 : 秋 北 バ ス また は 羽化 交通 また は 私 南 パス 


※ 部 屋 タイ プ : 洋 圭 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 ー バ ス 藤 空 機 … 徒 歩 = 列 束 一 船 な その他 
東京 (11:00 こ 11:30 発 ) 大 宮 王 角館 新 大 阪 800~-8:30 発 ) 京都 ニ 
名 古屋 = 東京 三角 館 


美郷 町 ラベ ンダ ー 園 ( 約 2 ヘクタール も の 広大 な 人 に 2 万 株 も の ラベ ンダ ー が 風 
で 播 ら め く 景色 は 初夏 の 風物 詩 、 オ リ ジ ナ ル 品 種 の ホワ イト ラベ ンダ ー「 美 氏 婁 華 ( み 
さと せっ か )」 や 必見 ) + タ 刻 : 秋 田 キャ ッ ス ル ホ テル 泊 (和洋 折 素 タ 信 ) 
午前 : 宿 一 寺 員 寺 (男鹿 の アジ サイ 寺 の 絶景 ) 一 入道 崎 (北緯 40 度 、 入 道 短 灯 台 か 
ら 日 本 海 を 一 也 ) 一 真山 神社 (な ま は げ 伝 説 発祥 の 地 、 な ま は げ 館 や 伝承 館 見 学 ) 
ー タ 刻 : 八 田山 将 荒川 温泉 ・ 八 甲田 ホテ ル 泊 (夕食 は フレ ンチ コー ス デ ィ ナ ー 
を 、 青 森 ヒ バ が 香る 自家 源泉 か け 流し の 温 も お 楽し み 下 さい ) ※ 希 望 者 は 酸 ヶ 湯 
温泉 ・ 名 物 千 人 風呂 な ど 自 由 に ーー 0 
午前 : 二 一 雲井 の 各 … 希 望 者 は こも れ び 溢 れる ブナ 林 、 十 和田 ・ 奥 入 源 認 定 
ガイ ド と 新緑 の 奥 入 瀬 渓流 ハイ キン グ 、2.7 キ ロ 約 60 て 90 分 … 石 ヶ 戸 つ 
新 青森 大 宮 = 東京 (19:00~-20:10 着 ) 新 青 森 つ 青森 空港 

伊丹 空港 (19:00-20:00 菊 ) 


東京 発 |6AEB5ECO0 


07 wslceeso 


『 最 少 催 行人 貞 : 12 名 


で Ii の の 


美 卿 町 ラベ ンダ ー 園 


奥 入 清 渓 流 


八甲田 ホテ ル 温 泉 大 浴 場 


八甲田 山 薦 の ブナ 原生 林 に 囲ま れ た 八甲田 ホテ ル に 
宿泊 し 、 新 緑 の 奥 人 瀬 渓流 散策 や 足 を 延ばし て 男鹿 
半島 の 絶景 を 訪ね ます 。 少 人 数 限定 ・ バ ス 座 席 2 シ 
ー ト 利用 で 周遊 の 旅 を お 楽し み 下 きい 。 


3 ぺ 了 高山 植物 の 宝庫 八幡 平 を 自然 ガイ ド の 案内 て 散策 


八幡 平 温泉 連 泊 雲上 の フラ ワー ハイ ク 


と 八幡 平 の 自然 満喫 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ] 


| 遇 | 出 時 地 | 3 人 1 ま  | 2 人 1 ま | 1 人 人 = 
束 玩 105,000 円 108,000 円 122.000 円 


_ 135,000 円 138,000 円 152,000 円 

※ ポ 東京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 中 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 羽 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 : 岩上 交 通 また は 震 手 上 北 パパス ※ 部 屋 タイ プ 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 光 ぱ に つ 
いて は P 39 を ご 欠 照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


員 
曽 


ー バ ス っ 航空 機 … 徒 歩 = 列車 て 毅 いる の 他 
東京 (12:00-12:40 発 ) 大 宮 三 息 岡 新 大 阪 (9:00-9:40 発 ) 京都 ニ 

名 古屋 三 東京 三 盛 岡 
ー 送 迎 車 一 午後 : 八 幡 平 温泉 ・ 八 幡 平 エ ウン テン ホテ ル 泊 (日 本 百名 山 の 岩手 
山 と 八幡平 の 絶景 を 望む ホテ ル 、 掛 け 流し の 天 希 温 泉 で 寛 で 、 お 如 屋 は ワン ラン ク 
上 の 岩手 山 を 塵 む 最 上 階 マウ ン テ ン ル ー ム を ご 用意 。 夕食 前 に 御 物 に 詳し い ガイ ド 
に よる 「 花 の 時 間 」 や 、 夕 食後 は 天文 に 詳し い ガ イド に よる 星座 解説 や 実際 に 外 に 
出 て の 星空 鶴 賞 な ど お 楽 し み 下 さい 。) 
午前 : 宿 一 八幡 平 アス ピー テラ イン 一作 幡 平 項 上 駐車 場 …360 度 の 大 展望 、 
自然 ガイ ド と 共に 八幡 沼 や ガマ 沼 な と 雲上 の 花 ハ イク 、 約 150 て 180 分 … 駐 
車場 一 八幡 平 ビ ジ タ ー セ ンタ ー… 八幡 平 ・ 大 沼 ガ イド ウォ ー ク (遊歩 道 で 
湿原 散策 や 噴気 活動 て 泥 が ボコ ボコ 沸き 立つ 珍し い 泥 火 山 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 
泊 


午前 : 窒 岩手山 焼 走り 燈 岩 流 台地 一 速 野 (日 本 の 原 風 明 伝承 園 介 話 な ど ) 


北上 = 大 家 = 東 京 (17:30-18:30 着 ) 北上 = 東京 = 名 古屋 ご 京都 = 


新 大 阪 (20:30~21.30 着 ) 


東京 発 |6AEB5ED0| 醐 


6CEB5ED0 


較 ee 圏 中 区 
そく cs 較 


* ア ド ペン 
人 な 


八幡 平 マ ウン テン ホテ ル 
石窯 ダイ ニン グ 白 樺 


チン グル マ ー 
和 内 ガイ ド を 吉 生 た くさ ん の 商人 幅 平 リゾ ー ト 4 剛 
伯 に 出会え ます < マウ ン テ ン ルー ム 客 室 一 例 


バス 座席 2 シー ト 利 用 で ラクラク 、 岩 手 山 と 狼 嵐 平 
を 望む 温泉 ホテ ル に 連 泊 し 、 八 路 平 の 自然 を 満 史 し 
ます 。 高 山 植物 の 宝庫 、 寺 上 の 世界 ・ 入 幡 平山 頂 、 八 
路 沼 一 周 を 自然 ガイ ド の 案内 で 散策 し ます 。 室 上 の 
花 ハ イク を お 楽し み 下 さい 。 


落 m 問 可 時 蛋 


ー+ キ V み デ 


| 落と で 故 計 | で せ 斗 前 ・ 制 避 | 


潤 咽 


| 


EE 


座 列 つつ ー 


| さ ーsy 党 三 | 


水 ゆ 泊 R 貫 蛋 


| ー+ 申 Y み テコ 


| 落 ご で 才 衝 ミコ 斗 交 ・ 抽 交 | 


| 滋 喘 


当 本 層 郵 


| さ ーs 堂 所 | 簿 章 つ Oー 


eu に Fa 3 ch 不思議 の 森 を 散策 ! 
珍し い 鳥海 マリ モ を 


月 山 - 弥 陀 ヶ 原 湿 原 と 鳥海 山 訪 
不思議 の 森 


ta り 近 ) 


122.000 円 125,000 円 136.000 円 128.000 円 2 000 円 
」 155,000 円 158.000 円 169, 999 161.000 円 SO 000 円 


天 バ また は は 半 、 象 間 合同 タク シー ウイ ブ 1 電 上 お 
[基本 】 和室 (ペッ ド 付 ) また は 和室 (3 名 1 室 利用 の 場合 
は 和室 利用 ) 【A タ イプ 】 温 泉 付 洋室 2 泊 目 : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ ハ イキ ング の ご 準備 (トレ ッ キ ング : ズ ま た は 埋 登 山寺 、 カ ッ パ 
等 の 両 具 な ど ) を お 願い し ます 。 次 子 ヶ 鼻 温 原 は ぬか る ん で いる 委 所 も あり ます の で 、 正 元 が 汚れ る 場 
合 も ご ざい ます 。 
久 月 山 山 雇 ・ 県 立 自然 博 物 園 3.3 キ ロ 高 佐 差 80 メ ー ト ル 山 適 約 2 時 間 
3 日 目 午前 中 約 4 キロ 高低 差 60 メ ー ト ル に 木 道 (雨天 時 は 滑り や すい の で 注意 ) 約 3 時 間 
行程 ー バ ス 中 空 尼 ・ り 車 一般 せる その 他 
東京 (10:00~10:30 発 ) 大吉 三山 形 新 大 阪 7:00<-7:30 発 ) 三 京都 ニ 
東京 = 山形 
つ 月 山 山 玖 ・ 県 立 自 然 博物 園 [ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 、 野 島 の さえ ずり を 間 
き な が ら 自 然 の 営み を 体感) > タ 刻 湯野浜 温泉 ・ 亀 や 泊 (1813 年 創業 の 老人 温泉 
窒 。 日 本 海 を 望む 大 浴場 や 野 あ ふれ る 坊 天 風呂 も 人 気 、 和 会 座 食 ) 
午前 : 宿 一 月 山 八 合 目 ( 交 也 ヶ 原 湿原 [高山 衝 物 の 宝庫 。 要 高 1.400m 付 近 の な だ ら 
原 を 整備 され た 木造 、 案 内 ガイ ド と 約 60 分 ほど の 自然 散策 ) 羽黒 山 (山伏 
の 案内 で 昇 友 参 拝 、 本 人 料理 以 食 ) -- 家 潟 ・ ね む の 丘 ー タ 秘 : 猿 念 温泉 ・ フ ォ レ 
スタ 鳥海 泊 (全容 室 か ら 鳥 海山 が 一 望 で き 、 ロ ケー ショ ン も 最高 の ホテ ル 、 和 洋 折 
表 全 語 夕食) 
午前 : 宿 一 鳥海 山麓 ・ 中 島 台 の 森 … 自然 案 内 人 の 解説 で 不思議 の 森 を 歩く … 
あ が リ こ 大 王 ( 憧 齢 00 年 、 日 本 の 奇形 ブナ ) … 獅 子 ヶ 鼻 湿原 ( 水 群 や 世界 的 
に 貴 箇 な コケ 「 鳥 海 マリ モ 」 探 脇 ) … 入 口 つ ホテ ル ( 尽 食 ) 
秋田 = 大 宮 三 東京 (19:30-20:30 着 ) 秋田 秋田 空港 き 
伊丹 空港 (19:30 ご 20:30 着 ) 


温泉 宿泊 で 自然 に 触れ る “2 の ie 


東京 発 


大 阪 発 


2 
ツー リズ 


弥 陀 ヶ 原 湿原 
獅子 ヶ 貞 湿原 
「 猟 子 ヶ 外 混 原 」 は 約 26 ヘ クタ ー ル 
の 広 さ で 、 世 界 的 に 貴重 な コケ が 広 
あがり こ 大 王 細 団 か つ 大 量 に 枯 生 し て お り 、 注水 


の 中 で ポ ボール 捧 に 発震 し た 「 鳥 海 
りや も 」 は 搬 子 ヶ 島 温 原 の み で 見 ら れ 
る 天然 記念 物 。 


「 あ が りこ 大 王 」 は 松寺 300 年 ・ 電 回 
り 7.62m の 森 の 「 王 欄 」 で す 。 


月 山 の 自然 博物 園 上 弥 陀 ヶ 原 湿原 で 高山 植物 を 見 な 
が ら ハ イキ ング 。 最 終日 は 秀峰 ・ 鳥 海山 山麓 に 広 が 

筐 油 な プ ナ の 森 や 湿原 な ど 、 そ れ ぞ れ 案 内 ガイ ド 
と 散策 し ます 。 


⑬ ゆ コン サー ト ホ ー ル で 世界 旅行 ! 「 フ ラン ス 、 バ パリ 祭 !」 
N 響 オー チャ ー ド 定期 
第 120 回 鑑賞 


出発 7 月 9 日 
塚 行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ] 
| 時 玩 地 |))。= 2 人 人 まき = | = 人 まき 。 | 
東京 98.000 円 104,000 円 
大 123,000 円 129,000 円 


※ 泊 工員 は 初日 新 大 阪 択 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 全社 : 東 観光 バス また は 
Im モビ リティ サー ビス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 各 古屋 発着 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 宗 写 真 
は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 出 洒 者 ・ 内 容 は 予告 な く 変 更に な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 の 上 、 お 申 
込み 下さ い 。 


行程 > パス 当 肛 空位 … 徒 歩 = 列車 一 般 + そ の 他 
東京 (11:30 一 13:30 発 新 大 阪 (9:0010:30 発 ) 京都 
名 古屋 = 東京 


つ 泉屋 博 古 館 東京 (「 リ ニュ ー ア ルオ ー プ ン 記 念 展 ll 光 除 礼 議 一 モネ か ら は じ 
まる 住友 洋画 コレ クシ ョ ン 」 第 賞 ) ユ オー チャ ー ド ホー ル (NHK 交 響 楽 団 オ 
ー チ ャ ー ド 定期 第 120 回 公演 を S 席 に て 鑑賞 /15:30 隔 流 ) 一 夜 : ホ テル モン ト 
レ 根 座 泊 

午前 : 宿 プ パ ナ ソ ニッ ク 汐 留美 術 館 (オラ ンダ で 生ま れ 、 パ リ で 活躍 し た 画家 キ 
ー ス ・ ヴ ァ ン ・ ド ン ゲ ン の 大 覧 会 を 拒 賞 ) 日 の 出 検 栖 シン フォ ニー で アフ タ 
ヌー ンク ルー ズ (ティ ー タ イム を 楽し みな が ら 、 レ イン ボー プリ ッ ジ の 下 を 通過 し 、 
お 合 場 や 東京 タワ ー、 ス カイ ツリ ー な ど 、 東 京 の 名 所 を 租 上 か ら 眺 め る ) 日 の 出 
に 2 

東京 (6:00 一 18:00 旋 


東京 名 古屋 王 京 都 ニ 
新 大 阪 (19:00>21:00 着 ) 


No] 発 | 6AEF5W50 
10 は 語 |ecrswso 弓 に 
HE 


『 最 少 催 行人 員 : 10 名 


Bunkamurd オー チャ ー ド ホー ル 


N 響 オー チャ ー ド 定期 第 120 回 
コン サー ト ホ ー ル で 世界 旅行 ! 
フラ ンス 、 バ パリ 祭 ! 


指揮 : 沖 澤 の どか 
フル ー ト : エマ ニュ エル ・ パ ユ 
【 プ ログ ラム 】 
ブー ラン ク : バレ エ 組 曲 「 区 
プー ラン ク (L. バ ー ク リー 編 ) : フル ー ト ソナ タ 
(管弦 楽 伴奏 版 ) 
フォ ー レ (L. オ ー ペ ー ル 編 ) : 妃 想 曲 作品 79『 
ラヴ ェ ル : 組曲 「 マ ・ メ ー ル ・ ロ ワ 。 
ラヴ ェ ル : ボレロ 
※ 印 の 井 は ソリ スト と 共に 演奏 し ます 


⑬》 グル メ の 宝庫 富山 県 、 夏 に 出会え る 旬 の 味覚 と 景観 を 求め て 


富山 湾 の 旬 の 味覚 と 景観 を 楽し む |11 


グル メ の 宝庫 ・ 夏 の 富山 へ 


@ (公社 ) と や ま 抑 半 人 


大 岩 そう めん 特 病 料理 

富山 の お いし い 水 で 作っ た 大 岩 そ うめ ん は つ 入善 浪 水 革 込 特 問 を 新鮮 な 状態 で 名 の 

る つる と 喉 算 し が 良い 夏 の 美味 。 生類 や 託 き 特 、 入 涯 深層 氷 アワ ビ な ど 
お 召し 上 が り 下さ い 。 


“天然 の いけ す " 上 呼 ば れる 富山 湾 は 立山 連峰 か ら 流れ る 水 が 
豊富 な 栄 伏 分 を 含み 、 漁 場 か ら 港 まで の 距 離 が 近い 為 、 旬 の 食 
材 を 新鮮 な まま に 堪能 出来 ます 。 期 間 限定 の 絶景 ビュ ー・ 守 党 
まで は ケー ブル や 路線 バス な どの 面倒 な 乗り 換え 一 切な し 、 貸 
切 バ ス で 目的 地 ま で ラク ラク 一 気 に 山 を か け あ が り 、 標 高 
2450m の 立 吊 を 散策 、 翌 日 は ゆっ くり 涼 を 楽し な 人 気 の 
黒部 峡谷 、 ト ロッ コ 電 車 で 央 谷 美 を 載 能 し ます 。 県 内 の 「 流 」 
8 訪ね る 夏 の グル メ 旅 。 


| 半 地 | 3 人 ( ま 。 | 2 人 * | 
了 瑞 121.000 円 123,000 円 140,000 円 
116,000 円 118,000 円 135,000 円 


大 阪 と の 共 骨 集 コー ス で す 。 添 垂 員 は 初日 大 阪 駅 また は 高山 駅 か ら 最終 日 上 部 
率 月 温 提 駅 また は 大 半 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 パス 会 社 : 富山 地方 鉄 着 ゲル ー プ 

※ 部 屋 タイ プ : 洋室 

※ 現 地 合 流 に つい て は P 39 を ご 照 下さ い 。 

※ ポ 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


7 月 19 日 、8 月 8・24 日 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
MPSE コ 


行程 ー バ パス ラ 前 空 機 
東京 (8:00 こ 9:30 発 ) 三 大 宮 ニ 
軸 


= 列車 一 船 せ そ の 他 


:30 て 8:30 発 ) 新 大 阪 
富山 


っ 上 市 町 ・ 大 岩山 日 石 寺 ( 巨 涯 に 彫 られ た 磨 岩 仏 、 昔 が 作り だ す 経 の 
世界 ・ 和 〒 産 注 、 名 物 ・ 大 岩 を うめ ん と 山菜 料理 の 昼食 ) つ 眼目 山 立 
山寺 ( 茂 生 な 雰囲気 沸 う 提 並 木 、 害し の 森 で の ん びり 椅 杯 浴 ) ユタ 刻 : 富 
山 エ クセ ル ホ テル 東 念 泊 ( タ 食 は 富山 に ゆか り の ある 食材 を 取り 入 
れ た お 箸 で も お 召し 上 が り い た だ ける フレ ンチ を ) 


上 > 日 本 一 料金 が 高い と いわ れる 立山 有料 適 路 を 利用 。 ケ ー 


ブル や バス に 乗り 換え る こと な く 賃 切 バ ス で ラク ラク 一直線 一 室 
堂 … 雲 上 の 別天地 、 標 高 2400m に 咲く テン グル マ や イワ カガミ な 
どの 高山 植物 や 立山 の 絶景 みく り が 池 な ど 散 策 … ホ テル 立山 ( 自 許 
考 の 松花 堂 昼食 ) つ 夕刻 : ロ イヤ ル ホ テル 富山 生 涼 泊 (温泉 赴 天 風呂 で 
寛ぐ 、 庄 川幅 な ど 季節 を 感じ る 和食 会 席 夕 食 ) 

午前 : 宿 一 海洋 深 居 水 パ ー ク … 旬 の 生 牡 敵 や 焼き 牡 路 、 入 善 深層 水 
アワ ビ な どの 昼食 つ 宇奈月 黒部 峡谷 鉄道 [真夏 で も 30 度 以下 の 
日 が ほとん ど 、 ゆっ くり 涼 を お 楽し み 下 さい 。 リラ ックス 容 車 利用 ] 
ニ 梨 平 … 奥 鐘 橋 や 人 喰 娠 な ど 散 策 … 樽 平 = 黒 部 峡谷 鉄道 [ 窓 の 無 
い 「 普 通 客車 」 利 用 ] = 宇奈月 一 
四部 宇奈月 温泉 三 大 宮 王 

東京 (9:30 て 20:30 着 ) 


黒部 宇奈月 温泉 金沢 = 京都 = 
新 大 阪 大 阪 (20:30 て 21:30 着 ) 


掲載 No」 


東京 発 


食事 


(和博 2、 生 3、 タ 2| 
(人 央 ) 朝 2. 年 3. タ 3| 


大 阪 発 


『 最 少 催 行人 中: 12 名 


(公社) と や ま 入 江間 9 (公社 ) と や ま 和信 


室 党 平 と シ と ナノ キン バイ みく り が 池 

期間 限定 の 絶 早 ビュ ー・ 立 山室 堂 平 を 散策 、 室 堂 まで は ケー ブル や 路 組 パ 
ス な どの 面倒 な 乗り 換え 一 切な し 、 日 本 一 料金 が 高い と いわ れる 立山 有料 
道路 を 利用 し 貸切 バス で 目的 地 ま で ラク ラク ー 気 に 山 を か け あ が り ま す 。 


の ( 公 往 ) と や ま 鶴 光生 


黒部 峡谷 鉄道 大 岩山 日 石 寺 


ロイ ヤル ホテ ル 富 山 砺 波 外観 


ロイ ヤル ホテ ル 富 山 砺波 角 天 風呂 


ロイ ヤル ホテ ル 富 山 砺 波 

砺波 平野 と 立山 連峰 を 望む 高台 に ある リゾ ー ト ホテ ル 。 35m の ゆっ た り と 
し た 広め の お 部 屋 と 漏 泉 起 天 風呂 「 越 中 と な み 野 温泉 」 の 湯 に つか り 旅 の 
療 れ を 癒し て 下さ い 。 


落 m 束 記 時 蛋 


ー+NV メ テコ 


| 准 貴 | 落と で 故 計 | で せ 斗 前 ・ 制 表 | 


其 列 つつ ー 


| さ ーsy 堂 王 | 


水 ゆ 泊 R 蛋 


| ー+ ポ V み ー コ 


| 落 ご で 族 衝 ミコ 斗 机 ・ 抽 交 | 


| 溢 喘 


当 本 選 郵 


| さ ーs 党 握 | 各 章 つ Oー 
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老舗 「 二 俺 」 の 京 会 席料 理 夕食 


大 徳 寺 孤 矯 庵 特別 公開 と 
優 屋 宗達 ・ 等 伯 ・ 若 沖の 美 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り 株 ) 
PSE 


[heel 出 地 | 3 人 1 団 。 | 
」 束 発 98.000 円 
蝶 還 着 74,000 円 


大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 
8 は 初日 東京 志 か ら 最 終日 東京 駅 ま 
で 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : ヤ サ 


99,000 円 


75,000 円 


115,000 円 
91.000 円 


カ 観 光 バス 、 導 鶴光 バス 、 東 区 、 奈 二条 城 に ほど 3 
良 交 通 の いずれ か 出合 
※ 名 古屋 発 意 に つい て は P39 を ご 参照 い ANA ク ラウ 
下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ンプ ラ ザ ホ テル 


京都 


行程 


ーー バ ス 航 空 機 
東京 930 て 10:30 発 ) ニ 
三 名 古屋 = 京都 

つ 針生 院 ( 奈 天山 派 の 総本山 、 長 谷川 等 伯 一 門 作 の 国宝 「 接 較 」「 租 図 」 な ど ) 
づつ 相国 寺 (伊東 若 沖の 聖 面 、 率 天職 美術 館 に て 僕 屋 宗 達 作 の 重要 文化 財 「 仙 組 
中 図 放出 」) つ 午後 :AN A ク ラウ ン ブ ラ ザ 京都 泊 〔 タ 食 は 延 歩 で 老舗 「 二 俺 」 
| の 京 会 席料 理 へ ご 案内 ) 

午前 : 宿 一 大 徹 寺 孤 備 庵 ( 小 所 避 州 設計 の 茶室 「 写 科 席 」、7 年 ぶり の 特 員 公開 ) っ 


ー 徒歩 
品川 三 新横浜 京都 (12:00 ご 13:00 発 ) 


= 列車 一 般 + そ の 他 


天 租 寺 ( 法 堂 の 要 龍 図 、 特 別名 勝 放 園 、 直 営 店 ・ 師 月 の 精進 理 昼食 ) … 福田 美術 
館 ("や っ ぱり 京都 が 好き 一 栖 風 、 松 園 ら 京 を 愛し た 画家 た ち 」 展 ) … 新緑 の 抽 


山 淫 策 つ 
京都 名 古屋 三 新横浜 ニ 
東京 (19:40 一 20:40 諸 ) 


京都 (6:20 て 17:20 着 ) 


品川 = 


現地 発着 | 6CES5E30 
『 最少 催 行人 貞 ! 12 名 


俺 京 会 席料 理 の 一 例 


大 徳 寺 孤 筐 庵 書院 か ら 庭園 を 望む 


新緑 の 財 し いこ の 季節 、 手 軽 に 一 

み 下 さい 。 特 別 公開 の 菜 午 、 ・ 重要 文化 財 の 障 
壁画 や 図 扉 風 の 美 に ふれ て いた だ き 、 近 世 の 京都 画 
壇 の 作品 る ご 鑑賞 下さ い 。 夕食 7 年 (1757 年 ) 


に 初代 が 魚屋 を 始め た と いう 老舗 「 偽 』 
料理 を ご 用 意 し ます 。 


で 京 会 席 


温泉 連 泊 、 日 本 最大 級 の ブナ 林 ウ ォ ー ク て 癒さ れる 


温泉 連 泊 で 行く 


新緑 の 大 山 プ ナ の 森 か ら 帝 釈 峡 へ 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ] 
暗室 | 科 


E 評 上 唐人 世 YEF 当 語 大 Ft 
開 夫 160.00F 153.000 四 158.000 円 180.000 円 163.000 円 170.000 四 200.000 


大 阪 発 136.000 円 129.000 134.000 円 156.000 円 189.000 円 145.000 円 176.000 中 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
用 バス 会 社 : 山 備 バス ※ 剖 屋 タイ プ : 洋室 【 革 本 | セミ ダブ ル 所 側 ・16mf 【』 タ イプ 】 ス タン ダー 
ド ツ イン 街 側 ・26mf 【B タ イプ 】 デ ラッ クス ツイ ン 湖 剛 ・33m ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は 
P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ※2 日 目 新 緑 の プ ブナ の 森 は 約 3 キロ の ウォ ー キ ン 
グ 、 多 少 上 り 下 り の 坂 は あり 。 歩 きやすい 孤 付 ・ 足 元 で ご 参加 下さ い 。 


章 


バス 当 大 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 せ そ の 他 
品川 ニ 新 携 浜 新 大 阪 (11:00<-12:00 発 ) 三 新神戸 ニ 
岡山 


行 # 
東京 (8:30--9:30 爺 ) ニ 
三 名 古屋 三 岡山 
づつ 大 山南 壁 を バッ ク に 広がる 田園 ドラ イプ ブー 矢 山大 山 ス カイ ライ ン 一 鬼女 
台 (360 度 の パノラマ) つ 魚 土 内 (大 山 絶 罰 ポイ ント ) つ ブナ 林 の トン ネル つ タ 刻 : 
松江 し ん じ 湖 温 泉 ・ ホ テル 一 畑 泊 (昨年 に リニュ ー ア ルオ ー プ ン し た 光り 軍 く 「 只 
道 湖 」 の 目前 に た た ず む ホテ ル 、 景 上 階 の 展望 温泉 大 浴場 で 寛ぐ 、 夕食 は 特選 会 席 を ) 


且 和 2 フト …( 案 内 ガイ ド 終 日 同行 ) … 横 手 道 … 新 緑 の 


プ ナ の 森 ウ ォ ー キ ング ( 約 2 時 間 半 ) …- 大 山寺 (拝観 ) 日 本 一 長い 石 辿 の 参 
道 … 誤 の 河原 (雄大 な 大 山北 壁 ) … 宝 物 館 霊宝 間 (端麗 な 金 骨 仏 ( 白 出 ) な ど ) 
っ タ 刻 : 同 ホテ ル 泊 (夕食 は 洋 コ ー ス を ) 

午前 : 宿 つ 菅 ら 山内 (た た ら 和 鉄 に よっ て 隆 悦 を 極め た 時 代 を 偶 ぶ ) つ 線 原 
記念 館 (400 年 に 渡っ て 続く 奥 出雲 の 旧家 「 線 原 家 」 の 記念 館 、 洗 心 乃 路 (せん し ん 
の みち ) 散策 も ) 一 電 貞 ( 帝 駅 国定 公園 の 中 心 部 、 新宮 で 美しい 魚谷 を 散策 ) 
岡山 王 名 古屋 一 新橋 浜 品 川 ニ 岡山 = 新神戸 ニ 

東京 (1:00-22:15 着 ) 新 大 阪 (18:30~-19:45 着 ) 


掲載 No| 


13 大 阪 発 | 6CEV5E50 
『 最 少 催 行人 員 : 12 名 


東京 発 | 6AEV5E50 | 本 


写真 広 人 県 


ーー 


ホテ ルー 畑 湖 側 客室 一 例 ホテ ルー 畑 展望 大 浴場 


日 本 で 屈指 の 規模 を 府 る ブナ の 森 が 鎮座 する 震 峰 
大 山寺 富 士 」 と 親しま れる 名 峰 で 、 見 る 方 角 に 
よっ て 形 を 変え 訪れ る 人 を 馬 し ます 。 西 日 本 随 一 
の 規模 を 誇る ブナ 樹林 で みず みず し い ダ リー ン シ ャ 

ー を 浴び 、 生 年 の 古寺 で 祈り を 捧げ ます 。 帝 釈 峡 
に も 立ち 寄り 、 新 緑 の 絶 早 を 楽し み ま す 。 


人 気 の 観 光 列車 「 志 国土 佐 時 代 の 夜明け の る の が た り 」 に 乗車 し ます 


ホタル 舞う 四万十 川 か ら 四国 西海 岸 周遊 |14 


秘境 ・ 絶 景 と 四国 観光 列車 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り 株 ) 


PB1 計 7BRE 半 | 21 | 2 人 1m | い 人 
s 196,000 円 198,.000 円 208,000 円 


大 了 先 178,000 円 180,000 円 190,000 円 


駅 まで 同行 し 


ー バ ス 航空 機 


徒歩 
羽田 空港 (9.00-10:00 発 ) 高知 空港 新 大 阪 7.30~-8:00 発 ) 王 新神戸 ニ 
つ 高 知 岡山 三 高知 


= 列車 一 般 + そ の 他 


ニ 志 国 土佐 時 代 の 夜明け の も る の が た り 「 立 志 の 抄 」( 土 和 流 の お も て な し で 楽 
し む 抽 光 列 車 放 土佐 の 食材 を 使っ た 信任 理 一 皿 基 風 ご を 味わう ) 王 導 佐田 
沈下 橋 (四万十 川 最 下 流 の 沈下 橋 を 徒歩 で 往復 ) 刻 : 新 ロイ ヤル ホテ ル 四 万 
上 (温泉 浴場 で 寛ぐ 、 夕食 答 、 屋形船 て ホタル の 乱 押 す る 四万十 川 流域 を 遊 覧 ) 


に (大 滞 導 岸 を 海 か ら 望 む 和 遇 クル ー ズ ) 石垣 の 里 ・ 外 泊 ( 玉 観 


地 ・ 石 の 送 宮 ) つつ 宇和島 城 (天守 は 、 当 時 の まま 現存 する 買 重 な も の ) 一 夕刻 : ホ 
テル クレ メン ト 宇 和 島 泊 (和食 夕食) 

午前 : 宿 つ 遊 子 水 荷 清 (に ほん の 里 100 選 ・ 天 まで 続く 段々 畑 ) > 大洲 (名 軒 委 唄 
本 山 荘 や お は な は ん 通り な ど 案 内 人 と 散策 ) > 内 子 (本 貸 で 栄え た 重厚 な 項 屋 束 が 
達 な る 日 本 の 壮 100 選 を 案内 ガイ ド と 散策) ユダ 刻 : 首 後 温泉 ・ 道 後山 の 手 ホ テル 
泊 ( 半 後 温泉 に ある ヨー ロ ピ アン 風 の ホテ ル 、 創 作 フ レン チタ 食 ) 

午前 : 宿 一 松 山城 (ロープウェー 利用 で 天守 問 へ ) 来島 海峡 大 橋 つ し まな み 海 
道 ドラ イブ 一 瀬戸 内 に 浮か ぶ オ ー ベ ル ジ ュ で ラン チー 平山 郁夫 美術 館 
福山 名 古屋 新横浜 品川 福山 一 新神戸 ニ 

東京 (9:30--20:40 着 ) 新 大 阪 (17:00ー18:30 着 ) 


東京 発 | 6AEX5E50 
[| 備 事 | 


大 阪 発 | 6CEX5E50 
『 最 少 催 行人 貞 : 12 名 


四万十 川 の ホタル 


写真 : (公有) 
誠 上 光 コ ン ペン ショ ン 和 会 
運 が よけれ ば 幻 玖 な 世界 が 目 の 前 
に 広がり ます 。 


志 国 土佐 時 代 の 夜明け の 
も の が た り 車内 


志 国 土佐 時 代 の 夜明け の 
も の が た り 食事 


四国 高知 か ら 愛 媛 、 し まな み 海 道 を 旅 し ます 。 2020 
年 四国 に デビ ュー し た 観光 列車 「 志 国土 佐 時 代 の 夜 
明け の も の が た り 」 乗 車 や 、 普 段 訪れ に くい 秘境 や 
絶景 を ッ ア ー で めで り ま す 。 


3 室戸 阿南 海岸 国定 公園 を 通っ て 徳島 か 


美しき 世界 * 陽 光 の 四国 東海 岸 周遊 


土佐 赤 岡 * 絵 金 祭 り と 「 モ ネ の 庭 」 を 訪ね て 最少 仙 行 人員 : 12 名 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ] 


| 遇 発 日 | 出発 地 | 3 人 ] 室 。 | 2 人] ま 。 | 1 人 | ま 
東京 玩 144,000 円 145,000 円 162,000 円 


板 先 124,000 円 125,000 円 142,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 派 中 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日東 京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 
バス 会 社 ) こと で ん パス また は と さ で ん 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発 准 、 現 地 合 流 に つい て 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 府 金 祭 り は 急 副 中止 の 場合 も あり ます 。 ま 


行程 
東京 (7:30~-8:00 発 ) 三 品川 三 新横浜 新 大 阪 (10:00 こ 10:30 発 ) 三 新神戸 三 
岡山 三徳 島 


ッ バ パス 呈 豚 空手 … 徒 歩 = 列 事 一 船 + そ の 他 


三 名 古屋 三 岡山 三徳 島 

つ 大塚 国際 美術 館 ( 南 坂 で 原寸 大 に 再現 され た 西洋 名 画 を 生 賞 、 世 界 中 に 点 在 す 
る ゴッホ が 江 い た 花 服 の 「 ヒ マ ワリ 」 全 7 点 を 一 堂 に 展示 。 剛 摘 に より 焼失 し た 幻 の 
「 ヒ マ ワ リ 」 も 宮 ま れる ) 夕刻 : り RR 林 テル クレ メン ト 徳 島 泊 (和食 タ 食 ) 


午前 : 宿 一 業 王 寺 (四国 起 場 第 23 番 札所 ・ 厄 除け の 寺 ) 一 南 阿 波 サ ン ラ イン ( 太 
平 洋 を 望む 絶景 ドラ イブ ) むろ と 腐 校 水族 館 (小学 校 を 改修 し て 作ら 


室戸 岬 (ジオ パー ク ガ イド と 学ぶ 地球 の 神秘 と 絶景 ) 一 奈半利 駅 
し お 鉄道 ご めん ・ な は り 線 ( 海 の 絶 時 が 自慢 、 自 由 后 ) 夜須 一 ホテ ル (チェ 
ッ ク イ ン 、 早 目 の 和 食 会 麻 夕 食 ) -> 土 佐 赤 岡 ・ 絵 金 祭 り (商店 街 
符 選 風 や 絵 金 只 半 仁 、 特 別 屋 示 が ある 絵 金 蔵 な ど 自 由 身 賞 ) つ 夜 : よ 
Royal Hotel 土佐 泊 (太平 洋 を 一 刻 で きる 高台 に ある 
洋 深層 水 の 四 天 風呂 で 真 で ) 

午前 : 宿 一 北川 村 「 モ ネ の 庭 」 マ ル モ ッ タ ン ( 絵 に な る 在 の 世界 、 モ ネ が 描い た 
可 尼 な 雰 団 気 を 再現 し た お 旗 ) 一 伊 尾木 洞 (秘密 の 洞窟 と 幻想 的 な | 
高知 三 岡山 三 新 神 ) 
新 大 阪 (18:00~ て 19:00 着 ) 


リゾ ー ト ホテ ル 、 


高知 三 岡山 三 名 古屋 新横浜 
品川 三 東京 (20:30-21:30 着 ) 


高知 へ 四国 東岸 を ぐる り 周 施 


掲載 No| 
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東京 発 | 6AEX5E70 | 計 呈 半 


大 阪 発 | 6CEX5E70 


大 国 際 美 術 館 

シス ティ ー ナ ・ ホ ー ル 
写真 は 大 塚 国際 美術 館 の 展示 作品 
を 撮影 し た も の で す 


る 追 カ の アー ト で す 。 


Royal Hotl 土佐 外観 


室戸 阿南 海岸 国定 公園 を 通っ て 徳島 か ら 室 戸 岬 、 高 
知 へ 四国 東岸 を ぐる り 同 遊 。 黒 滑 な が れる 太平 洋 、 
本 家 モ ネ 財 団 か 6 世界 で 唯一 認め られ た 園内 を 彩る 
北川 村 「 モ ネ の 庭 」 な ども 立ち 寄り な が 6 美しい 風 
景 、 絵 に な る 風景 を 楽し み ま す 。 夜 は 邪気 を はらう 
「 血 赤 」 の 描写 の 絵 金 が 開 夜 に 浮か ぶ 美 し き 世 界 へ 。 


唱 


落 m 滞 可 時 蛋 


ー+ キ V み デコ 


| 落と で 故 計 | で せ 斗 前 ・ 制 表 | 


潤 咽 


| 


EE 


其 列 つつ ー 


| さ ーsy 法王 | 


水 ゆ 線 R 肝 蛋 


| ー+ ポ WV テコ 


| 落と で 族 衝 ミコ 斗 交 ・ 抽 交 | 


| 滋 喘 


当 本 層 穫 


| さ ーs 党 握 | 簿 草 つつ Oー 


新緑 で 賑わう 高千穂 喘 と 、 ツ アー で は あま り 訪 れ な い 九 州 最 奥 端 に 赴き ます 


少 人 数 限定 ・ 新 緑 の 九州 最 奥 敵 


高千穂 峡 ・ 夜 神楽 と 椎葉 ・ 五 木 ・ 五 家 荘 へ 最少 催行 人 貞 ! 10 名 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 
| 2 党 補 | 人 

還 135,000 円 140,000 円 136,000 円 148,000 円 146,000 円 
| 大阪 郵 124.000 円 129,000 円 125,000 円 137,000 円 135.000 円 


A タ イブ 
室 


会 社 : 九州 産 交 パ ス ※ 

泊 目 の 利 用 部 屋 タイ プ に より 料金 が 異な り ま す 。 

本 】 洋室 (パス タプ な し シャ ワー の み ・ ト イレ 付 ) 【A 
タイ プ 】 川 側 和室 【B タイ プ 】 名 天 敗 呂 付 和 室 ま た は 和 
洋室 ※ 現 地 合 流 に は P39 を ご 苦 照 下 さい 。 


写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


あゆ の 里 
客室 露天 風呂 一 例 

行程 バス ユ 舟 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
羽田 空港 (10:00~-12:00 発 ) 全 熊本 空港 伊丹 空港 (11:00-19:00 発 ) 人 熊本 空港 
ー 高 千 竹 峡 ( 宮 名 井 の 滝 な ど 新 緑 の 渓谷 散策 ) 一 天 岩戸 神社 ( 天 震 戸 、 天 ノ 安 河 情 ) 
ー タ 刻 : ソ レス ト 高 千穂 ホテ ル 泊 (和食 会 庫 夕食 科 、 高 千穂 神 社 で 高千穂 神楽 
見 学 ) 

午前 : 宿 一 梅 ノ 木 功 公 園 吊 橋 五 家 荘 ・ 平 家 の 里 ( 必 れ 里 の 囲 気 を 味わう ) -+ 
要 木 (モミ ギ ) の 吊橋 > 五 家 荘 ・ 緒 方 家 つ 五木 村 (か や ぶ き 民 家 で 語り 部 に よ 
る 、 正調 ・ 五 木 の 子 守 員 代 賞 ) ユ 夕刻 : 人 吉 温泉 ・ 清 流山 水 花 あゆ の 里 泊 ( 南 九 
州 山 析 に 囲ま れ た 自然 四 か な リゾ ー ト 、 日 本 三 大 急 済 球 誠 川 を 内 天 温泉 大 浴場 ・ 川 人 
客 空 か ら 一 、 球 閥 川 の 絶景 を 楽し め ま す 、 和 和食 会 席 タ 人 ) 

午前 : 宿 一 鶴 富 屋敷 (平家 屋敷 見 学 、 正 調 ひ えつ き 節 ) … 椎 葉 民族 芸能 博物 館 つ 
十 根 川 神社 (天然 記 念 物 ・ 八 村 (ヤム ラ ) 杉 ) 一 

索 太 空 潜 羽 田 空港 (90:00-21:30 着 ) 熊本 空港 伊丹 空港 (9:00 一 20:40) 


G” 1 ス 貞 語 2 シー ト 利用 で 出光 明 娠 な 南北 に 広がる 日 内 性 か ら 日 
世界 三 大 花木 ・ ジ ャ カラ ンダ の 森 と 
日 南海 央 か ら 都 井 岬 へ 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ] 


| 時 | 出 半 地 | 3 人 | ま 5 | 2 和 人 1 ま | 1 人 人 = 
、134,000 円 135,000 円 148,.000 円 
| 二 先 124.000 円 125,000 円 138,000 円 


※ 東 京 の 共 算 集 コ ー ス で す 。 浅生 
は 初日 宮 央 空港 か ら 旧 終 日 宮崎 空港 まで 隔 抹 
し ます 。 

※ 利 用 パス 会 社 : 寄 
また は みや ざき 高山 


また は 永 敗 光 パ ス 


南郷 プリ ンス ホテ ル 
レス トラ ン 
= 列車 一 船 


新 月 「 内 湯 」 
ー バ パス 当 航 空 機 … 徒 歩 


せ そ の 他 
羽田 空港 0:3011:50 発 ) 三 崎 空港 伊丹 空港 (9:0011:00 発 ) 三宮 時 空港 
つ 握 切 幅 ( 鬼 の 洗濯 板 や 太平 洋 の 就 望 ) つ 都井 岬 (野生 馬 と 自重 の 有 台 、 案 内 ガ 


イド と 散策 ) + 夕刻: 日 南海 岸 ・ 南 郷 プ リン ス ホ テル 泊 (日 南海 央 国定 公園 の 南 
端 の お だ や か な 清 に た た ず む ホテ ル 、 加 天 風呂 で 寛ぐ て 、 ビ ピュ ッ フ ェ タ 食 ) 

午前 : 宿 つ ジ ャ カラ ンダ の 森 (世界 三 大 花木 ・200 本 の ジャ カラ ンダ の 花 細 賞 ・ 散 
策 、 お 買物 ) > 碧 肥 ( 原 肥 才 歴 史 次 料飲 ほか 牧草 な ど 城下 町 散策 ) つ 戸 神宮 ( 参 
拝 ) っ 夕刻 : 宮 崎 ・ シ ェ ラ トン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 泊 ( 全 室 オ ー 
シャ ン ピ ュ ー、 温 泉 施設 「 松 朱 宮 」 月読 ・ 新 月 が 滞在 中 ご 利用 頂け ます 、 深 衣 付 ) 
午前 : 窒 一 日 向 岬 ( 高 さ 日 本 一 の 作 状 節理 、「 馬 ヶ 背 」・ 上 い が 叶う クル ス の 海 ) 
桃源 作 細 (0 ヘクター ル の 広 さ に 80 合 、 200 万 の あじ さい ) 都農 ワ イナ リー ( 海 
の 見 える 丘 の 上 で ワイ ナリ ー を 満 崎 、 プ ドウ や 醸造 蔵 見学 ワ ィ ナ リー ツア ー も ) 


宮崎 空港 羽田 空港 (20:00 て 20:40 着 ) 宮崎 空港 伊丹 空港 (20:00~ て 20:40 着 ) 


12 


東京 発 | 6AEY5E50 


| 食事 | 


大 阪 発 | 6CEY5E50 


人 誠 及 


清流 山水 花 あ ゆ の 里 


ソレ スト 高千穂 ホテ ル 外観 温泉 大 浴場 


新緑 の 高千穂 峡 高千穂 夜 神楽 


新緑 の シー ズン で 賑わう 高千穂 峡 散 策 に 夜 神楽 見 学 、 
あわ せ て 九州 の 秘境 に も 呼ば れる 椎葉 ・ 五 木 ・ 五 家 
送 を 訪ね ます 。 ツ アー で は あま り 訪 れ な い 最 奥 端 に 
赴き 、 季 節 の 彩り や 歴史 文化 を 感じ る 少 人 数 限定 > 

デー 宙 末 。 


海岸 を [ 還 Wel 


17 大 阪 発 | 6CEY5E70 
『 最 少 催 行人 員 : 13 名 


6AEY5E70 | 語 


朝 2、 昼 2、 タ 2 


東京 発 


都井 岬 野生 馬 ジャ カラ ンダ の 木 


南郷 プリ ンス ホテ ル 
客室 一 例 


少 ェ 徹 ト ウッ ダラ ジン デ ・ 


オー シャ ン リ ゾー ト 外 観 


世界 三 大 花木 ・ ジ ャ カラ ンダ が 咲く 季節 に あわ せ て 
宮崎 満 農 の 旅 を お 届け し ます 。 風 光明 既 な 南北 に 広 
が る 日 向灘 か ら 日 南海 岸 を ドラ イプ 、 バ ス 座 席 2 シ 
ー ト 利用 で バス 車内 ちの ん ぴり お 覧 ぎ 下 さい 。 


3 花々 や 野鳥 た ちの 楽園 ・ 節 島 に 鹿の子 百合 咲く 時 期 に 訪れ ます 
少 人 数 限定 ! 地元 ガイ ド 同 行 ・ 東 シナ 海 
鹿の子 百合 咲く 節 島 列島 へ 


の 楽 


| 出発 | 出発 地 | 3 和 人 1 和 革 。 | 2 人 | ま 。 | 1 人 人 宇 
145,000 円 148,000 円 155,000 円 
大 了 発 132,000 円 135,000 円 142.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 浅 双 員 は 初日 商 児 島 裕 か ら 最 終日 児島 空港 まで 同行 し ま 
す 。 ※※ 利 用 パス 会 社 : 南国 交通 角 光 深部 屋 タイ プ : 洋 考 ま た は 和 和 宇 交 現 地 合 流 に つい て は P39 を 


ご 参照 下さ い 。 ※※ 写 真 は 全て イメ 

行程 ー バ ス 滞 豚 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
羽田 空 上 (9:3010:30 発 ) 伊丹 空港 (0:0011:30 誤 
鹿児島 空港 鹿児島 空港 


づつ 美山 ( 災 訂 焼 の 里 、 沈 副 家 茶 (チン ジュ カン ガマ )) つつ 川内 港 -> 高 速 般 上 過 

島 ・ 里 港 … タ 刻 :HOTEL Areaone Koshiki lsland 泊 ( 全 宝 オ ー シ ャ ン ピ ュ ー、 

天然 温泉 浴場 で ぐ 、 和 食 タ 食 ) 

午前 : 宿 一 長 目 の 浜 展望 台 一 長 目 の 浜 ・ な まこ 池 ・ 貝 池 一 田 / 尻 展望 所 一 

帽子 山 展望 所 鹿の子 大 橋 徹 明 神 大 橋 ー トン ボロ 展望 所 武家 屋 勲 通り 

散策 な ど 一 中 央 港 > 観光 遊覧 船 か の こ (凡人 委 西海岸 の 雄 大 な 断崖 奇岩 め 
りり ) 一 中 範 港 一 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (和食 夕食) 

午前 : 宿 一 断 大 橋 ( 令 和 2 年 に 且 選 し た 放 児 島 具 内 で 最長 の 1.533m の 橋 ) つ 鳥 の 巣 

山 展望 台 ( 下 箇 島 の 北山 に 位置 し 館 大 橋 を 見 下ろ せる ビュー スポ ボット ) つ 夜 萩 丸山 

公園 ( 准 大 な 断崖 を 上 か ら 見 渡せ る 人 気 の 絶 景 スポ ッ ト ) 一 吹 切 陸橋 く 車窓 > つ 

八 尻 展望 台 一 瀬尾 観音 三滝 (マイ ナス イオ ン が 溢れ る 癒し の スポ ッ ト ) 一 こし き 

深層 水 工 場 釣 掛 崎 灯台 一 お ふく ろ さ ん 歌碑 … 武家 屋敷 通り ・ 民 族 歴史 資 

料 館 一 長 浜 港 て フェ リー 串木野 港 一 

鹿児島 空港 っ 鹿児島 空港 

羽田 空港 (20:00 て 本 :00 着 ) 伊丹 空港 (9:3020:30 着 ) 


東京 発 | 6AEY5E90 


Fem 


18 事 
大 阪 発 | 6CEY5E90 | > ヶ 2 
\ 最 少 催行 人 貞 : 12 名 


大 明神 橋 ekpve 


ナポレオン 岩 ekpvg 


長 目 の 浜 ekpve 


瀬尾 の 観音 三滝 gkpvg 


鹿の子 百合 ekpyg 


花々 野島 た ちの 楽園 ・ 午 島 。 夏 の 暑い 日 差し が 降 
り そ そ で 中 、 島 の あちこち に 上 く 紅色 の 鹿の子 百合 。 
夢 島 が 原産 地 で 島 の あちこち で 人 花 を 咲か せ 、 他 に も 、 
ネム の 花 、 プ ー ゲ ン ビ リア 、 ハ イビス カス 、 カ ン ゾ 
ウ な ど 南 国 の 花 が 次 々 に 咲き 乱れ ます 。 答 島 西海 岸 
の 雄大 な 断 岩 ・ 奇 岩 め ぐり も お すす め ポ イン ト 、 現 
地 案内 ガイ ド も 2 日 間 同 行 し 現地 を 密着 体験 し ます 。 
海 と 緑 、 を し て 花 に あふ れ た 徹 島 を 訪ね て み ま せ ん 
か 。 


世界 遺産 の 島 を ぐる り 一 周 、 
神秘 の 森 は 現地 ネイ チャ ー ガ イド の 案内 (7>8 名 に 1 名 ) 付 


温泉 リゾ ー ト 連 泊 ネイ チャ ー ガ イド と 体感 
大 自然 息づく 癒し の 屋久 島 ぐ る り 一 周 


放 行 代金 (大 人 お ひと り 短 ) 
MPSEH 


195.,000 円 225,000 円 
165,000 円 195,000 円 


※ 京 ・ 大 阪 と の 共 財 集 コ ー ス で す 。 泊 は 初田 補 また は 分 月 溢 か ら 最 旨 伊 空 江 また 


Fr 
了 


2109、 4 歩く スピ ー ド な ど 則 人 送 に より 全て お 歩き 
合 が あり ます 。) 
行程 バス 当 航 補 機 
羽田 空港 (8:00-10:00 発 ) 便 丹 空港 90011:30 革 ) 直行 また 
伊丹 また は 鹿児島 屋久 島 は 鹿児島 経由 屋久 島 
ー 紀元 杉 (村人 3000 年 と いわ れる 巨木 ) つ ヤク スギ ラン ド ・ ふ れ あ い の 径 ( 歩 
道 が 整備 され みどころ いっ ぱい の コー ス を ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 歩き ま 
す )ー タ 刻 : 屋 久 島 いわ さき ホテ ル 泊 (温泉 リゾ ー ト で 克 ぐ 、 和 和洋 折 表 会 写真) 
午前 : 宿 一 大 川 の 滝 (落差 88m の 日 本 湾 100 選 ) 西部 林道 (世界 自殺 登録 区 域 
世界 最大 導 の 蝶 左 本 を 車 容 か ら ) > 永田 いな か 浜 (ラム サー ル 条 和 登 録 地 、 ウ ミ 
ガメ の 日 本 一 族 5 地 ) 一 志 戸 子 ガジュマル 公園 ( 整 本 物 国 ) 白谷 雲水 峡 ( 幻 
想 的 な 照葉樹 林 の 森 を ネイ チャ ー ガ イド の 案内 て 歩く こ 苔 むす 森 を 目指 し て 
マ て ) 一 タ 刻 : 同 ホテ ル 泊 (和洋 折 吾 全席 タ 食 ) 
午前 : 宿 一 環境 文化 村 セ ンタ ー (大 型 ス クリ ー ン で 迫 力 ある 映像 ) 一 屋久 島 伝 承 
蔵 ( 全 統 的 な 手造り 右 仁 込み に こだわ っ た 鐘 枯 見 学 ・ お 買い 物 ) 
屋久 島 空港 鹿児島 また は 伊丹 屋久島 空港 直行 また は 鹿児島 経由 
羽田 空港 (18:00~-21.00 着 予定 ) 伊丹 空港 (16:0020:30 着 予定 ) 


… 徒歩 = 列車 一 船 せ そ の 他 


掲載 No| 


6AEY5E60 | 馬 


朝 2、 昼 2、 タ 2 


東京 発 


大 阪 発 | 6CEY5E60 
『 最 少 催 行人 員 : 10 名 


アド ペン チャ ー 
者 ツーリズム 

号 匠 カ 】 

公共 社団 法人 臣 児 人 県 昭 交 運 盟 公共 社団 法曽 児 人 県 観光 之 時 


屋久 島 い わ さ き ホテ ル ロビ ピー 屋久 島 い わ さ き ホテ ル 外 


今 な お 多く の 自然 が 残る 世界 道産 の 屋久 島 を ぐるり 
一 周 。 ヤ クス ギラ ンド で は 、 ネ イチ ャ ー ガ イド の 案 
内 に より 、 幻 想 的 で 神秘 な 森 を 比較 的 手軽 に 体感 す 
る こと が で きま す 。 温 泉 り ゾー ト に 連 泊 し 、 ゆ っ た 
り 優 雅 に 癒し の 時 間 を お 過ごし 下さ きい 。 
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落 m 癌 本 時 蛋 


ー+ キ V み デコ 


| 落と で 礎 計 | で 中 斗 前 ・ 制 可 | 


潤 咽 


| 


EIDEE3 


其 列 つつ ー 


| さ ーwy 堂 王 | 


ー+V み デコ | 鞭 ゆ 表記 蛋 


| 落 ご で 歴 放 で ココ 斗 机 ・ 押 区 


滋 喘 


| さ ー ョ 党 王 | 共 凍 つ Oー 


BY 市 内 に 宿泊 ! ! 2 日 と る 楽々 歩い て お 祭り 会 場 へ 
東北 二 大 夏 祭り 
秋田 竿 燈 ま つり と 青森 ね ぶた 祭 


回 還 8 月 4 日 
依 行 代金 (大 人 お ひと り 挟 ) 
DSE 
158,000 円 168,000 円 
188,000 円 198,000 円 


束 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 
名 古屋 発着 、 現 地 全 て は 


行程 ー バ ス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (10:20-12:20 発 ) ニ 大 旨 ニ 新 大 阪 (7:30~-9:30 発 ) 京都 
秋田 名 古屋 三 東 京 三 秋田 


ー タ クシ ーー 秋田 ・ ダ イワ ロイ ネッ 

早 夕食 後 、 観 覧 席 に て 美しい ね ぶ 

同 ホ テル 治 

午前 : 宿 一 小坂 ・ 小 坂 鉱山 事務 所 ( 還 要 文化 周 の 洋館 ) … 明治 100 年 通り … 康 楽 
( 還 要 文化 財 ・ 明 治 の 芝居 小屋 ) つ 黒石 (こみ せ 通 り )ー タ 刻 : 青 森 ・ ア ー ト 
テル 青森 泊 後 、 耶 席 に て 熱 玩 の 「 ね ぶた 祭 」 を 見 物 ) 
午前 : 宿 一 太宰 治 記念 館 軽 会 館 (演奏 ライ ブ ) つ 芦 野 公 | 

| (大 幸治 文学 大 ) … 芦 野 ・ 風 鈴 列車 [自由 席 ] 所 川原 


ト ホ テ ル 秋 田 (チェ ッ ク イ ン ) … 市 内 で 
流し 「 竿 燈 ま つり 」 を 見 物 … 夜 : 秋 田 ・ 


新 青 森 三 大 宮 三 東京 (18:00~20:00 着 ) 新 青 森 三 東京 王 名 古屋 三 京 都 ニ 
新 大 阪 (20:30-22:30 着 ) 


青 胡 ね ぶた 祭 


バス 輸 席 2 シー ト 利 用 で ラク ラ タ 周 遊 し 、 秋 田 竿 燈 
まつ り と 青森 ね ぶた 祭り を 楽し み ま す 。 両 祭 と も に 
観覧 席 を ご 用 意 、 じ っ くり 見 学 い た だ け ま す 。 ま た 
お 祭り 会 場 か ら 徒 歩 際 内 ホテ ル を し まし た の 
で 、 お 持 り 見 学 後 も 歩い て ホテ ル へ 戻れ ます 。 


3 熱狂 の 東北 四 大 祭り 
みち の く 縦 断 夏 祭 り を 満喫 
竿 燈 ・ ね ぶた ・ 花 答 ・ ヒ タ 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り 欄 ] 


| 遇 時 | 出 和 地 | 3 人 1 ま | 2 人 1 ま | 1 人 = ま 
束 玩 194,000 円 198,000 円 218.000 円 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ー バ パス 航空 機 … 徒 て 角 せ そ の 他 
東京 (10:20 一 19:20 発 ) 三 大 宮 王 私 田 新 大 阪 ( 売 ) 三 京都 
名 吉屋 秋田 


タク シー 秋田 市 内 (自由 に 昼 溝 糧 を 見 4 田 キ ャ ッ ス ル ホ テル 泊 ( 早 
夕食 後 、 観 覧 語 に て 美しい ね ぶり 流し 「 竿 燈 ま つり 」 を 見 物 ) 

午前 : 宿 一 八甲田 山 (ロー ブウ エ 頂 駅 へ ) 一 青森 ・ 禁 方 志功 記念 館 (青森 
が 生ん だ 世界 に 諸 る 板 | 青森 市 内 ( 早 タ 食 、 観 覧 席 に て 熱 手 の 「 ね ぶ 
旧 た 祭 」 を 見 物 ) つ 夜 邊 泊 ( 放 津 考 の 名 湯 、 源 泉 か け 流し 
の 和 宿 ) 

午前 : 宿 一 新 青 森 (ラク ラク 新幹線 移動 ) ニ 仙台 っ 蔵王 ・ 御 釜 (エメ ラル 


8 観覧 証 で 具 や か な 衣装 と 穫 花 を あし ら っ た 伴 で 属 る 「 花 各 ま つり 」 
| ング ルル ー ム 利用 ) 

午前 : 宿 仙台 市 内 ( 落 祖 伊達 政宗 公 の 時 代 か ら 続く 伝統 行事 「 仙 台 七 夕 ま 
つり 」 を 自由 見物 、 自 由 尽 食 ) > 
仙台 = 大 宮 三 東京 (16:00-17:30 着 ) 


仙台 三 東 京 三 名 古屋 京都 ニ 
新 大 阪 (19:00~-20:30 着 ) 
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掲載 No| 


東京 発 6AEB5C20 | 上 


21 大 阪 発 | 6CEB5C20 1| 還 3. 情 3. タ 3 


『 最少 催行 人 員 : 12 名 


秋田 竿 粗 ま つり 


青森 ね ぶた 祭 


竿 培 ・ ね ぶた ・ 花 笠 の 各 お 祭り は すべ て 観覧 席 か ら 
じ っ て り 見 物 い た だ け ま す (仙台 七夕 まつ り は 自由 
見 学 )。 ま た 、3 日 目 の 青森 か ら 仙 台 へ は 新幹線 を 利 
用 、 バ ス 座 席 は お 一 人 様 で 2 シー ト を ご 用 意 し ます 
の で 、 移 動 中 も ゆっ た りお 過ごし 下さ い 。 


本 de 


温泉 連 泊 で 行 了 く 


表せ 伯 史 と 青 地 ね ぶ た 祭 


回 届 8 月 4 日 
放 行 代金 (大 人 お ひと り 拉 ) 
| 時季 | 3 人 1 ま | 2 人 (まき 。。 | 1 人 人 き 
166,000 円 。 169.000 円 、185,000 円 
、 直 玩 196,000 円 、199,000 円 、215.000 円 


東京 発 | 6AEB5C30 


『 最少 催行 人 員 : 11 名 


季 
節 
を 
愛 
で 
る 
旅 
Pi 
M 
内 
多 
チ 
宰 
I 


※ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 | が ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 月 バス 会 社 : 私 責 パ ス ま た は 十和田 肘 ホテ ル 花 月 亭 
※ 名 古屋 発着 、 に つい て は P39 を ご 天下 さい 。 
※ 写 真 は 全て イメ 露天 風呂 
行程 バス ユ 航 空 際 … 徒 歩 = 列車 一 船 その 他 
東京 (10:20~-12:20 発 ) 大宮 新 大 阪 (7:30-9:30 発 ) 京都 ニ 
新 青 森 名 古屋 王 東京 王 新 青森 
ー 稲垣 温泉 ・ ホ テル 花 月 ( 体 間 ) つ 五 所 川原 ( 早 食 俊 、 圧 旬 的 な 追 力 の 巨大 
な 「 立 信哉 多 」 を 狗 覧 褒 に て 見 物 ) > 夜 : 邊 垣 温 泉 ・ 同 宿泊 (下津 下 の 名 湯 、 源 
泉 掛 け 流し の 宿 える 山車 の 大 な 運行 が 名 
三味 本 館 (2 ィ ブ ェ - 太 宰 治 記 人 館 ( 対 且 ) 大 補 治 下 2 間 
鳥 家 新 放散 ) 志野 公園 (太宰 治 文学 碑 ) 芦野 公園 津 鉄 道 NO 、 名 
・ 内 同一 当所) 本 信和 市 (や キタ 6 で 電 綴 時 プ ゃ 0 距 。 未 
観覧 店 に て 筆 手 の 「 ね ぶた 祭 」 を 見 物 ) つっ 夜 : 稲 垣 温泉 ・ 同 宿泊 『 デ デ 
午前 : 宿 一 鈴 の 舞 橋 (岩木 山 を 育 景 に 架かる 全長 300m の 優 正 な 橋 ) っ 盛 美園 ( ミ R ル 
洋 折 宮 欄 式 の 周 、 国 指定 名 勝 ) … 独 賀 公園 (一 守 い ビシ の の 和 NR Na MC し 
新 広大 宮 三 東京 (17:30 ご 19:30 着 ) 新 育 森 三 東京 名 古屋 三 京都 回 の 名 湯 ・ 稲 二 湯 泉 に ) ge 音 閑 の 祭 を 人 し み ま 
新 大 阪 (20:30~-22:30 着 ) : 女 
性 
ひ 
と 
ぺ ゆ 1.2 消 目 は 祭り 会 場 か ら 徒歩 園内 ホテ ル EL9 
6 ME 東京 発 |6AEB5C40 旅 
ら 由 ロ 三 下 < 名 と っ 
夏 祭 り 堪能 立 伝 武 多 * 弘 前 ね ぶた 2 lecemscao = 
に コ 2 海 < クニ ッ ー ニ 会 最少 催行 人 員 : 12 名 
青森 昼 ね ぶた と 海上 運行 花火 大 会 
楽 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 出先 | 出発 | 3 人 | まま 。 | 2 人 | ま 。 | 人 ま 
東京 発 195.000 円 199,000 円 219.000 円 ーー 
大 阪 先 225,000 円 229,000 円 249,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 の : 集 コ ー ス で 員 は 初日 新 大 阪 駅 か 人 
ら 最 衝 日 新 大 孤 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 弘 南 バ 弘前 講 
ス 、 十和田 光電 床 、 三 八反 バス の いずれ か ※ 部 屋 タ イブ : ね ぶた 師 
| は シン グル ルー ム 利 用 ) ※ 名 古屋 発 善 に つい て は 同 
P39 を ご 参照 下 さい 。 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 まつ り 行 
行程 ュ パ バス 号 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (10:2012:20 発 ) 大宮 新 大 阪 7:30 て 9:30 発 ) 三 京都 ニ 回 its 
新 計 名 古 司 = 変 oca ーー 
ー タ 秒 : ホ テル サン ルー ト 五 所 川原 泊 ( 早 夕食 狼 、 ホ テル 目 の 前 か ら 圧倒 的 な 迫 
力 の 巨大 な 「 立 優 武 多 」 を 自由 見 物 、 シ ング ルル ー ム 利用 、 天 然 温泉 ) ーー ネ 守 婦 才 尺 天 本 と た 1 
認 者. 五所 川 原 二 当 外周 鈴 車 邊 由 拒 ) 人 森林 幸治 記 人 人 大 追 力 の 五所 川原 立 人 武 多 青森 花火 大 会 と ね ぶた 海上 運行 9 
少 陽 合 ) 津軽 三味 線 会 館 ( 注 奈 ライ ブ ) > 太宰 治 天 開 の 家 ( 昌 当 島 新座 和 ) _ 
つ 午 和 (アー ト ホ テ ル 奴 且 シ ティ 池 (更に て (私 前 ね ぶた に まつ り 。 青 基 県 の 代名詞 し 6 いえ る 「 ね ぶた 」 を 各所 で 換 氷 名 
を 見 し ます 。 五所 川原 で は ホテ ナル の 目 の 前 を 通る 大 迫力 城 
一 アー 柱 ぶ 給 や 文字 を 浮か ま ら ーー っ aa 
0 の 人 、 革 スタ ー ト 地上 するめ 培 D 、 
功 記念 館 -・ 青 礎 市 内 (時 食後 、 製 護 謝 に て 祭 の フィ ナー レ 「 ね ぶた 海上 運行 た 、 祭り 期間 の 最終 日 な の で 昼間 の 
00 トー 近作 行 を お 移し みい た だ け ます 。 一 泊 上 
AD hG の 目 の ホ テル に は 上 も あり 、 連 泊 する 弘前 の ホ 0 
新 青 森 一 大 宮 = 東京 (18:00-20:00 着 ) 新 青森 東京 = 名 古屋 = 京都 = テル で は シモ ン ズ 製 の ベッ ド で ご ゆっ て 〈 り と お 休み オ 
新 大 阪 (20:30~22:30 導 ) 下 き い 。 り 
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ー+ 申 Y み テコ | 鞭 ゆ 表記 叶 蛋 | 


| 落 ご で 礎 竹 で ココ 斗 前 ・ 押 交 


滋 喘 


当 本 民 郵 


| さ ー ョ 本堂 王 | 薄 交 つつ ー 


【NEV/ 流れ る よう な 美しい 盆踊り と 花輪 は や し 追 力 の 屋台 揃え 
優美 夢幻 の 西馬音内 盆 申 り と 
絢 開 宮 華 ・ 花 輪 ば や し 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 


| 時 | 上 次 地 | 3 人 1 ま | 2 人 便 。| 1 人 人 
132,000 円 135,000 円 145,000 円 


叶 161.000 円 164,000 円 174,000 円 


集 コ ー ス で す 。 泊 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 縮 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 


行程 ー バ パス ユ 迷 空 僕 … 徒 歩 = 列車 一般 + せ その他 

東京 (@:1010:10 人 ) 三 大 宮 三 新庄 剛昌 107:40 発 ) 三 京都 
名 古屋 王 東京 三 新 圧 

つ 猿 倉 温泉 (ホテ ル に て 早め の タ 食 ) 羽後 町 (観覧 席 ま た は 仕切 全席 に て 優美 
要 幻 の 「 西 馬 音 内 急 踊 り 」 を 見 物 ) 一 深夜 : 鳥 海山 訂 猿 倉 温 泉 ・ フ ォ レ スタ 島 
海 泊 (秀峰 ・ 鳥 海山 を 正面 に 望む リゾ ー ト ホテ ル 、 美 人 の 湯 と いわ れる 良質 な 天然 
温泉 ) 
午前 : 宿 一 男鹿 ・ 泰 風 山 (日 本 海 や 男鹿 半島 の 大 展望 ) つ 大湯 温 泉 (ホテ ル に て 
早 夕食 ) > 鹿角 花輪 ( 和 芋 屋台 が 支 前 い 、 杜 数 大 で 日 本 一 の 祭 ば や し と いわ れる 
「 花 夫 ば や し 」 を 見 物 ) 一夜 : 大 湯 温泉 ・ ホ テル 鹿角 泊 ( 開 湯 800 年 の 歴史 を 詩 る 
名 湯 で 邊 ぐ ) 
午前 : 宿 一 アス ピー テラ イン 一 八幡 平山 頂 駐 車場 ( 様 高 約 1500 和 、 涼 必 の 展望 台 ) 


岡 三 東京 名 古屋 京都 ニ 
新 大 阪 (19:8021:20 着 ) 


盛岡 = 大 宮 王 東京 (16:30>18:30 着 ) 


夜空 を 彩る 花火 の 競演 と 秀 有 ・ 鳥 海山 か ら の 絶景! 


人 の 大 曲 花 火 大 会 


うか いき 


鳥海 山 か ら 庄内 鶴岡 酒田 さん ぼ 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り 欄 ] 


ーー 1e2000 四 162.000 
ーー 155.000 円 165.000 円 
150.000 円 155.000 円 
ーー 182.000 円 192.000 円 
4 タイ プ ( 和 人 汰 。ーー 185000 円 195000 由 
ベリ 7 和 圭 ) 180.000 円 185000 四 ーー 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 来 
※ 利 用 バス 会 社 羽 後 交通 、 秋 北 パス 、 秋 田中 


洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P39 


行程 ー バ ス 航空 普 … 徒 歩 = 列車 一 船 その 他 
東京 (10:2012:20 発 ) = 大 宮 = 新 大 阪 (7!30-9:30 発 ) = 京都 = 
曲 名 古屋 三 東 京 三 大 曲 
つ 大曲 駐 車場 … 徒 歩 約 060 分 … 雄物川 畔 ・ 花 火 大 会 会 場 ( 夏 の 夜空 を 彩 
る 「 全 国 和 花 火 競技 大 会 」 を 鈴 質 席 か ら 見 物 、 弁 当 タ 食 ) … 大 曲 時 車場 深夜 
猿 倉 温泉 ・ フ ォ レ スタ 鳥海 泊 ( 全 害 室 か ら 鳥 海山 を 一 ) 
旧 謀 り 11 時 すぎ 出発 矢島 三 由 利 高原 鉄 H 後 本 荘 つ 奈 曽 の 白滝 一 人 


海山 五 合 目 ・ 鮮 立 (日 本 海 を 一 墜 ) 鳥 当 プ ルー ライ ンー タ 刻 : 東 京 第 一 ホテ 
ル 鈴 岡 泊 (会 定 料 理 タ 食 、 みはら し の 湯 ) 
萌 : 宿 一致 道 博物 館 (庄内 落 洒 井 家 の 御用 屋敷 ) 山 居 倉 庫 ( 昔 を 介 ぶ 倉庫 ) 
っ 山王 くら ぶ (か つて の 老 語 料 学 で 展示 され る 吊る し 節 り 「 傘 福 ) > 
新庄 = 大 宮 一 東京 (17:30 一 19:30 著 ) 新庄 王 東 京 一 名 古屋 一 京都 ニ 

新 大 阪 20:30< 


30 着 ) 
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東京 発 | 6AEB5C50 


24 elesee 


『 最少 催行 人 員 : 12 名 


西馬音内 盆踊り 花 輸 ば や し 
阿 没 華 り 、 部 上 お どり と 合わ せ て 日 本 
三 大 盆 距 り の ひと つ で 国 の 入間 押 形 民 
俗 文化 時 に 指定 。 
ここ が オス ス メ ! 


革 バス 座席 2 シー ト 利 用 で ラク ラク 、 温 泉 2 泊 で 祭 見 物 
の お 疲れ を 癒し て 下さ い 。 

秋田 県 の 重要 無形 民俗 文化 財 を 効率 よく 見 学 する 
ツア ー で す 。 


トト 西 二 音 内 盆踊り 、 花 夫 ば や し 、 と ちら 観覧 席 を ご 
用 意 


掲載 No| 


東京 発 |6AEB5C60 | 本 


25 大 阪 発 |6CEB5C601| 基 2.、 息 . タ 2 


『 最少 催行 人 員 : 12 名 


全国 花火 下 技 大 会 
大曲 花 火 大 会 
観覧 席 は ペン チ 型 式 で 
す 。 

免 花 次 大 会 は 17 時 00 分 一 17 時 50 分 が 富 花 火 (予定 )、 
18 叶 50 分 一 21 時 30 分 が 夜 花火 (予定 ) と な り ま す 。 

旬 雨 天 決行 で す が 、 荒 天 時 や を の 他 事 情 よ り 中 止 と 
な る 場合 が ご ざい ます . 決 定 が 当日 と な る 場合 、 花 

火 見 物 の 行程 を 割愛 し て ツア ー は 催行 いた し ます 。 

全会 場 付近 は 交通 規制 の た め 、 紹 覧 席 ま で 約 40 一 60 
分 お 歩き いた だ きま す が 、 状 況 に よっ て は さら 6 に 
時 間 が か か る 場合 も あり ます 。 

介 庄 事情 に より 大 会 が 事前 に 中 止ま た は 大 幅 な 内 容 
変更 (観覧 席 を 含む ) と な っ た 場合 、 本 ツア ー 
中 止 に きせ て いた だ きま す 。 あ ら か じ め ご 了承 下 
きい 。 


町 全体 が 熟 気 あふ れる 弥彦 と 日 本 海 を 舞台 に イス 席 で 楽し む 花 火 大 会 


夏 の 大 祭 弥 彦 燈籠 まつ り 」 と 


「 ぎ お ん 柏崎 まつ り 海 の 大 花火 大 会 」 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り 株 ) 


| 時 | 出発 地 | 4 人 1 2 人 1 宣 
東京 発 136,000 円 142.000 円 148,000 円 172.000 円 
大 孤 発 152,000 円 158,000 円 164,000 円 188,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 涯 乗 軸 は 初日 新潟 空港 また は 新潟 駅 か ら 最終 日 新潟 駅 また は 新 
利用 バス 会 社 : 新潟 交通 また に \ 
: つ いて は P39 を . 下さ い 。 
時 30 分 開幕 、21 時 10 分 終了 予定 で す 。 覧 座 は テー ブル 付 ・ イ ス 席 で す 。 
行 で す ( 傘 報 が 発令 され る よう な 荒天 の 場合 は 除く )。 鶴 ! 卒 の 使 用 は で きま せん 。 ※※ バ 

ス 駐 量 場 か ら 観覧 席 へ は 徒歩 的 15 分 、700-1.000m ほ どの 距離 が ご ざい ます 。 
行程 ー バ ス 三 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 せ そ の 他 


東京 (9:40 て 10:40 発 ) 大 宮 三 新潟 伊丹 空港 (10:00 て 11:00 先 ) 
新潟 空港 一 新潟 


ー 新潟 市 内 (新潟 すし 三昧 「 極 み 」 昼 食 ) 将彦 神社 (樹齢 400…500 年 の 古木 に 
囲ま れ 神秘 的 な 雰囲気 の 古 社 参り ) 一弥 彦山 ロー プ ウ ェ イ (空中 より 日 本 海 の 大 海 
原 や 新 当 平 野 を 一 望 ) ユタ 刻 弥彦 温泉 ・ 四 季 の 和 宿 み の や 泊 ("弥彦 糧 租 ま つり 」 
の 会 場 くに 位置 する 宿 。 周辺 で 執り 行わ れる 神楽 や 合 舞 、 御 神 抽 渡 御 、 大 燈 
籠 巡行 、 奉納 花火 大 会 な と の 神事 を お 楽し み 下さ い ) 

生前 内 高田 生地 


写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


(花火 大 


(お 掴 を 埋め 尽く す 夢 の 花 ) 百年 料亭 宇 富 世 ( 国 登録 
上 対 
田 敬 女 の 文化 を 


人 かる 
午前 : 宿 一 燕 市 ・ 藤 次 郎 オ ー プ ン フ ァ ク トリ ー (国内 屈指 の 刃物 メー カー 工場 見 


人 り 観 覚 ) 一夜: 賠 ホ テ ル 治 


党 ) 新発田 市 ・ 清 水 園 ( 情 ある 国 指定 の 名 勝 中 園 と 足 埋 長 屋 ) > 道 の 駅 ・ 阿 
賀 の 里 ・ 阿 賀 野川 ライ ン 舟 下り (日 本 百 景 の ひと つ 、 爽 や か な 水辺 より 張 深 い 自 
同 賀 の 渓谷 美 ) 
新潟 三 大 宮 王 東京 (19:0020:00 准 ) 新潟 一 新潟 密 港 っ 

伊丹 空港 (18:30 ご 20:30 准 ) 


東京 発 |6AED5C00 


大 阪 発 |6CED5C00 


ぎおん 柏崎 まつ り 海 の 大 花火 大 会 尺 玉 100 発 一 斉 打 ち 


ぎおん 柏崎 まつ り 海 の 大 花火 弥彦 答 稼 まつ り 
大 会 


毎年 7 月 25 日 の 夕刻 に 御 神火 を いた だ いて 弥彦 山 か 
6 下山 し て くる 松明 大 行進 や 大 燈 蘭 の 巡行 、 神 歌 楽 
な ど 弥 彦 神社 を 中 心 に 町 全体 が 様々 な 催し で 盛り 上 
が る 「 弥 彦 燈籠 まつ り 」。 翌日 は 広い 日 本 海 を 舞 吾 に 
開催 きれ る 「 ぎ お ん 柏崎 まつ り 海 の 大 花火 大 会 」 へ 
ワイ ド に 広がる 民 玉 100 発 一 斉 打 ち 上 げ な ど 百花 綿 
乱 に 花火 が 咲き 乱れ る 飼 力 と 美しき を 体感 し ます 。 


3 信濃 川 に 流れ 落ち る 壮大 な ナイ アガ ラ と 豪快 な スタ ー マ イ ン 
川面 に 映る 花火 の 光彩 
夏 の 夜空 を 焦がす 長岡 花火 大 会 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り 欄 ] 


| 只 | 人 地 | 3 人 人 | 本 = | 2 人 (を | 1 人 人 = 
、133,000 円 135,000 円 155,000 円 
138, 000 円 140,000 円 160,000 円 


は 上 越 高 駅 か ら 最終 日 系 魚 川 駅 また 

申 和香 光 ま た は 新潟 中央 観光 パス また は 

: 洋室 (パス な し 、 ト イレ 付 ) ※ 現 地 合 流 に つい て 
(花火 大 会 に 関し まし て 》 ※19 圭 20 分 開幕 、21 


か り ま す の で 、 あ ら か じ め ご 了承 下さ い 。 
行程 
東京 HUROREGOGIEE 


つ バ パス 性 式 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
天 (8⑧:009:30 発 ) 三 新 大 阪 王 京都 
交 沢 上越 妙 高 


ー 麹 の 浜 温泉 ・ ロ イヤ ル ホ テル 小林 (荷物 希 け ) 長岡 ・ 全 省 用 観 
覧 席 よ り 「 長 岡 まつ り 大 花火 大 会 」 観 賞 ) 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 存 ぐ ) 
ゆっ くり 出発 午前 : 宿 つ 落 高 高原 ・ 5 DPP の WE 
山 の 學 高山 が 眺め られ る ビュ ー ス ポッ ト ) 有坂 ・ 膨 登 由 (者 人 割烹 に て 和 和 硫 人) 
ご 東和 の 人 田中 本 求人 人 ( 直 重 な 所 遍 品 の 数 々 と 庭園 に 咲く 夏 の 花 ) ユタ 秘 
砂 高 高原 平 温泉 ライ ムリ ゾー ト 炒 高 泊 (日 本 百名 山 ・ 氷 高山 の 苑 に 座 す 
山大 リツ ー ト 、 5 泉 や 地元 の 食材 を 使い 健康 に 配慮 し た お 食事 を お 楽し み 下 さい ) 
午前 : 宿 一 白馬 ジャ ンプ 競技 場 (地上 約 140 な の スタ ー ト 地点 、 選 手 の 目線 を 体感) 
ー 楓 池 自然 園 (ゴン ドラ リフ ト と ロー プ ウ ェ イ で ワタ スゲ や ニッ コウ キス ゲ な ど | 
の 高山 植物 が 咲き 詩 る 湿原 を 散策 ) 

和 仙 川 三 大 宮 三 東京 (18:30…20:00 着 ) 入 川 金 沢 三 京都 新 大 阪 ニ 

夫 阪 20:30 て 21:30 着 ) 


掲載 No| 


東京 発 | 6AED5C10 | 一 


27 大 阪 発 | 6CED5C10 
『 最少 催行 人 員 : 12 名 


ライ ムリ ゾー ト 炒 高 温泉 岩 風呂 


長岡 まつ り 大 花火 大 会 


長岡 まつ り 大 花火 大 会 


程 池 自然 園 


長岡 花火 大 会 の 徳力 の ひと つ は 舞 吾 な る 会 場 で あ 
る 、 日 本 一 の 大 河 ・ 信 渡川 の 河川 の 周辺 は 、 ま わり 
を 遮る も の が な い 点 。 直 径 650m の 大 輪 の 花 ひ らく 
正三 尺 玉 が 上 が る と 体 に 略 く 振動 と 、 真下 に 降り 注 
で か の よう な 大 迫力 。 超 ウイ ドス ター マイ ン は 他 に 
類 を 見 な い 圧 倒 的 スケ ー ル に 向 嘆 お 泊り の 温泉 ホ 
テル で 寛ぎ 、 夏 の 風景 や 地元 の 美味 も 楽し むち ょ っ 
と 艇 沢 な 夏 の 思い 出 を 。 
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ー+ キ V み デコ | 落 ゆ q 瓦 肝 蛋 | 


| 鞭 ご と で 麻 計 | で 斗 列 ・ 着 机 


潤 呂 


其 列 つつ ー 


| いこい まり コ | 


ー+ キ V み 2 デ | 落 ゆ 骨 思 蛋 | 


商 貴 | 落と で 礎 竹 で ココ 斗 机 ・ 居 交 


| さ ー ョ 深 王 | 共 交 つつ ー 


By ルル イイ 休憩 室 と 温泉 入浴 も 可能 な 施設 より 


特等 席 で 旬 覧 . 訪 人 湖上 花火 大 会 28 


涼風 の 天 科 霧ヶ峰 * 清 里 高原 


回 記 8 月 15 晶 こ 
依 行 代金 (大 人 お ひと り 析 ) 
1 人 本 
93,000 円 95,000 円 、105,000 円 
夫 先 103,000 円 105,.000 円 115 90 
※ 東 京 ・ 大 孤 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 乗員 は 初日 務 野 駅 か ら 最 章 茎 野 駅 まで | 


用 パス 会 


枯木 製 光 バ ス 、 ア ルビ ピコ 交通 の いずれ か ※ 部 性 タ イプ : 
本 慎 、 現 地 全 流 に つい て は P 39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全 
です 雨 が 予想 され る 場合 は 雨 衣 を ご 用 意 下 さい 。 傘 を さして の 見 物 は で き HN 


行程 
新宿 (11:00-12:00 発 ) ニ 八 子 ニ 
茅野 


つ バ ス 笑 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 毅 + そ の 他 
新 大 阪 (9:00ー-10:00 発 ) 京都 ニ 
名 古屋 三 塩 尻 一 茅野 
ー ビ ピー ナス ライ ン [美しい 景色 が 広がる 快 ドラ イプ ] 一 大 門 街道 正 模 湖 
[ 庫 窓 ] 車山 高原 (標高 1925m・360 度 の バ ノ ラマ が 広がる 台 了 幅 の 最高 座 、 希 望 
者 は 車山 肩 まで 夏 の 花咲 く 高原 ミニ ハイ キン グ ) つ 諏 訪 湖 ・ 片 倉 館 (花火 開始 時 間 
まで 温泉 入浴 な どの ん びり 、 食 、19 時 より 打ち 上 げ 台 正面 の 特別 観 
第 74 回 諏訪 湖 祭 湖上 花火 大 会 を 見 物 ) … 上 諏訪 = 茅野 深夜: 大泉 高原 ・ 
イヤ ル ホ テル ハ ヶ 十 泊 (温泉 監 天 風呂) 
ゆっ くり 出発 つ 清 時 高原 ・ 清 泉 寮 (標高 1400m、 牧 歌 的 な 風景 に 癒さ れる 人 気 の 
ビュ ー ス ポ ボット) つ 北 八 ヶ 古 白馬 凶 ( 要 高 2115m、 北 八ヶ岳 の 広大 な 原生 林 の 中 
に 病 面 に 
基 野 = 八 モ 子 ニ 新宿 (17: ce 00 着 ) 著 野 一 塩尻 三 名 古屋 三 京 都 ニ 
新 大 阪 (18:45ー19:45 着 ) 


3B》 初秋 の 風 と と も に 聞こ える お わら の 唄 と 三 
人 々 が 守り 育 で 優美 な 民謡 行 事 を 楽し む 


越 中 八 崖 お わら 風 の 盆 
哀 壮 た だ よう 胡弓 の 音色 


味 の 音 、 


誠 和 代金 (大 人 お ひと り 欄 
1 室 1 人 1 宇 


103,000 円 
100,000 円 


ス で す 。 添乗 員 は 初日 富 山 曲 か ら 最 
プ ※ 部 屋 タイ プ : 洋 室 ※ 


112,000 円 
109,000 円 


[高岡 駅 まで 同行 し ます 。 
流 に つい て は P39 を ご 照 


※ 東 京 ・ 大 阪 た の 共同 募 
※ 利 用 パス 会 社 富山 地方 鉄 
下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ 
【 お わら 風 の 盆 見 物 | 

由 見 物 と な り ま 


駅 か ら 徒歩 で の 務 動 
と 踊り ます 。 その た 


と な り ま す 。 


ー バ ス 当 航 空 機 … 徒 歩 


= 列車 


て 船 その 他 


富山 
三池 田屋 安兵衛 商店 (富山 県 肥 の 才 計 種 商 の 朱 忌 ) つ ガラ ス 半 術 館 (現代 グ 
ラス アー ト を 中 心 と し た 注目 の 美術 還 ) -* 言 山 エク セル ボテ ル 東 急 (チェ ッ ク イン 、 
早め の 夕食: 洋 財 会 店 ) 一 越 中 八 尾 (「 お わら 演舞 場 」 や 各 町 内 で 行わ れる 流し の 舞 
「 お わら 周 の 番 」 な ど 宗 リ で 賑わう 町 並み 自由 散 案 ) > 深夜 : 語 山 ・ 同 ホテ ル 泊 
午前 : 宿 一 環 水 公園 水上 ライ ン [ 運 河 ク ルー ズ ] 一 岩瀬 カナ ル 会 館 岩瀬 (上 
方 へ の ※ の 軸 出 港 と し て 栄え た 竹 般 問屋 の 町 並み を 散策 ) 高岡 ・ 瑞 龍 寺 (国宝 、 
高岡 の 開 入 前 田 利 長 の 菩提 寺 、 弄 油 宗 の 名 利 ) 
新高 岡 一 高崎 大宮 新高 岡 一 金沢 京都 王 新 大 阪 ニ 
東京 (18:50 て 19:50 着 ) 夫 阪 (19:00 て 20:00 着 ) 
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東京 発 | 6AEP5C00 


大 阪 発 | 6CEP5C00 


『 最少 催行 人 員 : 12 名 


車山 高原 ビー ナス ライ ン 


提供 (ー 神 ) 玉 抽 人 


| ii 


了 訪 湖 祭 湖上 花火 大 会 
花火 を 真正 面 の 符 別 席 よ り 観 頁 。 天然 温泉 も 穫 え た 施設 で 夏 の 風物 詩 を 幸 能 。 


る 4 発 り の 大 輪 と 友和 

諏訪 滑 の 花火 大 会 の よ 
さ は 人 火 玉 の 開く 寧 に 見 せ て て れる と こ 
ろ に あり 、 全 長 2km の 大 ナイ ヤ ガ ラ や 比類 の な い 演 
出 な ど 日 本 の 花火 の 素晴らし さ を 十 分 に 最 能 きせ て 
《 れ ます 。 


掲載 No| 


東京 発 |6AEN5D00| 一 


29 大 阪 発 [6CEN5D00 
『 最少 催行 人 員 : 12 名 


@ 修 粗 と や ま 


基 1 


な コ 
井山 エク セル ホテ ル 東 急 
全 る asc 


初秋 の 風 が 吹く 頃 、「 お わら 風 の 銘 」 で 越 中 八 尾 の 
人 々 は 唄 と 踊り を 楽し み ま す 。 11 の 町 で それ ぞ れ の 
伝統 スタ イル で 演出 きれ る 時 間 は 妃 想 優美 な 踊り 手 
と 地方 只 子 で 観る 者 を 術 し ます 。 ガ ラス 美術 館 や 
運河 タル ー ズ 、 静 か な 港町 ・ 岩 瀬 や 国宝 の 瑞 租 寺 な 
どの 名 所 も 訪ね る 充実 の 2 日 間 で す 


⑬⑬ ゆ ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 京都 に 泊まっ て 屋上 か ら ゆ っ た り 見 物 


京都 五山 送り 火 と 
貴船 の 川床 会 席料 理 


清涼 
旅行 代金 (大 人 お び ひとり 笠 ) 
| 蛇 B | | 3 人 1 ま VS | 2 人 侍 | (人 人 
112,000 円 115,000 円 118,000 円 
時 88,000 円 91,000 円 94,000 円 


上 の 共同 邊 集 コー ス で す 。 泊 軸 は 初日 東 京 駅 か ら 最終 日 


す 。 
※ 石 山 送り 火 は 天候 に よっ て ご 覧 い : な い 場 合 ご ざい ます 。 ま 
行事 が 大 幅 に 縮小 され る 等 の 場合 は ツア ー を 中 止 に させ て いた だ 
て こと が あり ます 。 ※ 十 天 ・ 荒 天 の 場合 、 川 床 料 理 虹 食 は 屋内 の 会 
席料 理 硫 食 に 放 更 と な り ます 。 


ホテ ル ロ ピ ー 


行程 つ バ パス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 角 は その 他 
東京 (9:0010:00 発 ) 王 品川 三 新 横浜 京都 (11:50 12:50 発 ) 
王 名 古屋 京都 
ー 金 間 寺 (世界 財 産 ) 京都 国立 博物 館 ( 和 別 展 「 河 内 長野 の 守 地 観 心 寺 と 金 財 
寺 一 真言 密教 と 南朝 の 遺産 一 ) > 夕刻: 二条 城 前 ・AN A ク ラウ ンプ ブラ ザ ホ テ 
ル 京 都 泊 (大 玉 字 特別 ディ ナー 洋食 コー ス 料 理 夕食 、 ホ ホテ ル 屋 上 か ら 京都 五山 送 
り 火 を 見 物 " 示 を 除く ) 
午前 : 窒 前 安 寺 (世界 遺産 、 枯 山水 の 訂 園 ) > 相国 寺 ・ 承 天 閣 美 術 館 ( 條 画展 「 葉 
家 攻 憎 の 池 跡 一 権力 者 と 寺 。) 一 真 船 ・ 伺 居 茶 屋 ( 真 々 誠 に て 川 庫 料理 以 食 ) つ 


東京 発 | 6AES5C10 


6CES5C10 


現地 発着 


川床 会 席料 理 の 一 別 


島 居 茶屋 真 々 席 の 川床 


二条 城 と AN A ク ラ 
ウン プラ ザ ホ テル 


上 の 夫 記 る PT り 火 は お 盆 の 精 


( 火 き れ ま す 。ANA ク ラウ ンプ 
6 MO か ら は 、「 妙 」 を 除く すべ て の 
送り 火 が ご 


京都 名 古屋 三 新横浜 三品 川 三 京都 (16:10 こ 16:40 着 ) 覧 いた だ け ま す 。 2 日 目 は 京 の 奥 座 敷 、 貴 
東京 (9:10 一 20:10 攻 船 に て 川 末 会 席料 理 を お 楽し み 下 きい 。 
"四国 の 二 大 夏 祭 り を 欄 敷 席 と 観覧 席 よ り じ っ くり 見 学 掲載 ol ea ぇ | GaEx5c0o | 且 


四国 二 大 夏 祭 り 
よさ こい 祭り と 阿波 お と り 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ] 
3 人 ] 室 


SE 3 
(※1 泊 目 は 1 人 1 室 ) | (※1 泊 目 は 1 人 ] 室 ) 


PE 
167,000 円 172.000 円 176.000 円 


5 発 149,000 円 154,000 円 158,000 円 

和信 コ ー ス で す 。 泊 中 は 初日 東 京 昌 か ら 日東 京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 
バス 会 社 : こと で ん パス また は 季 平 パス また は と さ で 情 タ イプ : 洋室 (1 洛 目 は すべ て シ 
ング ルル ー ム 利用 と な り 、?3 人 1 宇 は 分 か れ て の ご 利用 と な り ま す ) ※ 名 古屋 人 現地 
て は P39 を ご 参照 下さ ざい 。 ※ 写 真 は 全て イメ 称 り 擬 褒 、 同 流 お どり 名 
は 仮り の 朋 了 和 ( 定 ) と な り ます 。 取 憎 が ある と 合用 です 。 反 や 人 謝 ま で ホテ ル か ら 有 近 
20~-30 分 歩く 場合 が あり ます 。 ※ 運 の 花 の 時 期 / 温 導通 ( ボ や 日 な ど ) の 時 須 : 月 下 包 -10 
月 上 色 、 手引 (者 ) 時期: 6 月 下 色 ー10 月 下旬 


行程 ー バ ス 当 燃 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 毅 な その 他 
東京 ⑱:00-9:00 爺 ) 品川 新横浜 新 大 阪 (10:30~11:30 発 ) 新神戸 
名 古屋 岡山 三 高知 岡山 三 高 知 
ー タ クシ ー つ 夜 : ホ テル 日 航 高知 旭 ロ イヤ ル 泊 ( 早 目 の タ 食後 、 機 敷 庁 で よさ 
こし 祭り 見 物 ) 
午前 : 宿 北川 村 「 モ ネ の 庭 」 マ ル モ ッ タン (モネ が 描い た 可憐 な 雰 団 気 再現 
し た お 歴 。 絵 に な る 花 の 世界 を お 楽し み 下さ い ) つむ ろ と 廃校 水族 館 (話題 の 小 崇 
校 を 改修 し て 作ら れ た 氷 疾 征 ) つ 徳 島 市 内 に て 早 目 の 夕食 … 観 覧 席 に て 阿波 お 
どり を 見 物 - シャ トル バス 駐車 場 > 夜 : 高 松 ・ JH ホテ ルク レ メ ン ト 高 松 
泊 (2 時 予定 ) 
ゆっ くり 出発 午前 : 宿 つ 祖 谷 か ずら 棋 (日 本 三 訂 義 ) 一 大 歩 危 評 (美しい 映 谷 
を 送 覧 ) > 
高知 一 岡山 一 名 古屋 新横浜 
量 川東 京 (20:30<-21:30 着 ) 


よさ こ 


高知 一 岡山 一 新神戸 
新 大 阪 (18:00~>19:00 着 ) 


こい 祭り 高生 


6CEX5C00 
『 最 少 催 行人 員 : 11 名 


早期 903 前 EE 較 バ ス EE い 。 
上 呈 ) eo 隊 中 図 


RA 人 


大 歩 鋼 施 邊 


モネ の 放 ( 温 帯 性 腫 運 ) 


鳴子 を 持っ た 踊り 子 が 工夫 を 疾 ら し 、 乱 舞 す る 土佐 
の カー ニ バ ル 「 よ きこ い 祭り 」 と 400 年 の 歴史 を 持 
ち 世 界 に も その 名 を 知ら れる 「 同 波 お どり 」。 四国 


大 夏 察 り を 松 敷 席 と 観覧 席 よ り じ っ て り 見 学 し ます 。 


ー+ キ V み デコ | 潜 ゆ 画 記 時 則 | 


名 
亭 
名 
ホ 
を 
ル 
女 
性 
ひ 
と 
り 
旅 


尊 咽 


其 列 つつ ー 


| いこ いま | 


19 


ー+ キ V み デコ | 鞭 ゆ 表記 叶 蛋 | 


商 再 | 落 ご で 礎 竹 で ココ 斗 机 ・ 押 机 


| さ ー ョ 本 党 王 | 共 交 つつ ー 


⑬ 室戸 阿南 海岸 国定 公園 を 通っ て 徳島 か ら 高知 へ 四国 東岸 を ぐる り 周遊 間 電 No 


徳島 の 夏 を 彩る 熱狂 ・ 阿 波 お と り と 


美しき 世界 ・ 四 国東 海岸 周遊 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り 株 ) 


2 人 1 宣 1 和 1 
165,000 円 179,000 円 
145,000 円 159,000 円 


員 は 補 昌 東京 所 また は 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 天 大 阪 駅 また 
平 パス また は と さ で ん 交通 
真 は 全て イメ 
性 夢 ( 育 ) の 時 期 


衣 月 下旬 

行程 バス 当 旋 空 機 … 徒 歩 列車 一般 ++ そ の 他 
東京 (7:20~-8:00 発 ) 三品 川 三 新横浜 新 大 阪 (9:50~-10:30 発 ) 三 新 神戸 ニ 
三 名 古屋 岡山 大歩危 周山 大歩危 


つ 大歩危 峡 遊 覧 (吉野 川 の 湾 れ に よっ て 削り 作ら れ た 岩 の 彫刻 美 の 涙 谷 を 遊覧 船 
より 満了 ) っ ホテル に て 和 会 后 夕食 … 観 覧 席 に て 阿波 お どり 見 物 … JH ホテ 
ルク レ メ ン ト 徳 島 泊 (観覧 席 か ら 徒歩 園内 の ホテ ル に 宿泊 ) 

午前 : 宿 一 薬王寺 (四国 塞 場 第 23 番 札所 ・ 除 け の 寺 、 の どか な 日 和佐 の 風景 ) つ 
南 阿 流す サン ラ イ ン 〔 太 平 洋 を 望む 絶景 ドラ イブ ) つむ ろ と 計 校 水族 杉 ( 括 
学校 を 改修 し て 作ら れ た 水族 館 ) 室戸 岬 (ジオ バー ク ガイ ド と 学ぶ 地球 の 神秘 と 
絶景 ) 奈半利 駅 土佐 くろ し お 鉄道 ご めん ・ な は り 線 ( 海 の 絶景 が 自慢 の ロ 
ー カ ル 線 で の ん びり 列車 旅 ) 三 安芸 夕刻 : ホ テル 日 航 高 知 旭 ロ イヤ ル 泊 ( 洋 コ 
ー ス タ 食 ) 


川村 「 モ ネ の 庭 」 マ ル モ ッ タン (モネ が 
な る 花 の 世界 を お 楽し み 下さ い ) つ 伊 尾木 油 


な 当世 界 ) = 
高知 岡山 三 名 古屋 新横浜 高知 三 岡山 三 新神戸 
品川 = 東京 (20:30-21.30 府 ) 新 大 阪 (18:00-19:00 着 ) 


3》 ゆとり の バス 座席 2 シー ト 利 用 で 移動 も ラク ラク 、 
往く 夏 を 惜しむ 九州 夏 の 風物 詩 


玄 ・ 夏 の 風物 詩 
長崎 精霊 流し と 山鹿 灯籠 まつ り 


| kss eme| みほ | みほ | らい ほ | 
172,000 円 1 75, 000 円 185,000 円 
155,000 円 158,.000 円 168,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 涯 華 言 は 初日 長 崎 空 
か ら 最 終日 編 本 空港 ま 

※ 利 用 パス 会 社 

※ 部 屋 タイ プ : 洋 


くじ ゅ う 花 公園 


行程 ー バ パス 航空機 … 徒 歩 = 列車 一 船 その 他 
羽田 空港 9:30ー10:30 発 ) 長崎 空港 伊丹 空港 (9:00 一 10:00 発 ) 長崎 空港 
ー 午 後 : ホ テル ニュ ー 長 崎 泊 (和食 食後 自由 に 「 長 崎 精 雲 流し 」 見 物 へ ・ 市 
電 1 日 着用) 


区 窒 つ 長 央 洪 ご 軍 島 (世界 道産 の 表 島 に 上 陸 し 専門 ガイ ド が 島内 を 案内 ) 


一 軍艦 島 周 遊 一 長崎 港 一 中華 コ ー ス ラン チー 多比良 港 一 有明 フェ リーー 長 
洲 港 一 山鹿 ( 玄 な 灯籠 に 浮か ぶ 「 山 鹿 灯 区 ま つり 」 見 物 ※ 千 人 灯 筐 踊り は 
失 邊 褒 に て ご 観覧) 夜 : サ が ・ ニ ュー ホテ ル 熊 本 泊 

ぷり に 天守 痢 内 部 を 一 般 公開 。 新た に リニュ ー ア ル さ れ 
天守 問 最上 階 か ら の 眺め を お 楽し み 下 さい ) 一 衣 本 市 内 ・ 青 柳 (熊本 の 味 
角 で きる 特 上 氏 降 リ 馬 刺し 付き 本 格 会 席 ) 一 大 観 幅 (阿藤 五岳 展望 ) 
くじ ゅ う 花 公園 (山麓 の 高原 を 彩る 夏 の お 花畑 ) っ 


熊本 空港 生田 空港 (19:00~21:30 着 ) 熊本 空港 合 和 空港 (19:30~20:30 着 ) 
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東京 発 | 6AEX5C10 
大 阪 発 | 6CEX5C10 


『 最少 催行 人 員 : 12 名 


阿波 お どり 

困 没 お どり の チー ム を 連 ( れ 
ん ) と いい 、 三味線 、 笛 大吉 、 
男 馬 り 、 女 踊り な ど 数 十 人 が 
1 つの 較 と な っ て いま 
ご と に 鳴り 物 
衣 半 、 人 数 は 人 邊 い 、 連 に よっ 
て 個性 が ある の が 見 も の で す 。 


モネ の 庭 (温帯 性 隆 蓮 ) 


未歩 危 作 邊 


400 年 の 歴史 を 持ち 世界 に も るる の 名 を 知ら れる 「 阿 
波 お どり 」。 観覧 黄 よ り じ っ くり 見 学 し ます 。 あわ せ 


て 宮 戸 阿南 】 
高知 へ 四国 東 


定 公園 を 通っ て 徳島 か ら 宣 戸 岬 、 
る り 周 遊 。 黒 測 な が れる 大 
本 家 モ ネ 財 団 か ら 世 界 で 唯 
北川 村 「 モ ネ の 庭 」 な ども 立 


洋 、 
め ら 和 れ た 園内 を 彩る 
寄り な が 6 美しい 風 


景 、 絵 に な る 風景 も 楽し み ま す 。 


掲載 No| 
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東京 発 | 6AEY5C00 | 本 


山 硬 訂 冬 まつ り 千 人 灯籠 喘 り 


区 間 


長崎 本 圭 洗 し 


6CEY5C00 
『 最少 催行 人 員 : 12 名 


山鹿 灯 租 まつ り 千 人 殺 稼 踊り 


長崎 上 和 


軍艦 島 


往 夏 を 惜しむ 九州 風物 詩 「 静 」 の 祭り に 中 国 風 の 
爆竹 が 加わ る 、 長崎 「 精 


浮か びあ が る 藤本 ・ 


霊 流し 」 と 幅 や か に 灯籠 が 
山鹿 「 灯 籠 ま つり 」 を 訪れ ます 。 


B ゆ 少 人 数 限定 ! バ ス 座席 2 シー ト 利 用 。 高 原 り ゾー トラ グ ジ ュ アリ ー ス テイ 束 人 


ー 人 旅 裏 綿 欄 高 原 ホテ ル 連 泊 
高原 リゾ ー ト て 過ごす 休日 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 


FE:] 地 | 


※ 東 京 ・ 大 阪 ス で す 。 泊 科 は 草 新 大 阪 駅 か ら 最 旨 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 パス 会 社 っ YTT] 堂 部 屋 タイ プ : 洋室 ※※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つ 
いて は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ 
【 お ひと り 参 加 限定 コー ス の 中 込 に つい て 】 ・ ご 夫 則 で の ご 参加 は ご 遠慮 時 いま す 。 ・ お 友達 同士 の 
参加 の 場合 は 、 別々 で お 申込 み を を 承り ます 。 また 、 お 席 や お 部 屋 な どの 岡 同士 の ご 希望 は 承れ ませ ん 。 予 
め ご 了承 応 い ます 。 


行程 ー バ ス 呈 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 せ そ の 他 
東京 (11:00--12:00 発 ) ニ 大 百 王 郡 山 新 大 阪 (8:0D~-9:00 発 ) 京都 ニ 
名 古屋 東京 = 半 山 


ー 自 由 遍 = 錠 商 代 送迎 > 午後 ! 村 般 村 六 沼 温泉 ・ 裏 樹高 原 ホ テル 泊 
( 早 目 の 到着 で ラグ ジュ アリ ー リ ゾー ト で ゆっ くり 、 地 元 産 の 有機 野菜 や 福島 プラ ン 
ド の 素材 を 使っ た フレ ンチ フル コー ス デ ィ ナ ー、 お 痢 屋 は 理 磐 村 山 側 の お 部 屋 を ご 
用 意 ) 
午前 : 福 … 五 負 沼 ウ ォ ー ク (希望 者 は 自然 探 肛 路 を 案内 人 と 散策 、 沼 一 神秘 の 
昆 沙門 沼 、 約 2 時 間 ) 栓 原 湖 (観光 懇 で 湖上 性 覧 ) 諸橋 近代 美術 館 (サル バド 
ー ル ・ ダ リ の 絵画 ・ 影 刻 ・ 版 画 な どの 作品 数 340 点 は 世界 屈指 の 所 蔵 数 を 誇る 。 般 柳 
山 を 基 む 、 美 し い 許 園 に 較 ま れ た 美術 弟 ) 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 ( 往 島 の 山海 の 幸 や 
理 磐 桶 で 育ま れ た 食材 を 使っ た 旬 の 会 席料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 飯 避 山 (白虎 隊 自 決 の 地 、 重 琴 文 化 貯 ・ 会津 さざえ 堂 ) っ 鈴 ヶ 城 (名 最 ) 
つ 郵 土 財 料理 屋 食 > 西松 駅 会 当 錠 敵 ・ 自 由 席 [ローカル 線 の 旅 ] = 
野上 温泉 駅 ( 郷 表 を 誘う 双 蒼 の 駅 会) 一 大 内 宿 (江戸 時 代 の 宿場 町 に タイ ム ス リ ッ 
ブ ュ っ 
新白河 一 大 宮東 京 (17:3018:30 章 ) 新白河 一 東京 名 古屋 一 京都 

新 大 阪 (20:30-21:30 着 ) 


大 阪 発 | 6CEC5P00 


斉 骨 樺 高原 ホテ ル (① 外 観 ② 展 望 臣 天 風呂 ・ 四 季 の 湯 ③ フ レ 
ンチ フル コー ス ④ 和 食 会 


磐 和 山 を 畳む ラグ ジュ アリ ー リ ゾー ト に ゆとり の 連 
泊 。 お 部 屋 は 毅 科 山 側 の お 部 屋 を ご 用 意 。 自然 と 環 
境 に 恵まれ 毅 可 山 と 五色 消 の ひと つ 弥 六 沼 を 正面 に 
望む 高級 リゾ ー ト 「 理 磐 有 高 原 ホ テル 」。 館内 か ら 晴 
む 裏 百 桶 と 弥 六 沼 の 絶景 が 最大 の 魅力 の ホテ ル で 、 
裏 盤 様 の 感動 的 な 景色 に 包ま れ な が ら 潮 在 。 連 泊 で 
高原 リゾ ー ト を 満 順 し ます 。 


G 宙 》 フラ ワー バレ ス と 呼ば れる 富士 屋 「 花 御殿 」 の 寛ぎ と 伝統 の フレ ンチ 掲載 No 6AEG5N10 


初夏 の 花 を 訪ね て 


ホテ ル ニ ュ ー グ ラン ド と 箱根 ・ 富 士 屋 ホテ ル “AR 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


束 義 156.000 円 
| 其 先 。 179.000 円 


東京 大阪 と の 共同 第 コー ス で す 。 泊 は 和 聞 大 駅 か ら 時 日 大 阪 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : ケイ エム 畠 光 、 天 台 認 光 、 東 栄 明光 パス の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 
発着 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 呈 豚 空 機 徒歩 = 列車 一般 + そ の 他 
東京 (1:50>12:50 各 新 大 阪 (9 00~ て 10:00 発 ) 京都 = 
名 古屋 
っ 旦 居 東御 攻 (の 訪 度 還 、 符 言 間 や アジ サイ ) 明治 神宮 御 芝 (補選 し 如 
し に よっ て 植え られ た 花 計 蒲 ) 夕刻: 横浜 海岸 通 ・ ホ テ 
と 自由 散策 、 夕 食 は 中 華 街 の 広東 料理 コー ス デ ィ ナ ー 


宿 一 北 鎌倉 ・ 明 月 院 (アジ サイ 寺 ) … 東 慶寺 ( 花 の き ) 一 (相模 湾 を 眺め 

な が ら ) 一 小田 原 城 玉 公園 (天守 間 、 ア ジ サイ ) ー 夕 刻 : 宮 / 下 ・ 富 士 屋 ホ テル 

泊 ( 花 御 典 の ヒス トリ ッ ク デ ラ ツイ ン に 宿泊 、140 年 の 歴史 に 触れ る ミ ジ 
アム 、 メ イン ダイ ニン グ 「 ザ ・ フ ジ ヤ 」 に て 弄 業 当時 の レシ ピ を 受け 継ぐ フレ ンチ 

ディ ナー、 フ ォ レ スト ・ ウ ィング の 半 露 天風 呂 付き スパ の 富 ぎ ) 
苦 沖 ・ 御 舟 ・ 一 村 な ど 
羅 ニ 箱根 登山 鉄道 ・ ア 


午前 : 福 岡田 美術 館 (花鳥 風月 名画 で 見 る 日 本 

ー) 一 強 雇 花壇 (" 昌 用 院 宮 別 邸 」 で 了 石 料理 昼食 ) 

ジ サ イ 電 車 一 千 根 湯本 

小田 原 (16:00-16:30 独 小田 原 = 名 古屋 京都 = 
新 大 阪 (19:30~20:30 着 ) 


35 大 阪 発 | 6CEG5N10 


ロロ eo 


団 日 本 クラ ッ シ ッ ク ホ テル の 会 加盟 の 9 ホテ ル の 内 の 
2 つ に 泊まる 。 


ホテ ル ニ ュ ー グ ラン ド で は 快適 な タワ ー 館 に 宿泊 。 


団 2020 年 に リニュ ー ア ル し た 富士 屋 ホテ ル で は 「 花 
御殿 」 に 倫 泊 。 お 部 屋 に も 天 状 温泉 が ひか れ 、 寄木 
の 床や 木 の 天井 、 和洋 折 家 の 意匠 が 美しく 、 花 モチ 
ー フ に し た 登録 有形 文化 時 で す 。 
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当 本 選 郵 


| さ ーー 沙 王 | 意 凍 つつ ー 
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ゴー ルデン ウィ ー ク に 桜 と 美しい 山野 草 、 
北ア ルプ ス の 共演 を お 楽し みな 下さい 


ー ト て で 過ごす 休日 
可憐 な 花 を 訪ね て 


ーーーーー 一 ーーー 一 


4 月 29 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 接 ) 
EDWEI | WE 室 
130,000 円 140,000 円 165,000 円 
] 玩 140,000 円 、150,000 円 175,00| 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 黄 集 コー ス で す 。 派 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 松本 駅 か ら 最終 日 松本 駅 また は 新 


大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 太 則 パ ス 部屋 ク イブ 洋室 ※ 名 古屋 発 、 現 地 合 泊 
に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 ーー バス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 


新 大 阪 (8:30~-10:00 発 ) 京都 ニ 

名 古屋 一 松本 

つ 和 白馬 村 ・ 貞 頑 寺 ( 枝 齢 400 年 の し だ れ 桜 と カタ クリ の 花 ※ 道 路 か ら 片 道 約 500m 程 
度 歩 ま ます ) 夕刻 : 白 馬 ・ 白 馬 東 急 ホテ ル 泊 (名 門 の リゾ ー ト ホテ ル で 温泉 宮 天 
風 衝 を 楽し む 、 和 食 会 席料 理 夕食 ) 

午前 : 宿 一 白馬 ・ 大 出 公園 ( 桜 と 完 雪 の 白馬 三山 の 眺め ) 一 鬼無里 観光 セン ター 
ーー シ ャ トル バス 一 奥 福 花 自然 園 (今池 や こう み 平 坦 原 な ど 81 万 本 の 水 双 施 群 沙 
と ブナ 原生 林 を 地元 ガイ ド と 散策 ) シャ トル バス つ 和 鬼無里 ・ 観 光 セ ンタ ー つ っ 
夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (フレ ンチ コー ス ディ ナー) 

午前 : 宿 一 伝 行 山 の 徹 然 桜 ( ホ い 神 福 の 鳥居 と 白 大 三山 を 背景 に 咲く し だ れ 桜 ) 
姫川 源流 自然 控 勝 園 (フク ジュ ソウ や ニリンソウ な ど 春 の 花咲 (湿原) つっ 安曇野 
ちひろ 美術 館 (北ア ルプ ス を 眺め 、 花 の 庶 園 散策 ) つ 

松本 = 八王子 = 松本 = 名 古屋 一 京都 

新宿 (18:00 一 19:30 着 予定 ) 新 大 阪 (19:00 一 20:30 着 予定 ) 


新宿 (10:00-11:00 発 ) 八王子 = 
松本 


東京 発 | 6AEP5N20 


大 阪 発 


6CEP5N20 


白馬 東急 ホテ ル 
和食 


白馬 東急 ホテ ル 
洋 コ ー ス 


白馬 大 出 の 桜 
提供 見所 光 生 会 


鬼無里 ・ 奥 福 花 自殺 園 伝 行 山 の 徹 然 桜 


高い 山 に 囲ま れ た 北信 濃 の 春 。 雪 解け の 季節 を 待ち 
わび て 、 白 矢 山 林 に 咲く 桜 や 菜の花 、 山 野草 は 、4 
月 中 旬 か ら 五 月 初め に か け て 春の 花 が 咲き 始め ます 。 
H の 銘 の ある 棋 や 湿原 の 女王 と 呼ば れる ミズ バ 
ショ ウ 、 小 きく 花咲 (山野 草 を 訪ね ます 。 お 泊り は 、 
内 外 の 寅 客 を も て な す 白 馬 随 一 の 高級 リゾ ー ト 「 白 
馬 東 急 ホ テル 」 に ゆっ た り 連 泊 に て お 楽し み 下 さい 。 


源泉 か け 流し の 湯 宿 = 仙 毒 閣 と 歴史 ある リゾ ー ト ・ 万 平 ホ テル で 寛ぎ ます 


佳 き 宿 で 邊 ぐ 上 林 温 泉 ・ 仙 毒 閣 と 


軽井沢 ・ 万 平 ホ テル 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 柏 ) 


132.000 円 139.000 円 173.000 円 143.000 円 179.000 円 
158.000 円 165.000 円 199.000 円 169.000 円 205.000F 
大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 民 員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 小淵沢 駅 か ら 、 最 終日 新 大 阪 駅 ま 
同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 長 軍 バス また は 長野 観光 バス また は 千曲 バス また は 草 軽 交通 ※ 部 
屋 タ イプ 1 泊 目 の ホテ ル の 部 屋 タ イプ に より 料金 が 異な り ます 。 【 基 本 】 和室 【 ん ムタ イプ 】 モ ダン 和室 


ベッ ドス タイ ル 2 泊 目 : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 交 写 真 は 
全て イメ ー ジ で す 。 
行程 ー バ パス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


東京 (10:3011:30 発 ) 三 大 宮 ニ 新 大 阪 6.30 こ 9:00 発 ) 三 京都 ニ 
長野 名 古屋 三 長野 


に 一度 、 秘 仏 で ある 千本 尊 の 御 身 代わ り 「 前 立 栖 ( 鐘 人 時 代 ・ 重 
要 文 化 肝 ) を 本 党 に お 迎え し て 行う 「 普 光 寺 前 立 本尊 御 了 帳 」 を 参拝 ) 夕刻 : 上 林 
温泉 ・ 上 林 ホ テル 仙 如 閣 泊 (湯田 中 温泉 郷 の 奥 庫 敷 、 数 多く の 文人 黒 客 に 愛さ れ 
大 正 ロマ ン 無 る 老人 旅 財 、 洲 泉 か け 流し の 起 天 風呂 で の ん びり 、 尼 石 料理 久 ) 
出発 > 恋人 草津 日 本 国 中 人 地点 く 車窓 > つ 万 座 ハイ 
山 と 溶 震 の 眺め ) 
つ 午後: 軽井沢 ・ 万 平 ホ テル 泊 (中 め の 到 着 で 旧 各 井沢 な ど 自 貼 策 、 メ イン ダ 
イニ ング に て フレ ンチ コー ス 料 理 夕食 、 お 部 屋 は 伝統 と 新 し さ が 融合 する ウス イ 館 
を ご 用 意 ) 

ゆっ くり 10 時 出発 旧 軽 井沢 ロー タリ ー… 地 元 案 内 人 と 散策 … 新 緑 の 雲 場 
池 二 軽井沢 タリ アセ ン ( 穫 葉 の 者 沢 湖 周 辺 、 登 録 有 形 文 時 深沢 紅 子 野 の 花 美 
衛 館 、 堀 殿山 攻 や 有島 前 攻 、 豆 井沢 高原 庫 な ど ) > 

軽井沢 三 大 宮 三 東京 (16:30 こ 17.30 弟 ) 経 井沢 三 東 京 三 名 古屋 三 京都 

新 大 阪 (19:30 て 20:30 着 ) 


掲載 No| 


37 6CEP5N40 
最少 催行 人 員 : 10 名 


東京 発 | 6AEP5N40 


上 区 ホテ ル 仙 書 閥 中 許 
1 


上 林 ホ テル 仙 毒 閣 容 室 一 例 


万 平 ホ テル 
ウス イ 館 客室 一 例 


万 平 ホ テル 料理 


湯田 中 温泉 卿 の 和 座 敷 、 数 多く の 文人 黒 客 に 愛さ れ 
大 正 ロ マン 燕 る 老舗 旅館 「 上 林 ホ テル 仙 書 開 」 と 軽 
井沢 の 歴史 と 共に 百 余年 。 自 然 、 歴 史 、 を し て お も 
て な し の 心 が 美しく 調和 する 日 本 を 代表 する クラ シ 
ッ タ ホテ ル 、 軽 井沢 ・ 万 平 ホテ ル に 和 宿泊 し ます 。 七 
年 に 一 度 ・ 御 開帳 の 善光寺 に 立ち 寄り な が ら 新 緑 の 
季節 に 高原 の 爽やか な 風 に 摘 き れ ま す 。 


心 交 す 大 き な 自然 と ゆっ た り と し た 時 間 と の 出会い が 待っ て いま す 
新緑 か ら 花 の 季節 へ 
八ヶ岳 高原 ロッ ジ で 過ごす 休日 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 


還 還 PER SS IF gt_ 1 和香 
っ 99,000 円 108,000 円 148,000 円 
116,000 円 125,000 円 165,000 円 
す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 小 淵 駅 か ら 、 最 終日 小 湯沢 駅 また 
| 用 バス 会 社 : 長野 観光 バス また は 橋 木 観光 バス また は 千曲 バス (3 日 


※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 次 写真 は 
つ バ パス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 毅 その 他 
新宿 11:00~-12:00 発 ) 八王子 = 新 大 阪 (8:30~-9:00 先 ) 三 京都 ニ 
小浦 沢 名 古屋 三 塩尻 小淵沢 


ニ 小 海 痕 ・ 自 由 席 (1375m の 」 R 最 高地 点 を 通る ロー カル 列 申 の 旅 ) = 野辺山 一 
送迎 バス ー 午 後 : 八 ヶ 策 高原 ロッ ジ 泊 (早め の 到着 で 自然 卿 履 策 な ど 、 お 部 屋 は 
デラ ックス ルー ム を こ 用 意 。 ご 夕食 は 「 八 ヶ 岳 高原 ヒュ ッ テ 」 に て 洋食 ディ 
ナー を ) 


導 日 の ん びり 過ごす ひと と き を 。 の 方 は 午前 中 は 八ヶ岳 
ッ ジ を 起点 に 体力 に 合わ せ て 遊歩 道 散 策 内 し ます 。 

【A コー ス 】 片道 約 500m 「 せ せら ぎの 小径 」 往復 コー ス ・ 所 要約 80 分 

【B コー ス 】 約 4km 「 美 谷 池 を せせらぎ の 小径 」 局 遊 コー ス ・ 所 要約 2 時 間 

自由 昼食 後 、 八 ヶ 岳 高原 音楽 堂 に て 貨 切 チ ェ ン バ ロ コ ン サ ー ト を 鑑賞 。 夜 は 

メイ ンダ イニ ング 「 ル ・ プ ラ ト ー」 に て フレ ンチ フル コー ス デ ィ ナ ー 

ゆっ くり 出発 午前 富美 し 礎 (ツツジ 名 所 ) 清里 テラ ス (リフ ト で 欄 高 

1900m 展 望 デッキ へ 。 富 士 山 や 清里 高原 を 一 望 する 絶景 スポ ッ ト ) つ 清 泉 寮 (牧歌 

的 な 國 景 ) つ 八ヶ岳 高原 大 橋 一 

小 湯沢 三信 王子 = 

新宿 (8:00 一 19:QO 洛 ) 


小 湯沢 塩尻 三 名 古屋 三 京都 
新 大 阪 (20:30-21:30 着 ) 


豊か な 自然 に 包ま れ た 広大 な 敷地 に わずか 17 室 の 「 た て し な 藍 」 と 
国際 山岳 リゾ ー ト 「 上 高地 帝国 ホテ ル 」 へ 


寛ぎ の 時 間 
隠れ 宿 - た て し な 藍 と 上 高地 帝 


| 


人 阪 と の 共同 革 集 コー ス で す 。 世 は 大 ま た は が 駅 か ら 夫 また は 新 
大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 平成 交通 また は 柿木 観光 バス また に は 長野 観光 バス ※ 部 屋 
タイ プ 1 泊 目 : 和 : 泊 目 : 洋室 、 ホ テル の 部 屋 タイ プ に より 料金 が 異な 。【 基 本 】2 泊 目 / 山 
・ 天 井 領土 あり 【A タ イプ 】2 泊 目 / 山 側 30m 【B タ イプ 】1 治 目 / 露 天風 呂 付 客 室 、2 
ダ 付 客室 37nf ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参 束 下さい 。 ※ 写 真 は 全て 
イメ ー ジ で す 。 ※※1 人 1 室 は キャ ン セ ル 待 あの 受付 と な り ま す 。 
行程 ー バ パス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
新宿 (9:3010:30 発 ) 王 八王子 一 芝 野 新 大 阪 7:30<8:D0 発 ) 三 京都 ニ 
名 古屋 王 塩 尻 三 双 野 
つ 委 科 高 原 バ ラク ライ ング リッ シュ ガー デン (英国 園 革 の 祭典 "「 バ ラク ラフ 
ラ ワ ー シ ョ ー」 開催 中 で に ぎわ う 賑やか な 日 本 初 の 本 格 的 英国 式 庭園 散策 、 
アフ タ ヌ ー ン ティ ー セ ッ ト の ラン チ も お 楽し みく だ さい ) > タ 刻 : 横 谷 谷 ・ た 
て し な 藍 ( 椅 の 中 の 高原 リゾ ー ト 。 の ん びり 中 天風 呂 に 寛ぎ 、 和 人 会席 科 理 の ご タ 食 ) 
午前 : 宿 つ 飼 肌 旗 池 ( 根 が こだま する 「 緑 絡 く 』 の 失 景 ) 大 町 ・ ラ ・ カ スタ ・ ナ 
チュ ラル ヒー リン グ ガー デン ( 五 馬 で 感じ る 『 美 と 癒し の 中 園 ) 午後 : 上 高地 
癌 国 テ ル 泊 (早め の 到着 、 上 高地 の 中 心 で セン ボル 的 な 存在 感 を も つ 河 童 
橋 や 、 立 ち 枯れ の 木々 が 印象 的 な 大 正 池 散 策 な ど 自 由 に 。 日 本 を 代表 する 名 
クラ シッ ク ホ テル に ゆとり の 滞在 、 夕 食 は メイ ンダ イニ ング に て フラ ンス 料理 ) 
出発 まで フリ ー タ イム … 午 前 人 (北ア ルプ ス を 眺め 、 
花 の 性 還 散 策 ) 一 夏山 美術 館 (近代 彫刻 の バイ オニ ア ・ 丈 原 守衛 の 作品 征 覚 ) 
松本 = 八王子 = 松本 = PR 
新宿 (18:2019:20 着 予定 ) 新 大 阪 (19:30 こ 20:30 着 予定 ) 


ト テ ル 最少 催行 人 員 : 9 名 


八ヶ岳 高原 自然 卿 
レン ゲッ ツツジ や コナ シ の 花 


人 ヶ 岳 高原 音楽 堂 内 鈴 


ル ・ プ ラ ト ー 


シェ フ デ ィ ナ ー デラ ックス ルー ム 富 室 一 例 


八ヶ岳 高原 ロッ ジ は 人 久 ヶ 年 連 峰 の 東山 薦 、 標高 
1500m、 約 200 万 坪 の 広大 な 高原 リゾ ー ト 。 新 雪 か 
6 ツツジ や サラ ドウ ダン ・ コ ナジ な ど 咲 き 競う 花 の 
季節 に 連 泊 し 、 ホ テル 敷地 内 ・ 森 に 囲ま れ た 「 八 ヶ 
音 高原 音楽 堂 」 に て 貸切 チェ ン パ ロコ ン サ ー ト も 鑑 
質 し ます 。 


掲載 No| 


東京 発 | 6AEP5N60 | 関 


39 大 阪 発 | 6CEP5N60 


上 高地 テル と 穂高 連峰 


た て し な 想 外観 


た て し な 想 料理 


渓谷 ・ 森 林 ・ 滝 ・ 温 泉 な どの 豊か な 大 自然 に 恵まれ 
た 3,500 坪 の 敷地 に 17 案 、 料 理 人 の 粋 を 尽く し た 蛋 
石 料理 と 日 本 旅館 の お も て な し の 大 人 の 隠れ 宿 「 た 
て し な 藍 」 と 歴史 ある 山岳 り リゾート の 草分け 的 存在 
の 上 高地 鶴 国 ホテ ル に 洛 在 、 美 し い 自然 の 中 で の ん 
びり お 過ごし 下さ きい 。「 バ ラク ラフ ラ ワ ー シ ョ ー」 開 
催 由 の イン ダリ ッシュ ガー デン や 完全 子 約 制 で ゆっ 
《 り 美しい 庭園 を お 楽し みい た だ ける ラ ・ カ スタ 
ナチ ュ ラ ル ヒー リン グ ガー デン も 立ち 寄り ます 。 
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2 
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| 落 ご で G 礎 和 


| 滋 喘 


当 本 雪 穫 


| さ ーs 党 握 | 簿 草 つつ Oー 


3 心 癒す 大 き な 自 然 と ゆっ た り と し た 時 間 と の 出会い が 待っ て いま す 


六 し い 夏 の 休日 八ヶ岳 高原 ロッ ジ 


で 寛 ざ の ひと と き 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ] 

出先 地 | 3 人] 宇 1 人 1 宣 
115,000 円 、123.000 円 、169.000 円 
107,000 円 115.000 円 163.000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 浅 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 小淵沢 駅 か ら 、 最 終日 工 野 駅 

は 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 柿本 観光 パス ま 1 

行程 つ バ ス っ 多 人 … 徒 上 列車 船 その 他 

TID- 人 2 人 人 チー SI 2900 一 放 = 

小 


100,000 円 。 108.000 円 、156.000 円 
EC 122,000 円 130,000 円 、 178.000 円 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 人 いて は P39 を . 下さ い 。 

名 古屋 = 手 尻 = 小泊 


普通 列車 自由 席 (1375m の 」 時 商 地 点 を 通る ロー カル 列車 の 旅 〕 ニ 
稼 山 送 拓 パ スー 邊 3 泊 (早め の 到着 、 
お 部 屋 は 」 に て 洋食 デ 
ィ ナ ー を お 楽し み 下 さい 。) 
終日 の ん びり 過ごす ひと と き を 。 ご 希望 の 方 は 午前 中 は 遊歩 道 散策 へ ご 案内 
【A コー ス 】 片道 約 500m 「 せ せら ぎの 小径 」 往復 コー 要約 30 分 
【B コー ス 】 約 4km 「 美 鉛 池 & せ せら ぎの 小径 」 周 遊 所 要約 2 時 間 
自由 昼食 浅 、 八 ヶ 岳 高 原音 楽堂 に て 貸切 チェ ン バ ロ コン サー ト へ (8722 発 は 
貸切 で は あり ませ ん )。 夜 は メイ ンダ イニ ング 「 ル ・ プ ラ ト ー」 に て フレ ンチ 
フル コー ス デ ィ ナー、 同 ホテ ル 泊 
ゆっ くり 出発 、 午 前 : 宿 一 清里 テラ ス (リフ ト で 陀 高 1900m 展 望 デ ッ キ へ 。 高士 山 

ト ) 清泉 長 (牧歌 的 な 風景 ) 一 八 ヶ 二 高原 大 橋 
ちさ わっ 

:30 着 ) 茅野 三 塩 尻 王 名 古屋 京都 ニ 
新 大 阪 (19:30-20:30 記 ) 


茅野 一 八 王子 = 新宿 (17:30 一 


eu 寺本 さ の 中 に なむ クラ シ ッ ク ホ テル で 
寛ぎ の 空間 を お 楽し み 下 さい 


日 本 屈指 の 本 格 山 岳 リ ゾー ト 
上 高地 帝国 ホテ ル 連 泊 で 寛ぐ 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り ) 
主人 4 タイ プ |A タ イプ | A タ イブ |B タ イプ |B タ イプ 

| 
175 gooF 235.00 由 170.000F 181.000 四 245000R 175.000 円 190oon 


184.000 244.000 円 179000P 190000 | Je4000 199o00 


大 阪 と の 共同 不 集 コー ス で す 。 当 は 初日 新 大 匠 所 ま た は 松本 駅 か ら 最 日 和 本 駅 また は 新 
大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 平成 交通 また は 柿木 観光 バス また は アル ビ ピコ 交通 計 導 屋 
タイ プ ル の 部 屋 タ イプ に より 料金 が 異な り ま 梨本 】 山 側 24 ml ・ 天 雇 ・ 天 井 休講 あ 
リ 【A タ イプ 】 山 仙 30nf 【B タ イプ 】 ベラ ンダ 付 客室 37nf ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P39 
を ご 参 昭 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 ー つ バス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一般 せ その他 
新宿 (9:30-10:30 発 ) 一 八 モ チー 松本 新 大 阪 (8.30~9:00 発 ) 三 京都 
名 古屋 松本 
者 造 割 京 で いた だ く 季節 の 彩り 磨 一 午後: 上 高地 帝国 ホテ ル 泊 (早め の 到着 、 
上 高地 の 中 心 で シン ボル 的 な 存在 感 を も つ 河童 橋 や 、 立 ち 枯れ の 木々 が 印象 的 な 大 
正 池 散 策 な ど 自由 に 。 日 本 を 代表 する 名 クラ シッ ク ホ テル に ゆとり の 滞在 、 夕 食 は 
ク グ で フレ ンチ コー ス を ) 
タイ ム 、 河 意 欄 や 大 正 池 な ど 上 高地 を 自由 に 攻 策 、 希 望 者 は 明神 
案内 (歩行 距離 約 7.5km、 歩 行 時 間 約 2 時 間 30 分 、 高 低 差 約 22m)、 自 


る 牛留池 、 希 望 者 は 秋 五 朗 の 滝 ま で ミニ ハイ キン グ ) - 
松本 = 八王子 = 新宿 (18:00 一 19:00 装 ) 松本 = 名 古屋 一 京都 = 
新 大 阪 (9:00<19:30 着 ) 
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東京 発 | 6AEP5N70 
[_ 食事 | 


大 阪 発 | 6CEP5N70 


八ヶ岳 高原 ヒュ ッ テ レ スト ラ 


ン ア ル ベ ン ロー ズ 「 ル ・ プ ラ ト ー」 ディナー 


八 ヶ 策 高原 ロッ ジ は 八 ヶ 符 連峰 の 東山 芳 、 標 
1500m、 約 200 万 坪 の 広大 な 高原 リゾ ー ト 。 夏 は 温 


度 も 低く 澄ん だ 空気 が 大 地 を 包む か の よう に 流れ る 
人 施 雅 地 と し て 人 気 の 地 。 ホ テル 敷地 内 ・ 森 に 囲ま れ 
た 「 入 ヶ 番 高原 音楽 堂 」 に て チェ ン バ ロ コン サー ト 
も 第 賞 し ます 。 平 成 の 両 陸 下 も お 泊り に な っ た ゆか 
り の ホテ ル で 、 散 策 さ れ た ホテ ル 周 辺 の 散策 路 「 せ 
せら ぎの 小径 」 な ど ゆ か り の 場所 も お 楽し み 下さ い 。 
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東京 発 


と 最少 催行 人 員 : 9 名 


( 遇 旨 ) GO 


上 高地 ホテ ル と 穂高 連 蜂 上 高地 河童 橋 か ら の 眺め 


高地 整 国 ホテ ル 
フレ ンチ コー ス 


1933 年 開業 。 赤い 三角 屋根 の 名 門 ク ラシック ホテ ル 
に 連 泊 潜在 。 ね くも り 感じ る 木造 の 外観 、 吹 き 抜け 
の 館内 と 寛ぎ の 室内 空間 。 お 食事 は 信州 の 旬 の 素材 
を 使い 、 帝 国 ホ テル の 伝統 の 味 を ご 堪能 いた だ ける 
日 本 料理 と フラ ンス 料理 を 。 日 中 の : 峰 の 雄姿 、 
夕暮 れ 時 の 静か な ひと と き 、 朝 の 幻想 的 な 風景 な ど 
上 高地 の 豊か な 自然 を た っ ぶり お 楽し み 下さ い 。 


3 ゆ 爽やか な 涼風 山岳 リゾ ー ト に 連 泊 滞 在 ・ 絶 景 夏 の 花咲 風景 を 楽し む 陸 WNol sa 


白馬 東急 ホテ ル に 連 泊 で 楽し む 


白馬 五竜 と 覆 池 高原 の ん びり 散歩 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 


125,000 円 129.000 円 


PSE 


149, 000 円 


か ら 地引 お は 新 
パス また は 長 電 バ パス ※ 部 屋 タイ 
写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 太陽 バス ま 
古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て 
※ 日 馬 ジ ャ ンプ 鐘 技 場 は 多大 会 に より 見 学 が で き な い 場 合 が あり ます 。 


づつ パス 当 大 空 機 … 徒 歩 = 列車 船 せ そ の 他 
新 大 阪 (8:30-10:00 発 ) = 京都 ニ 

名 古屋 = 松本 

つ 山岳 博 物 館 ( 山 を テー マ に し た 日 本 で 最初 の 博物 館 。 北 アル プス 展望 、 ニ ホン 
ライ チョ ウ の 一 般 公開 ) 夕刻 : 白 馬 東 急 ホ テル 泊 ("北ア ルプ ス の 迎 明 」 と 董 
ば れる リゾ ー ト ホテ ル に 回 泊 滞 在 、 温 泉 外 天 風呂 で 寛ぐ 、 会 席料 理 夕食 ) 

年 前 : 宿 一 白須 ンプ 有 技 場 (地上 約 140m の スタ ー ト 地点 、 選手 の 日 線 を 体感 ) 
相 池 自然 園 (ゴン ドラ リフ ト と ロー ブウ ェ イ で ワタ スゲ や ニッ コウ キス ゲ 
な どの 高山 植物 が 咲き 誠 る 湿原 へ 、 案 内 ガイ ド と の ん びり 散策 ) > 午後 : 同 ホ 
テル 泊 (フレ ンチ コー ス デ ィ ナ ー) 

午前 : 宿 一 大 出 の 吊橋 (清流 と 雄大 な 自 馬 三山 の ビュ ー ポ イン ト ) 一 白馬 五竜 ( ゴ 

ンド ラ と リフ ト で 標高 1.600m の 高原 へ 。 ヒ マラ ヤ の 青い ケシ や コマ クサ な どの 高山 
棋 物 群落 と アル プス の 呪 め ) 

松本 ニ 八 王子 新宿 (17:00~18:00 背 ) 松本 二名 古屋 王 京都 

新 大 阪 (18:00-19:00 着 予定 ) 


行程 
新宿 (10:30-11:30 発 ) = 八 子 = 
松本 


3》 上 信越 高 
連 泊 滞在 


ホテ ルグラン フェ ニッ クス の 寛ぎ 


区 ( 大 人 お ひとり 神 


の 共同 英 集 コー ス で す 。 江 中 は 初日 新 大 阪 駅 また は 長野 駅 か ら 最終 日 長 野 駅 また は 新 
まで し ます ※ 利 用 バス 会 社 : 長野 観光 バス 、 長 電 バ パス 、 太 陽 バス 、 平 成 交通 か いずれ か 
※ 部 屋 タ イプ ※ 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ます 。 【 革 本 】 ス タン ダー ドウ イン (42. 
mm) 【A タ イプ 】 デ ラッ クス ツイ ン (53m) 【B タ イプ 】 最 上 陸 ツ イン (42m) ※ 名 古屋 発着 、 現地 
合流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ ウ ォ ー キ ング シュ ー ズ な どの 
歩き や すい 款 、 服装 で ご 参加 下さ い 。 


行程 っ パス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 
東京 (10:30~ こ 11:30 発 ) 大 宮 三 長野 新 大 阪 (7:40~ て 9:00 発 ) 
名 古屋 三 長野 


一 前 な その 他 
京都 = 


つ 赤 損 高 原 ・ 東 過 山 高山 植物 園 (ゴン ドラ リフ ト で 標高 2030m に 広がる 高山 杜 物 
の お 花畑 へ ) + 夕刻 : 尋 志 和 高 原 ・ ホ テル グラ ン フ ェ ニ ックス 暴 志賀 泊 (高原 リ 
ゾー ト で 載 ぎ の ひと と き 。 和食 会 褒 タ 食後 、 条 件 が 合え ば ゲン ジ ボ タ ル 観 演 へ ) 
午前 : 宿 一 時 記 賀 林 道 - 興 声質 谷 ( 基 望 者 は プ ナ 原 生 本 の 緑 に 包ま れ た 渓谷 を 
の ん びり 散策 、 ハ ー モ ニカ 湾 な ど 現 地 ガ イド と 探訪 ) 志賀 高 原 ・ 自 然 探 
勝 除 (ニッ コウ キス ゲ や ヤナ ギラ ン な ど 夏 の 花咲 く 湿原 を 現地 ガイ ド と 訪ね わる) つ 
夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (イタ リア ンコ ー ス タ 食 ) 
午前 : 宿 一 横手 山 (スカ イレ ー タ ー と リフ ト を 乗り 徐 を 原 高 2307m の 山頂 へ 。 北ア 
ルプ ス や 浅 間 山 、 富 士 山 な ど 360 度 の パノラマ 展望 ) r+ ロ マン スリ フト 波 味 つ 
小布施 ( 栗 の 小径 な ど 風 情 あ る 歴史 の 町 並み ) > 
長野 王 大 宮 三 東京 (16:0018:00 着 ) 長野 三 名 古屋 一 京 都 ニ 

新 大 阪 (19:00~20:30 着 ) 


国立 公園 の 中 心 に 位置 する 標高 1.500m の リゾ ー ト 地 で 


涼し 奥志賀 高原 の 休日 名 リゾ ー ト ・ 


大 阪 発 | 6CEP5N90 
と 最少 催行 人 貞 : 12 名 


テ デア ーー 


自 馬 東急 ホテ ル 外観 


白馬 五竜 
アカ パナ シモ ツケ ソウ の 群落 


自 馬 東急 ホテ ル 洋 コ ー ス 


白馬 山麓 に 佑 む 高原 リゾ ゲー ト ・ 和 白馬 東急 ホテ ル に 連 
泊 滝 在 で 周明 の アル プス 展望 を 楽し み ま す 。 日 本 有 
数 の 高層 湿原 で ある 「『 構 池 高原 」 で は 、 周 囲 を 取り 
囲む 散策 路 の 大 部 分 が 木 道 で 整備 きれ て お り 、 の ん 
びり と 植物 観察 を 。 「 白 馬 五 竜 」 は 日 本 有数 の 高山 植 
物 園 で 、 貴 重 な 高 山 植物 を 問 近 に ご 覧 いた だ き 、 を 
の 背景 に 五竜 音 や 白馬 岳 な ど 雄 大 な 北 テ アル プス と の 
競演 も お 楽し みい た だ け ま す 。 
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43 
と 最少 催行 人 員 : 12 名 


: ) 計 回 回 


| 


典 志 損 渓 谷 「 ハ ー モ ニカ 滝 」 志賀 高 原 に 咲く ニッ コウ キス ゲ 


東京 発 


か 2 
ッ ー リ ズル 


ックス 典 志 


ホテ ルグラン フェ ニッ クス 奥 ホテ ルグラン フェ ニ 


志 損 外観 賀 露天 風呂 


標高 1.500m、 爽 や か な 風 が 吹く 奥志賀 高 原 に 位 む ホ 
テル グラ ン フ ェ ニ ックス 典 志賀 は ヨー ロッ パ の 山 病 
リゾ ー ト を 補 牧 と きせ る 寛ぎ の 空間 。 周 辺 に は 緑 に 
包ま れ た 渓谷 や ニッ コウ キス ゲ な どの 花咲 く 湿原 を 
お 散歩 気分 で 歩け る 遊歩 道 な ど あ り 、 夏 の 志 質 高原 
の 大 自然 を 満 央 で きる お すす め コ ユー ス で す 。 


| で いう だら に | | 潜 の 品 表 記 時間 | 


女 
性 
ひ 
9 
り 
旅 


潤 咽 


| 


EIDEE 


其 列 つつ ー 


| さ ーsy 堂 王 | 
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| ー+Y み ー コ | 沙 ゆ 澤 記 咽 蛋 


隊 
名 
ホ 
pj 
ル 


| さ ー ョ 党 王 | 共 凍 つつ ー 


3 少 人 数 限定 ・ バ ス 鹿 席 2 シー ト 利用 、 上 質 の 湯 宿 で 寛ぎ の 旅 
ホタル 舞う 嬉野 温泉 ・ 椎 葉山 荘 と 
・ 旅 亭 半 水 慮 で の 寛ぎ 


雲仙 温 


提 : (一) 計 当会 


胡 内 貞 光 起 


ジャ カラ ンダ の 木 アジ サイ と 見 返り の 滝 


写真 人 


1】 


有田 焼 し い ば の 湯 吉 天 略 呂 


温泉 告 か ら 離 れ た 渓谷 治 い の 2 万 坪 の 敷地 に 建つ 閑 尊 な お 宿 ・ 
椎葉 山 蘭 に 宿泊 。 こ の 時 期 運 が 良けれ ば ホタル も 飛び 交 い ます 。 
翌日 は 日 本 初 の 国立 公園 で 世界 に 名 の 知れ た 害 仙 温泉 で 極上 の 
お 宿 ・ 旅 廣 。 6.000 坪 の 広大 な 敷地 に 、 京都 の 宮大工 が 3 
年 を か け て 作り 上 げた 数 寄 屋 造り の 費 を つく し た 檜 風 括 付 の 苑 
れ に 滝 在 し ます 。 季 節 の 風物 詩 ・ 世 界 三 大 花木 ジャ カラ ンダ や 
アジ サイ な ど 務 節 の 花 も 楽し み ま す 。 少 人 数 で めで る 佳 宿 の 旅 
を お 楽し み 下 さい 。 


2 人 1 人 1 

革 義 220,.000 円 230,000 円 280,000 円 
、 夫 革 200,000 円 210,000 円 260,000 円 
涼 京 ・ 大 珠 の 共同 募集 コー ス で す 。 沙 江 員 は 初日 博 包 


港 まで 同行 し ます 。 
里 交 通 、 祐 書 バ ス ま た | 


6 月 10・16 日 


旅行 代金 (大 人 お びと り 株 ) 


を ご 参 下 さい 。 

行程 ー バ ス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 て 触 せ そ の 他 
新 大 阪 7:20 ご 8:00 発 ) 新神戸 
博多 福岡 空港 


サイ 名 所 、50 四 4 万 株 ) ユ 夕刻 : 
決 谷 沿い の 2 万 二 の 敷 地 に 門 つ 閑 表 


嬉野 温泉 ・ 栓 葉山 荘 泊 ( 
な 佳 宿 、 日 本 三 大 美肌 の 湯 で 寛ぐ ) 
午前 : 宿 一 有田 の 三才 衛門 ( 今 右 和 門 窓 ・ 源 衛門 応 ・ 柿 右 衛門 夫 を 案 
内 ガイ ド と 共に 見 学 、 約 2 時 間 ※ バ ス 移 動 含む ) 有田 (深川 製 忠 や 有田 
焦 ほ か 自由 散策 ) ー タ 嘱 : 雲 仙 温 泉 ・ 旅 亭 半 水 虜 泊 (広大 な 6000 坪 
の 表 地 に 14 棟 の 客室 。 九 州 屈指 の 料理 宿 敬 を 極め た 目 と 舌 て 味 
わ う 美食 の 数 々 で お も て な し 。 歴史 ある 雲仙 温泉 の 上 質 の 湯 で 至福 
の びと と き 。 お 食事 は 客室 1 階 和室 に て 、 庭 園 を 眺め な が ら 日 本 の 
季節 感 を 目 と 舌 で こ 堪 能 下さ い ) 
前 : 宿 一 雲仙 地獄 一 小浜 温泉 (温泉 街 に 咲く 世界 三 大 花木 ・ シ ャ 
カラ ンダ の 花 鑑賞 ) 一 大 村 角 ず し 昼食 一 


羽田 空港 (830-9:30 発 ) う 
福岡 空港 
一 見 帰り の 滝 (中 一 と 


長崎 羽田 空港 (16:30 ご 19:00 着 ) 長崎 伊丹 空港 (16:3020:30 着 ) 
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『 最 少 催 行人 員 : 9 名 


東京 発 


大 阪 発 | 6CEY5N80 


椎葉 山荘 外観 椎葉 山荘 客室 一 例 


椎葉 山荘 温泉 大 浴場 鶴 葉 山荘 料理 一 例 

日 本 三 大 美肌 の 湯 ・ 嬉 野 温泉 を ご 堪能 いた だ ける 宿 。 槍 葉山 の ふも と 、 渓 
流 沿い の 閑静 な 渓谷 一 軒 宿 で 、 礁 葉 川 の 清流 に 沿っ て 飛び 石 の よう 
に 立つ 客室 は 、 す べ て プラ イベ ー ト 感 あふ れる 離れ 風 。 一 室 ご と に 異な る 
景色 を 眺め る こと が で きま す 。 


旅 亭 半 水 慮 長屋 門 


旅 更 半 水 護 客室 一 例 


旅 亭 半 水 一 懐石 料理 


ご 滞在 の お 部 屋 は 広々 約 75 坪 の 2 階 建 て 衣 れ 。 玄関 の ある 2 階 に リビン グ と 
寝室 が あり 、1 階 は 日 本 庭園 を 望む 次 の 間 付 き の 和 室 。 お 食事 は 、 日 本 庭園 
を 望め る 1 階 の 和室 に て お 召し 上 が り 頂 きま す 。 また 、 全 室 に 檜 の 内 風呂 を 
備え て いま す 。 


日 本 一 と 称賛 され る 「 白 子 竹の子 」 と 緑 ま ば ゆい 京 の 風景 


女性 ひび とり 旅 若葉 萌え る 保津峡 と 
春の 味覚 長岡 京 ' 租 の 子 料理 」 


TTY 
上 - タ 1 


東京 発 | 6AES5X00 


現 発 着 | 6CES5X00 


| ー ュ NVY ルー コ | 潜 員 癌 Gt 叶 則 | 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 接 ) 祭 
※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 浅 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 有 ま で 同行 し ます 。 水利 用 
バス 会 社 : 東豊 観光 また は ヤサカ 観光 バス ※ 部 屋 タ イブ 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 名 
行程 バス 用 閥 化 … 徒 歩 ・ 列 車 一 般 生 そ の 他 事 
東京 (8:50 こ 9:50 和 = 品川 京都 (11:00 こ 12:00 各 名 
新 赤 浜 = 京都 ホ 
亀岡 ・ 春 の 保 津 川下 り 一 奏 過 野 ・ 党 広 光 寺 (当山 中 腹 、 共 古家 山 在 が あ テ 
っ た と 伝わる 昔 と 青 も み じ の 笑 し い お 寺 ) タ 刻 京都 東急 ホテ ル 泊 (ホテ ル 内 「 星 ル 
の の コピ ドッ ト で 調理 長 も 務 ゆ た シェ フ の 本 格 中 華 コ ー ス その 日 採れ た 最上 級 の 白子 竹の子 会 席 ブラ ンド 竹の子 
We 
: 宿 二 ア サ ヒ ビー ル : ネ の 「 董 蓮 」 な ど 作 品 穫 賞 、 建 呈 還 い み ー に 
も を しめる いっ よく 人 作れ の 昌子 の 所 巡 で 控 れ ね 「 子 たけのこ. せみ や 条 りか 
人 人 用 で 放 人 上 を 殺 る 新 壇 の アー ブ ) 寺 (な 独 の シッ さき など 日 本 一 の 味 と 言わ れる 最上 級 プ ラン ド で す 。 ば 
ジ や 亜 ) > 
ーー に 「 7 つづ は ご II に 20HSUSTUPT 生き 層 い 人 AIIF り や 緑 に 名 まれ る 大 凡 
東京 (9:00…19:45 基 ) 美術 館 た な ど 、 春 た け な わ の 京 を お 楽し み 下さ い 。 旅 
掲載 No」 東 孤 発 
ョ 東京 発 | 6AED5X00 | まな ms | 
悠久 の 歴史 と 自然 に 満ち る 天領 の 島 46 
大 孤 発 | 6CED5X00 | 』。 。 ぁ 2 音 
* ハ ーー 『 
女性 ひと り 旅 カン ゾウ 揺れ る 佐渡 島 へ ーー 
寛 ぎの 温泉 連 泊 で ゆっ た り 周 遊 
依 行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
PSE ヨ 講 
195,000 円 層 
ーーーー - 同 
※ 滑 は 初日 束 駅 か ら 最 昌 東京 また は 伊丹 空港 か 外 月 空 ま て 同行 し ます 。 利用 行 
バス 会 社 : 新潟 到 通 また は 閉 化 交通 また は 新潟 交通 作 六 ※ 衝 屋 タイ プ : 和 室 ※ 現 地 合 流 ・ 離 班 も 可 
能 す 。 詳 し く は お 問い 合わ せ 下 さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 ー バ ス 航空 機 … 徒歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (9:00 ご 10:40 計 ) 大家 王 新潟 頒 空港 0:00 ご 10:30 計 ) 1 
新湯 8 
づま た オメ シーー 守 ご エッ トワ ネル 全 ま 再 洪 トキ 名 
加 (トキ を 問 近 に 補 察 ) 落 宣 寺 (日 夢 ゆ か り の 名 章 、 五 重 意 ) っ タ 刻 : 作 トビ シマ カン ゾウ 咲く 座 大 な 大 野生 城 
人 ・ 作 由 泊 (源泉 か け 流し 美肌 の 湯 で お 真 ぎ 下さ い 。 佐渡 食材 の 海山 
の 幸久) 。 e 
佐渡 の 胡 史 は 古く 、 約 1 万 年 前 に は 人 が 住ん で いた 
午前 : 央 ユニ つ 旬 へ 大 野 電 (黄色 に 染まる トビ シマ カン ゾウ 衝 落 ) - 突 閣 海 6 呈 呈 
用 semi 休 居 を る ダイ ナミ ッ ク な 和光 山 (人 400 年 の と いわ れ ま す 。 佐渡 金山 は 世界 追 産 介 録 へ の 推 詠 も 出 
歴 中 醒 ) つ 夕刻 : 同 宿泊 ( 連 泊 で ゆっ くり ) 決定 。 例 年 月 下旬 か ら 見 頃 を 迎え る トビ シマ カン 旅 
午前 : 宿 つた ら ( 舟 体験 、 青 の 洞窟 ( 小 午 船 で 透き通る オー シャ ンプ ルー の PC NIR 
和 へ ) 科 (5 有 で えた 昔 の 面 末 を 多 す 長者 ヶ 橋 両津 ソウ 評 簿 も 訪ね ます 。 ご 窒 泊 は 名 湯 「 作 剛 温 朱 .」 を ゥ 
ッ ト フ ォ イル 新潟 港 ラ タク シー また は パス ー ご 用 意 。 か け 流 し の 湯 と ゆとり の 部 屋 で お 寛ぎ 下 き オ 
= 大 東京 (19:00 ご 20:00 着 ) 新雪 空港 伊丹 港 (20:00~20:50 着 ) い 。 悠久 の 歴史 と 自然 に あふ れる 3 日 間 の 島 旅 で す 。 ヵ 


) 
コ 


Ta | 


其 ご と で 族 計 で 由 斗 前 ・ 押 避 | 肖 


溢 喘 


当 本 雪 郵 


| さ ーay 沙 三 | 意 凍 つつ ー 


P8 に ゃ 一 部 音楽 コー ス の 掲載 が ご ざい ます ! ぜ ひこ ご覧 下さ い 。 


ばり 音楽 の 者 浜松 の 楽器 博物 館 見 学 な ど 音 楽 の 旅 な ら で は の 内 容 を 楽し む 陸 RNo] = 
「 風 景 美術 館 」 日 本 平 ホ テル 滞在 と 
富士 山 静岡 交響 楽団 演奏 会 鑑賞 


旅行 代 主 ( 大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 


※ 利 用 バ 
ジョ イ ッ プ の 
※ 部 屋 タイ プ : 洋 主 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 平 ホテ ル 
いて は P39 を . (下さ い 。 ※※ 写 真 は 全て 中字 が ホテル 
す 。 ※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変 更に な 客室 パル コニー 
る 場合 が あり ます 。 予め ご 了承 の 上 、 お 申込 み 下 さい 。 か ら の 眺め 


行程 バス 中 豚 空 要 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (800~10:00 発 ) 三品 川 三 新横浜 新 大 阪 8.30 こ 10:30 発 ) 三 京都 ニ 
三 浜松 名 古屋 三 浜松 


指揮 : 広 上 淳一 


GODaek6oNVMFC 


松 市 楽器 博物 館 日 本 で 礁 一 の 公 立 楽 習 博 物 ) > タ 刻 : 日 本 平 ホテ ル 泊 ( 眼 


下 に 広がる 肝 河 湾 、 遠 く 伊豆 の 山々 を 見 渡し 、 正 面 に 起 放 富士 を 望む 絶好 の 
ロケ ーション 。45 平 米 の 広 さ を 持つ お 部 屋 に 宿泊 し 、 広 々 と し た バル コニー 
か ら 富士山 の 絶景 を 陸 め る ) 日 本 平 ホ テル 全景 ガ ジ ェ ヴ 
午前 : 宿 一 日 本 平 夢 テラ ス (展望 デッキ で 富士 山 を は じ ぬ 、 三 保 松原 、 殿 河 湾 、 
表 同 市 内 な ど 860 度 の 時 記 ) ロー プ ウ ェ ー 本 国宝 ・ 信 能 山東 県 宮 ( 和 川 表 康 公 な 3 
を 記 る 素早 宮 の 元祖 。) ++ 駐 車場 静 市 清水 文化 会 館 マ リナ ー ト (昨年 、 静 ea 
岡 交響楽 団 と 浜松 フィ ル ハ ー モ ニー 管弦 栄 団 が 合体 、 富士 山 静 岡 交響 楽団 と Sa 3 
し て 新た に スタ ー ト を 切っ た 。 第 111 回 定期 演 奉 会 を A 席 より 鑑賞 /14:00 半 指 押 : 広 上 当 一 了 95 の 
沈 つ ログ ラ 
チャ イコ フス キー ビア ノ 協 奏 貼 第 1 番 変 口 短調 op.23 
前 肌 = 前 加古 屋 京 者 リト スキ ー= コ ル サ コ フ / 間 生 「 シ ェ ヘ ラサ ー ド 」 op5 


東京 (7:30- 新 大 阪 (18:3020:00 着 ) 


3 ゆ 標高 840m の 底 美 術 館 : ガ ー デ ン ミ ュー シア ム 比 加 を 散策 |6AEssWao 
琵琶 湖 の 景色 を 堪能 ! 48 現地 発 者 |6CES5W30 
京都 市 交響 楽団 演奏 会 鑑賞 CCUR 


日 7 月 17 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
- 114.000 円 122.000 円 
8 90.000 円 98,000 円 


※ 洲 華中 は 初日 東 京 駅 か ら 最 終日 東 京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 福 : ヤサカ 観光 バス 、 東 勤 
光 、 奈良 交通 の いずれ か ※※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P39 を ご 
走 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 出 注 者 ・ 内 容 は 予告 な く 変 更に な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 の 上 、 お 
申込 み 下 さい 。 


行程 バス 須 空 機 一 徒歩 = 列車 一 前 ++ そ の 他 
東京 (⑧:30 こ 10:30 発 ) 王 品川 王 新 横浜 京都 (11:00 こ 13:00 発 ) 
名 古屋 = 京都 
ー 下 帆 神 社 (世界 遺産 の 御社 に 参拝 ) 京都 コン サー ト ホ ー ル (京都 市 交響楽 京都 市 交響 楽団 
団 第 669 回 定期 演奏 会 を S 席 より 鑑賞 /14 時 半 流 ) タ 刻 : 京 都 束 急 ホテ ル 第 669 回 定期 演奏 会 
泊 (風花 」 に て 洋 コ ー ス タ 食 ) 
午前 : 窒 比 吉 山 ド ライ プ ウ ェ イ ーー ガー デン ミュ ー ジ アム 比 部 (標高 840m 指 介 大 友 直人 ( 桂 沸 揮 者 ) TCPWPWPW TCP 
の 比 癌 山 山頂 で 涼風 の 中 を 散策 、 陶 板 に 再現 され た 絵画 と 季節 ご と の 花 が 咲 プログ ラム 1 
き 誇る ) 一 比 避 山 ド ライ ブウ ェ イー 大 津 魚 忠 (登録 有形 区 化 財 て 季 輝い 
節 の お 料理 を 盛り こん だ 手 か ご 井 当 屋 食 ) 佐川 美術 人 ( 水 攻 に 浮 | た べり リウ 
ず む 建物 自 体 が アー ト な 宅間 で 、 日 本 男 家 ・ 平 山 都 夫 、 財 世家 ・ 佐良 、 交 革 家 交 韻 第 6 番 ニ 短 主 作品 104 
五代 吉 左 衛門 ・ 業 直入 の 作品 を 第 賞 ) 琵 倒 清治 い を ドラ イブ ・ 近 江 大 梅 つ ヴォ ー ン ・ ウ ィ リ アム ズ : 
吉 都 三 名 古屋 三 新 和 泌 三 品 川 三 計 吉 都 15:30 =17:30 着 交 鶴 曲 第 2 番 「 ロ ンド ン 交 槍 曲 款 都市 交 因 楽団 


東京 (19:0021:00 攻 ) 


宿泊 は ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ ・ ガ ー デ ンタ ワー で 優雅 な 滞在 
プロ ー ド ウェ イミ ュー ジ カ ル 
『 コ ー ラ スラ イン 」』 鑑 賞 


了 行 代金 (大 人 お ひと り 秩 ) 


2 人 ] 室 1 人 1 
90,000 円 106,000 円 
115,000 円 131.000 円 


※ 流 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 東 加 観光 バス また は Km モビ リティ サー ビス 

※ 部 屋 タイ プ : 洋 土 

※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 状況 
は 、 見学 地 を 変更 させ て い 。 


ホテ ル ニ ュ ーー タニ ・ 


り 美 馬 館 が 休館 と な っ た 場合 


ガー デン タワ ー 客 室 
バス 豚 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
新 大 阪 (9:30~11:30 欧 ) 三 京都 
名 古屋 三 東京 
つ 三井 記 訪 美術館 (2022 年 4 月 リニュ ー ア ルオ ー ブ プン 、「 隊 の 湯 の 周 選 中 展 宙 ) 
つ 午後: 示 テ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ ・ ガ ー デ ンタ ワー (高層 ホホ テル か ら 東 京 の 景色 
を 読め る 、 チ ェ ッ ク イ ン ・ 体 意 ) 一 Bunkamura オ ー チ ャ ー ド ホー ル (リバ イ バ 
ル 版 の 来 日 公演 は 4 年 ぶり と な る プロ ー ド ウェ イミ ュー ジ カ ル 『 コ ー ラ スラ 
イン 』 (※ 生 演奏 英語 上 演 / 日 本 語学 暮 あり ) を S 席 より 鑑賞 /18 時 開演 一夜: 
同 窒 泊 _- 
午前 : 宿 (ゆっ くり 11 時 出発 で お 寛ぎ 下さ い ) 一 川 千 家 ( 駅 天 参道 の 老 靖 料亭 で 、 
うな 重 が メイ ン の 会 席料 理 屋 食 ) … 柴又 遍 釈 天 (参拝 、 映 画 の 舞台 と な っ た 昔 僧 か 
し い 商 店 街 を 散策 } > 国立 西洋 美術 館 (2022 年 4 月 リニュ ー ア ルオ ー プ ブン 、『 自 閑 と 
人 の ダイ アロ ー グ フリ ー ド リヒ 、 モ ネ 、 ゴ ッ ホ か ら リ ヒ タ ー ま で 」 展 藩 賞 ) つ 
東京 (16:30~18:30 着 ) 東京 名 古屋 一 京都 ニ 
新 大 阪 (19:00-21:00 着 ) 


行程 
東京 (12:00~<14:00 発 ) 


師 : 山 田 隆彦 氏 ( 日 本 植物 友の会 副 会 長 ) 
湖沼 の 国 ・ 裏 骨 欄 

雄 国 沼 の ニッ コウ キス ゲ を 訪ね て 
鼻 


4 
出発 6 月 21 日 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ] 
PEI 1 人 ] 室 
- 東 京葉 96,000 円 104,000 円 
下地 発 着 83,000 円 91.000 円 
※ 添 筐 員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 パス 会 社 : 福島 計 通 また は 会 津 パ バス 
※ 部 屋 タイ プ : 洋 
※ 写 真 は 本 て イメ で す 。 
※ お 花 を 観察 し な が ら 歩き ます 。 ハ イキ ング ・ 胃 登 山 の 服装 で ご 参加 下さ い 。 

の 開花 状況 は 気象 条件 に よっ て な 右 さ れ 、 ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 

行程 ー バ ス 沼 舟 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


東京 (6:3010:30 欧 ) 三 大 宮 三 福島 福島 (10:00<12:00 発 ) 

区 朱 吾 孝 ス カイ ライ ン 一 浄土 平 駐 車場 ( 衣 補 朝日 国立 公園 の 一 部 で 、 標 
高 約 1.600m に 位置 する 兆 土 平 。 高山 植物 咲 く 湿原 と 周辺 の 噴火 に より 生成 され 
た 火山 訪 原 が 広がる 。 ワ タス ゲ や イワ カガミ 、 マ ル バ シ モツ ケ な ど ) つ 毅 朱 吾 妻 ス 
カイ ライ ンー タ 刻 : 要 碧 柳 レイ クリ ゾー ト 五色 の 森 泊 (国立 公園 内 に 位置 す 
る リゾ ー ト ホテ ル 、 ゆ っ た り 広 め の ス ー ベ リア ツイ ン 、 雄 大 な 栓 原 湖 を 眼下 
| に 望む 絶景 吉 天 風呂 で 寛ぐ ) 

午前 : 宿 一 雄 国 萩 平 駐車 場 っ [シャ トル バス ] つつ 金沢 足 … ニ ッ コ ウキ スゲ が 
咲き 誠 る 雄 国 沼 湿原 を 散策 … 金 沢 峠 [シャ トル パス] 一 雄 国 和平 駐車 場 
裏 甘 可 高原 ホテ ル (季節 の パス タラ ンチ ) 一 中 瀬沼 自然 控 勝 路 ( 裏 和 柳 に 自生 す 
る 山野 章 を 観察 、 中 沿 当 を 一 望 する 展望 合 へ ) つ 


郡山 三 大 宮 三 東京 (17:00 て 19:00 着 ) 郡山 (15:00 て 17:00 着 ) 


6AEFsW40 


掲載 No| 東京 発 

49 eleewg 
『 最 少 催 行人 貞 : 10 名 

ロロ eo 


@GimlTucce 


プロ ー ド ウェ イミ ュー ジ カ ル 「 コ ー ラ スラ イン 』 


ここ が オス ス メ ! 
慰 リバ ベイ バル 版 の 来 日 公演 は 4 年 ぶり の 実現 と な る 
「 プ ロー ドウ ェ イ ミュ ー ジ カル コー ラス ライ ン 」 
を S 席 より 第 賞 。 
ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ ・ ガ ー デ ンタ ワー に 宿泊 し 、 
高層 ホテ ル か ら 新 都心 赤坂 、 銀座 方 面 な どの 東京 
の 景色 を 眺め る 。 


今年 リ り ニ ュー ア ルオ ー プ ン の 2 つ び 美術 館 を 見 学 。 


掲載 No| 


東京 発 | 6AEC5S00 


6CEC5S00 
『 最少 催行 人 員 : 10 名 


中 瀬沼 展望 台 


E 憶 坪 され て いる 故国 沼 湿原 。 ニ ッ 

コウ キス ゲ 生 息 株 敷 は 、 な ん と 尾瀬 を 上 回 り 日 本 一 。 
標高 1.000m を 越え る 湿原 に ニッ コウ キス ゲ が 咲き 

り 、 黄 色 い じ ゅ うた ん を 敷き 詰め た よう な 幻想 的 
な 景色 が 広がり ます 。 裏 綿 柳 ・ 中 瀬沼 自然 探勝 路 で 
は 、 裏 毅 和 に 自生 する 山野 草 を 観 祭 し な が ら 、 展 望 
吾 へ 。 眼下 に は 中 瀬沼 の 箱 降 の よう な 美しい 湖 と 森 
が 広がり 、 そ の 典 に は 雄大 な 毅 桶 山 が 一 望 で きま す 。 


) 
〇 
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| 落 G 誕 短 | で 中 斗 前 拓 届 | 3 


滋 喘 


1 
0 
0 
名 
城 
山 
旅 
ゥ 
【 
ク 


30 


<B 同 行人 送風 男 氏 学習院 大 学 講 人 ) 
遡り 日 本 書 紀 
第 1 回 聖 武 天 皇 の 生涯 を 訪ね て 


正 ーー 


4 
民 還 5 月 28 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
し ea | 1 い 人 
164.000 円 
137.000 円 


※ 濾 中 は 初日 京 駅 か ら 最終 日 束 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 全社 : 良 交通 、 奈 良 観光 パス 、 
大 和 高 原 通 の いずれ か ※※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発 、 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ 
い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 ッ バ パス 当 基 空 … 徒 歩 = 列車 一 船 + せ その 他 
東京 (8:00 て 10:00 発 ) 三 品川 三 新横浜 大 和 西 大 寺 (12:30 て 14:30 発 ) 
三 名 古屋 = 京都 三 近鉄 特急 ニ 
大 和 西 大 寺 
つ 平 城 宮 跡 法華 寺 (光明 皇后 創 四 ) … 海 腸 王 寺 (光明 皇后 宮 ) 夕刻 : ホ テル 
日 航 奈 良 泊 
午前 : 宿 : 宮 光 寺 (行基 創 寺 、 東 大 寺 大 仏 建立 の た め の 布 教 活動 の 拠点 と な っ た ) 
つ 泉 橋 寺 (行基 創建 四 十 九 院 の 一 つ ) 一 恭 仁 京 似 つ 安 預 親 王 腔 ( 昌 直 天皇 策 政 
ま の 出 で 抹 だ 5 計 本 (春日 宮 天 皇 ) 険 つ 夜 : 同 


宿 一 元 明 天皇 際 ・ 元 正 天皇 陵 一 聖 武 天皇 皇 太子 那 富山 墓 つ 聖 武 天皇 
附 ・ 光 明生 后 険 一 新 薬 師 寺 ( 交 明 宇 后 が 夫 ・ 下 武王 の 交 所 回 復 を っ て 介 ) 
Pr (創業 以来 の メイ ンダ イニ ング ルー ム 「 三 笠 」 に て 洋 コ ー ス 昼 


寺 つ 
1 0 京都 王 名 古屋 近鉄 奈良 (14:4016:10 着 ) 
東京 (8 析 


: 入 仁志 氏 (長崎 巡礼 セン ター 事務 局長 ) 
五島 列島 全教 会 を 巡る 
蝶 峨 久賀 ・ 奈 留 島 篇 


中 人 6 月 17 日 、9 月 3 日 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ] 
| 時 移 |。)。= 2 人 まき | 1 人 1 きま 
東京 205,000 円 215,000 円 
玩 163.000 円 173.000 円 


※ 利 用 バス 会 社 : 西 色 パス 、 長 崎 パ ス 皇 光 、 五 鳥 動 車 、 長 崎 時 営 パ ス の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋 
室 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 


羽田 空港 (7:3010:00 発 ) 写 
長崎 また は 福岡 空港 つ 長 崎 洪 


ーー バス 呈 大 空 機 徒歩 = 列車 一 船 せ そ の 他 
長崎 港 (14:3016:30 発 ) 


・ 夕 刻 : 福 江 ・GOTO TSUBAKI HUTEL 泊 (五島 和 会 需 夕 食 ) 


: 居 … 港 一 久 加 島 ・ 港 + 浜 妥 雪 会 中 屋 の 邊 記念 教会 +T 旧 五 較 教 会 … 港 
江上 教会 ++ 南 越 教 会 ( 車 密 ) + 奈 留 教会 ++ 港 福江 港 つ 鬼 岳 (福江 島 

シン ボル ) っ タタ 刻 : 同 ホテ ル 泊 (イタ リア ンタ 食 ) 

軒 宿 一 福江 教会 つ 方 の 浜 浦 頭 教会 堂崎 教会 宮原 教会 ++ 半 泊 教 会 


一 内 津 港 て 座 央 島 港 … 虹 島 教会 … 港 ご 内 浸 港 つ 具 津 教会 タ 刻 : 同 ホテ 
ル 泊 

午前 : 窒 。 橋 原 教会 ・ 杭 原 獲 + 水 ノ 清吉 全 > 打 折 救 会 肖 三井 楽 二 
ー 滑 の 元 キリ シタ ン 墓 地 つ 玉 ノ 消 才 会 > 井 持 消 教 会 ( 天 ルル ド ) つ 立 谷 才 
会 と 入 口 車窓) 繁 教 会 
五島 福江 空港 長崎 空港 っ 
羽田 空港 0.50 ヾ 22:50 着 ) 


五島 福江 空港 (16:00 一 18:00 音 ) 


真人 : 一 和 肝 団 法人 半 衣 県 ビジ ター ズ ビ 写真 
ュー ロー ビューロ ー 


(公社 ) びわ ゎ こ ビジターズ 


平城 宮 跡 (第 一 次 大 極 典 ) 


紫 香 楽 宮 外 


日 本 書 紀 は 聖 武 天皇 の 正当 性 を 明らか に する た め に 
編 まれ た 歴史 書 で す 。 日 本 書 紀 の 舞 吾 を 訪ね る 旅 の 
スタ ー ト に 平城 宮 跡 や 蒸 仁 宮 跡 ・ 菜 香 楽 宮 跡 、 東 大 
寺 ・ 法 華 寺 ・ 新 薬師 寺 ・ 泉 橋 寺 、 聖 武 天皇 ・ 光 明香 
后 陵 や 安積 林 二 の 墓 な ど 、 聖 武 天皇 56 年 の ゅ か り の 
地 を めぐ り ま す 。 日 本 に 伝 存する 最 古 の 正史 「 日 本 
書 紀 」 を 遡る 旅 の 始ま り で す 。 皆 様 の ご 参加 を お 待 
ち し て お り ま す 。 


掲載 No| 


52 現地 者 | 6CEY5R20 


食事 
朝 3、 昼 4、 夕 2 
『 最少 催 行人 員 : 10 名 


早期 8 前 明 介 


長崎 上 


東京 発 | 6AEY5R20 


堂 崎 教会 
@ 長 了 県 光 癌 還 


江上 天主 堂 


師 : 入 口 仁志 氏 (長崎 巡礼 セン ター 事務 局長 ) 


外食 志 る 
島 ・ 震 松島 入 


至 通 


日 10 月 16 日 、11 月 9 日 
随行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
1 
東寺 179.000 円 191.000 円 
現地 149,000 円 161.000 円 


※ 利 用 パス 会 福 : 西 凶 バ ス 、 長崎 バ ス 観 光 、 上 五條 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋 室 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 ー バ ス 当 航空 仁 … 徒 歩 = 列車 一 船 その他 


羽田 空港 (9:30 一 12:30 発 ) ユ 長崎 港 (16:00 一 17:00 発 ] 
長崎 また は 福岡 空港 一 長崎 港 


て 有川 港 夜 : 新 上 五島 町 ・ ホ テル アオ カト 上 五島 泊 

朝 : 宿 一 大 平 教会 一 有 福 教会 > 土井 ノ 清 教会 つ 土 井 ノ 浦 港 て キリ シタ ンク 
ルー ズー キリ シタ ン 洞 窟 、 若 松瀬 戸 卿 の 首 一 弾 根 教 会 大 水 教 会 つ 小瀬 
江 教 会 一 促 知 教会 っ 米山 教会 一 夜 : 新 上 五島 町 ・ 


つ 浜 串 教 会 (希望 の マリ ア 像 ) -> 旧 綱 ノ 浦 教会 > 頭 ヶ 島 教 会 … 丸 慣 教 
会 一青 砂 ヶ 浦 教会 夕刻 : 新 上 五島 町 ・ 同 ホテ ル 泊 


旧 宿 一 冷水 教会 つ 青 方 教会 大 細 教 会 つ 外 次 教会 一 佐野 原 教会 船 肌 


間 : 宿 つ 猪 / 清 教会 つ 焼 大 教会 真 手 ノ 滑 教 会 つ 中 ノ 浦 教会 高井 旅 教会 
ー 福 見 教会 柚 教 会 一 若松 大 洒 教 会 一 有川 港 ー 

長崎 港 一 長崎 空港 長崎 港 (15:30~-16:30 状 ) 

羽田 空港 (20:50 一 22:50 着 ) 


6CEY5R40 
『 最少 催行 人 員 : 10 名 


中 ノ 浦 教会 な 長 和光 


頭 ヶ 島 教会 な 胡 和 上質 


: 入 口 仁志 氏 (長崎 巡礼 セン ター 事務 局長 ) 


五島 列島 全教 会 を 巡る ・ 番 外 編 
( 旧 野 首 教会 ・ 小 値 賀 教会 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 枯 ) 
相 eB08Pae 2ure | いな 
東京 発 194,000 円 206,000 円 
大 孤 寺 184.000 円 196.000 円 


大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 涯 工員 は 初日 長崎 空 潜 か ら 最終 日 長崎 空港 まで 同行 し ます 。 
TPA 長崎 バス 明 光 、 西表 バス 、 上 刻 島 話 通 の いずれ か ※ 部 屋 タイ ブ 1 治 日: 洋室 2 泊 
目 : 和室 3 泊 目 : 洋 室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ー バ ス ユ 航 空 機 徒歩 
伊丹 空港 7:00 て 10:00 人 加 ) 
長崎 空港 


= 列車 一 般 せ そ の 他 


つ 長 崎 港 ご 奈良 尾 港 一 大 教 会 つ 青 砂 ヶ 清孝 会 つ 元 海 寺 [ 車 窟 ] ( 導 川 与 助 
に よる レン ガ 造 の 山門 ) っ 夕刻: 新 上 五島 町 ・ ホ テル アオ カ 上 五島 泊 

萌 : 倫 一 頭 ヶ 島 教会 ( 花 の 御堂 、 五 造り の 教会 ) 一 港 - 小 値 賀 島 + 小 値 人 教会 + 
港 て 野崎 島 … 旧 野 首 教会 … 野 首 港 て チャ ー タ ー 舶 で 五島 か ら 平 戸 へ 海 か ら 
望む 吾 地 ・ 中 江 の 鳥 、 安 満 岳 て 平戸 ・ 港 サタ 刻 : 国 際 観光 ホテ ル 謀 松 亭 泊 


| 較 宿 つ ザビ エル 教会 … 寺 院 と 教会 見 える 風景 組 差 孝 会 ( 然 呈 肪 に 


よる 白 華 の 教会 ) マウ シワ キ の 礎 つ 根 閣 子 の 浜 一 春日 集落 (世界 遺産 の 集落 ) 
つ 山 田 教会 島 の 館 ( 歌 オ ラ シ ョ の 紹介 ) 一 田平 教会 夕刻 : 佐 世 保 ・ 弓 張 の 
了 丘 ホ テル 泊 ( 九 十 九 島 、 佐 世 保 港 を 見 下ろ す 絶 温泉 ホテ ル ) 

所 清史 貴 公 園 (長崎 開港 前 、 か つて の 大 村落 の 港町 ) 一 絶景 ! 断崖 
0 道産 、 出 津 才 会 、 ド ・ 品 神父 
人 館 、 旧 出 当 助 也 な ど ) つ 遠藤 周作 文 学 館 ( 和 の 概 し た 外 江 の 絶 果 、 五島 
ST 


崎 空 港 長崎 空港 
8 Ip=00 伊丹 空港 (20:00~21:00 着 ) 


回 Ne 6AEY5R30 | 主 


54 中 
大 孤 発 | 6CEY5R30 | as a。 53 


『 最少 催行 人 員 : 12 名 


東京 発 


野崎 島 ・ 
旧 野 首 教 会 


で 長 績 光 吉 


遠い 昔 か ら 海 を 通じ て アジ ア と = 
は じ め ョ ヨー ロッ パ の 国々 と の 交 
平戸 に は 多く の 教会 が 建ち あ 、 キ リ シ タ ン 文 化 が 根付 


直 ば れ 、 オ ラン ダ を 
災 流 が 盛ん に 行わ れ た 


きま し た 。 時 は 流れ 、 現 在 この 地 に 残る 教会 
と ん ど が 、 実 は 明治 以降 に 五 偶 や 黒鳥 、 外 海 か ら 移 
住 し た キリ シタ ン が 建て た る の な の で す 。 上 五島 か 
6 平戸 、 定 期 航 路 の 無い ルー ト を チャ ー タ ー 毅 を 利 


用 し て 潜伏 キリ シタ ン に 思い を 馳せ な が ら 鉛 り ま す 。 


の 


| ー+ キ V み デ | 浴 ゆ 器 記 時 蛋 | 


| 蓋 こ と で 族 邊 | ミコ 斗 前 ・ 刷 | 滋 


潤 咽 


1 

0 
0 
名 
城 


| いこい まり コ | 


| ー ュ 四 Y み ー コ | 洪 ゆ 澤 記 咽 蛋 | 


| 落 ご G 誕 誠 | で 員 斗 交 ・ 押 届 | 3 
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| 全 


3 同行 講師 平野 芳 英 氏 (荒神 谷 博物 館 学芸 願 問 ) 


[過重 佑 ] 一 ーー 一 
平野 芳 英 氏 の 株 


12 名 限定 ・ 出 雲 の 石 神 さ ん 』 を 訪ね て 


ぐ て 古代 の 人 々 が みた 自然 の 神々 て 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 税 ) 


) 更 。  162.000 円 _ 170.000 
142.000 円 150.000 円 


39 きか 生き まで 内 し ます 。 和 有 【 ス 人 サン フラ ワー 和 
部 屋 タイ ブ 現地 合 光 に つい て は P39 を ご 参 照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ 
人 まん Gth な ど に 人 計る 呈 合 か あい に 9 あま やす い 則 ・ お 中 で こまい 、2 昌 の 
軍神 社 は 台場 か ら 9800m お 水 き い た だ き 、 約 300 克 の 石 身 を 上 リ ま す 。 
行程 ー バ ス 当 舟 空位 … 徒 歩 = 列車 一 般 その 他 
羽田 空港 7:0010:30 発 ) づ 出雲 空 港 伊丹 空港 (9:00 一 11:00 発 ) 出雲 空港 
つ 出 雲 市 ・ 立 石神 社 (「 た て いわ さん 」 の 3 つの 荘 虎 な 巨岩 ) つ 千 把 が 滝 (島根 半 
鳥 部 最大 と され る 崖 ) 一 松江 市 ・ 恵 暴 神 社 (地域 を 見 守る 「 産 王 さ ん 」) 一 佐 太 神 
社 (出雲 国 三 大 社 の 内 の 一 つ ) 一 生 馬 神社 ( 道 返 社 を 神 と する 件 神体 ) ユ タ 刻 
松江 エク セル ホテ ル 東 急 泊 (出雲 の 石神 さん 」 講 座 、 洋 コー スタ 食 ) 
午前 : 宿 一 出 守 市 ・ 韓 神 社 (人 里 郊 れ た 山中 で 巨石 に 抱か れ た 本 社 ) 木佐 家 
の 要 石 ( 国 引 き し た 国 を 留め る と いう 石神 ) 一 大寺 薬師 収蔵 庫 ( 世 加 来 学 像 な 
と 著名 な 平安 公 像 群 ) 一 多 倍 神社 (「 首 岩 」 と 呼ば れる 2 つの 巨石 ) 一 鬼 の 尻 揚 涯 ( 現 
代 に 出現 し た 巨 震 ) 一 須佐 神社 ( 当 佐 之 男 合 御 魂 針 め の 御社 ) 一 雲南 市 ・ 飯 石神 
社 (地名 由来 の 女神 を 祭る ) 一 地元 料理 店 に て 和 会 席 夕 食 つ 夜 : 同 宿泊 
避 : 宿 守 南 市 ・ 須 我 神社 (日 本 初 交 宮 ) > 須 我 神社 ・ 奥 の 院 ( 子 3 神 を 祭る 3 
つの 巨石 ) っ 塩釜 神社 ( 巨 震 の 狭い 問 を ぬっ て 参拝 ) > 鮭 神社 > 松江 市 ・ 女 夫 岩 
遺跡 (古代 祭 志 の 土器 片 が 出土 ) つ 来 待 ス トー ン ( 石 模 材 と な っ た 来 待 石 を 紹介 ) 
> 石 避 神 社 (地名 由来 の 神話 に 関わ る 大 石 と 猪 石 の 巨石 ) 
出 寺 空港 羽田 空港 (17:30 一 20:45 弟 ) 出雲 空港 伊丹 空港 (16:00 一 18:00 着 ) 


3 同行 講師 : 平 野 芳 英 氏 ( 荒 神谷 博物 館 学芸 願 問 ) 


雲 神話 と 古代 史 の 舞台 


雲 の た た ら 製 鉄 と オロ チ 伝説 の 地 


信行 代金 (大 人 お ひと り 栓 ) 


| 出発 | 由 発 地 | = 2 人 ま 。 | 1 人 1 
] 球 発 。 156.000 円 162.000 円 
136.000 円 142,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 浅 中 は 初日 出 肝 空 港 か ら 最終 日 出 雲 空 洪 ま で 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : サン フラ ワー 観光 ※ 部 屋 タイ プ 1 泊 目 : 和室 (パス な し ・ ト イレ 付 ) 2 活 目 : 洋 
室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ー バ ス 号 航 空 僕 
羽田 空港 (9:30~11:00 発 ) 出雲 空港 伊丹 空港 (10:00 こ 11:00 発 ) 出雲 空港 
安来 ・ 和 鋼 博 物 館 (日 本 で 只 一 の た た ら の 総合 博物 館 ) 金屋 子 神社 (タタ ラ 
最 治 の 守護 神 ) 一 奥 出 異 と 刀 刻 館 ユ 夕刻 : 亀 営 温 泉 玉 峰山 荘 泊 (温泉 
ら 製鉄 」 レ クチ ャ ー) 

朝 : 宿 一 大原 新 田 ( 紗 鉄 採取 の た め の 価 穴 流し 跡地 に 拓 か れ た 舞田 ) 一 伊賀 武神 社 


・ ( 元 八 画 垣 神社 、 靖 の 池 ) 一 神原 神社 古墳 (大 量 の 次 器 が 出土 し た 古墳 ) つ 天 が 淵 ( ヤ 


… 徒歩 = 列車 一 船 せ そ の 他 


マタ ノ オ ロ チ が 暮らし た 場所 ) -y 温泉 神社 ( 利 田 姫 の 両 季 が 暮らし た 場所 ) > 鉄 の 
歴史 博物 館 ( 金 屋 子 神 の 信仰 紹介 、 記 名 映画 「 和 和希 風 土 記 」) … 吉 田町 (鉄山 経営 
者 「 田 部 家 」 の 企業 城下 町 、 土 茂 群 な ど 当時 の 面 彩 を 残す 町 を 散策 ) 菅谷 た た ら 
山内 (全国 で 唯一 今 に 残 る 菅谷 高殿) 夜 : ツ イン リー プス ホテ ル 出 雲 
萌 : 宿 つ 朝 日 た た ら 跡 ( 括 例 を 見 な い 複 雑 で 捕 巧 な 地下 構造) 宮本 鍛 治山 内 中 
丈 GL 戸 時 代 製 鉄 人 を 営ん だ 田代 井 家 の 製鉄 基 ) 堤 神 新 唆 神社 (国内 で 唯一 
間 午 を 称す る 社 ) > 静 之 窟 (大国 主命 と 少 彦名 命 が 国造 り の 策 を 練っ た 場所 ) 

出雲 空港 羽田 空港 (17:30~18:30 着 ) 出雲 空港 伊丹 空港 (16:00~17:00 着 ) 


1951 年 島根 県 生ま れ 。 熊 本 大 学 大 学院 文学 研究 科 修 了 。 島 根 県 八雲 立つ 風土 記 の 丘 
勤務 後 、NP 0 法人 出雲 学研 究 所 、 荒 神谷 博物 館 副 館 長 を 経て 現職 。 著 書 :「 古 代 出雲 
を 歩く (2016)」( 岩 波 新書 ) 他 


出雲 市 ・ 埋 意 神 社 佐 太宰 社 


『 出 寺 国 風土 記 』 に 「 石 神 あり 」 と 記さ れる 出雲 の 自 
然 神 信仰 。 古 代 か ら 続く 神社 の 御 神 体 と きれ 、 山 深 
い 森 に 荘厳 な 次 を 見 せる 石神 。 今 な お 地域 の 方 々 に 
れ 、 人 の 心 に 宿る 「 出 雲 の 石神 」。 山 深 《 な ど に 
位置 し 、 訪 ね る こと が 難し い 場 所 が 多い で す が 、 今 
回 は 少 人 数 限定 、 小 型 バス を 利用 し て 巡り ます 。 


東京 大 阪 発 
食事 
朝 2、 昼 2、 タ 2 


較 り 


6AEV5R70 


6CEV5R70 
『 最 少 催 行人 貞 : 10 名 


オロ チ が 暮らし た 伝説 残る 天 ケ 淵 


静 富 


中 国 山地 の 自 か ら 流れ 出す 伊 川 流域 に は 、 ヤ マタ 
ノ オ ロ チ の 伝承 地 が あり ます 。 古く は 4 世紀 中 頃 の 
神原 神社 古墳 か ら は 、 国 内 で 2 枚 し か な い 「 景 初 三 
年 銘 三 角 緑 神 獣 鏡 」 と 共に 多く の 鉄器 が 出土 し て い 
ます 、 ま た 、 人 奈良 時 代 の 『 出 雲 国 風土 記 』 に は 、 流 
多 小川 や 飯石 小川 の 項 に は 「 鐵 あり 」 と あり 、 当 時 
か ら 美 伊川 流域 の 砂鉄 を 利用 し て 、 鉄 器 生産 が 行わ 
れ て いた こと が わか り ま す 。 人 々 の 生活 を 潤す 圧 伊 
川 の 水 と 新た な 生活 手段 と な っ た 鉄器 を 作る 鍛冶 の 
炎 、 こ の 「 水 」E 「 炊 」 が ヤマ タ ノ オ ロナ 伝説 の 根 
底 に ある と 考え られ ます 。 奥 出 寺 中 心 に 残る オロ チ 
神話 伝承 地 と 製鉄 壮 も た どり な が ら 、 出 寺 の 製鉄 
文化 を 探る 旅 に 出かけ ませ ん か 。 


日 本 100 名 培 。 


・ 今 | ロ 
首 里 城 ・ 今 帰 仁 城 ・ 中 城 城 12 
沖縄 に ある 日 本 100 名 城 は すべ て 世界 遺産 に 登録 きれ て いま 
す 。 沖 縄 独特 の 石垣 や 門 を 備え た 首 里 城 で は 、 守 礼 門 を 通っ 
て 復興 作業 中 の 広大 な 公園 を 見 学 し ます 。 海 の 眺め が 美しく 


長大 な 城 惑 が 続く 今帰仁 城 、 多 数 の 郭 が 残る 中 城 城 ん めぐり 

335 旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 

5 1 人 
118,000 円 121.000 円 


ーーTm_aYa 
※ 利 用 バス 会 社 : 沖縄 バス また は 那 江 パ ス 
※ 部 屋 タイ プ : 洋 宇 


行程 ユ バ ス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 胆 + そ の 他 
伊丹 空港 また は 関西 空港 (7:30-9:00 発 ) 己 那覇 空港 
つ 玉 険 (世界 導 王家 一 族 が 眠る 沖縄 最大 の 草 ) 一 【100 番 ] 首 時 城 


(世界 遺産 、 琉 球 王国 の 宮 徴 ) > 夕刻: 那覇 ホテ ル ロ コ アナ ハ 泊 ( 四 つ 
性 久米 店 の 琉球 料理 タ 食 へ ご 案内 ) 


彰 : 宿 つ 【98 番 今帰仁 城 時 (世界 遺産 、 北 山王 の 居 域 ) つ 【99 番 ] 中 
城 城 (世界 遺産 、 ベ リー 絶賛 の 系 坂 技術 、 太 平 洋 と 東シナ海 の 財 ) 


那 一 空港 伊丹 空港 また は 関西 補 港 (19:00 一 22:30 着 ) 


es 。 足 利 
北 関東 箕輪 城 ・ 金 山城 足利 氏 館 8 
山中 に 大 切 堀 呈 土 塁 、 石 垣 が 残る 「 筑 輪 城 」、 方 形 居館 を 守る 
大 規模 な 土 皇 と 水 堀 が 館 の 四 周 を 人 巡る 足利 氏 区 」、 石垣 や 大 
手 虎口 な ど が 復元 整備 きれ 石垣 の 山城 が よみ が える 「 金 山城 


の 北 関東 の 3 名 城 を めぐ で り ま す 、 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 村 ) 


b 遇 電 時 | 2 人 1 更 。 | 1 人 1 
月 束 各 記 64.000 円 65,500 円 
| 大阪 先 。 85.000 円 86.500 円 


大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 弧 日 新 大 阪 駅 ま 
で 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 群馬 パス 部屋 タ イプ : 洋室 交 仙 区 は 人 
15 分 ほど の 山道 を 登り 、 拒 貴 や 曲輪 な ど を 司 攻 し ます 。 


行程 > ッ パ ス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 租 + そ の 他 
東京 (11:0012:00 発 ) 三 大 宮 三 新 大 阪 8:00~9:00 東 ) 三 京都 ニ 
高崎 名 古屋 三 東京 三 高 誠 


ー [16 番 】 基 輸 城 (多数 の 曲 較 が 山上 に 屋 陣 し た 巨大 な 平山 壇 ) つ 

刻 : 高 崎 ワ シン トン ホテ ルプ ラ ザ 泊 

彰 : 宿 つ 【17 番 】 金 山城 (山城 な が ら 域 の ほぼ 全て が 石 提 造 ) [15 番 】 

足利 氏 館 ( 拓 訪 時 代 の 有力 身 家 人 ・ 足 利 氏 の 居 司 ) 

高崎 東京 (16:00 一 17:00 着 ) 高崎 三 東京 三 名 古屋 京都 = 
新 太 阪 (19:00~20:00 着 ) 


季 
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を 
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る 
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ーー ニー 
542 ロコ ___、、 、 MEmmm 『 
TP 58| 炉 叶 6CEYsTS0 
九州 
吉 城 鹿 り コ ーー 
人 吉 城 鹿児島 城 伯 肥 城 人 2 
祭 
中 世 城 郭 の 特色 を 色濃く 残す 相良 氏 歴 代 の 居城 ・ 人 吉 
造り で 築 か れ た 島津 氏 77 ーー アト 
跡 が 西南 戦争 の 歴史 を 伝え る 鹿児島 城 、 伊 東 氏 と 島津 氏 が 長 一 一 
年 争っ た 境目 の 城 ・ 鉄 肥 城 へ 。 和 宿泊 の ホテ ル 展 望 温泉 か が ら は 名 
楼 全 が 正面 に 望め ます 。 亭 
名 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) ホホ 
2 人 ] 室 1 人 ] 室 究 
84.000 円 86.000 円 欠 
※ 全 行程 添乗 旨 が 同行 し ます 。 ーー デ 
※ 利 用 バス 全社 : 南国 舌 通 、 さ つま 交通 、 寄 天 通 の いずれ か 
氷 部 屋 タ イプ : 洋 女 
行程 ー バ ス っ 航空 叱 … 徒 = 列車 一 船 + そ の 他 杜 
伊丹 空港 (9:20 こ 11:20 発 ) 鹿児島 空港 ひ 
 【93 番 】 人 吉 城 ( 直 者 返し を つけ た 正式 石 淵 を 持 本 良 氏 必 代 の 届 と 
地 ー タ 刻 : 記 児島 サン ロイ ヤル ホテ ル 泊 (天然 温 泉 大 浴 場 り 
午前 : 宿 つ 【97 番 】 鹿 児島 城 ( 氏 造り で 築 か れ た 島津 氏 77 万 石 の 城 ) つ 旅 
【96 番 】 伯 肥 城 (「 九 州 の 小 京都 」 話 李 に 建つ 別名 ・ 舞 稚 城 ) に 主 
角 崎 空港 伊丹 空港 (19:00 一 20:30 着 ) 
*448LOOO__T 音 
楽 
ぺり 北東 北 
根城 盛岡 城 : 久 保田 城 と 最少 側 行人 具 : 10 名 一 一 
中 世 の 陸上 尋 南 朝方 の 拠点 と な っ た 城 で 発掘 調査 に 基づい て 主 講 
が 復元 され た 「 根 城 」、 東北 で は 珍し い 花 賠 岩 の 見 事 | 
『 そ び ぇ 立つ 南部 氏 代々 の 居城 「 盛 岡城 」、 伝統 的 な 行 
土 塁 技術 で 築 か れ た 佐竹 氏 の 城 で 、 今 8 土 造 の 城 の 面影 が 残 
る 「 久 保田 城 」 な ど 北 東北 の 3 名 城 も 訪ね ます 。 
旅行 代金 ( 大 人 お ひと り 措 ) 1 
出発 日 2 人 ] 室 1 人 ] 室 0 
下 四 9 月 1OH 間 六 95.000 円 97.000 円 罰 
栄 全 行程 添 生 軸 が 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 岩手 県 北 自 動車 、 弘 南 パス 、 十 和 
田 観 光電 鉄 、 三 人 五 バス の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 城 
行程 バス 航空 北 … 徒 歩 = 列車 > 和 ++ そ の 他 
伊丹 空港 (11:15 一 3:30 発 ) 青森 また は 三沢 空港 
つ 【5 番 根城 (中世 の 門下 南朝 方 の 搬 点 と な っ た 城 ) 盛岡 ( 畠 料 山 
理 夕 太 ) つ 夜 : ホ テル ルー トイ ン 生 岡 駅 前 泊 (ラジ ウム 人 工 温 泉 ) 旅 
午前 : 宿 【6 番 ] 盛 岡城 (南部 氏 が 二 つ の 川 の 合流 点 に 築き 上 げた 臣 ウ 
城 ) 一 [9 番 】 久 保田 城 (伝統 的 な 圭 旦 技術 で 築 か れ た 佐竹 氏 の 域 ) オ 
秋田 空港 伊丹 空港 (19:40 て 20:40 着 ) 4 


の 
の 


| ー ゃ NVY メー コ | 水 い 器 陣 t 肝 | 


| 落 ご rrG 誕 誠 | で 中 斗 交 舞 届 | E 


| 滋 喘 


当 本 選 郵 


乱 的 つ Oー 


| に いち いま | コ 


続 日 本 100 名 城 


ボイン ト (日 本 100 名 城 、 続 日 本 100 名 城 ) 


で の ご 予約 完了 て 早期 対象 申込 
( 続 日 本 100 名 城 の み ) 


革 各 城 は 地元 ガイ ド の 解説 付き (一 祭 く ) ! 


スタ ンプ 集め る 楽しみ で す 。 
添乗 上 只 が 代行 し て スタ ンプ を 押印 し ます の で 


に 現地 案内 人 


出かけ ませ ん か 。 


北九州 
基 引 城 ・ 久 留 米 城 ・ 唐 津 城 


旅行 代 金 ( 大 人 お ひと り 様 ) 


| 出光 日 | 出発 地 | 2 人 1 まき = | "人! ま | 
| 康 京 式 。 117.000 円 118.800 円 
83.000 円 84.800 円 


し ます 。 
Co て ろ き 交通 、 拉 伊部 パス 、 杉 城 昭 光 の いずれ か 


ES HG か 相 どの 山道 を 佑 り ます 。 


行程 っ パス っ 和 補 機 
東京 7:50 て 8:50 発 ) 三 品川 三 新 夫 阪 0:00<11:10 発 ) ニ 
新 憐 浜 三 名 古屋 = 博多 新神戸 = 博多 
> 【184 番 】 基 氷 城 夕刻 : グ リー ン リ ッ チ ホテ ル 久 留 米 泊 


徒歩 = 列車 一 舶 + そ の 他 


東京 発 | 6AEY5V30 
大 阪 発 | 6CEY5V30 


佐土原 城 . 延 岡城 
志布志 域 - 知 誠 


最少 催行 人 具 : 12 名 


三 つ の 曲輪 を 核 と し て 築 か れ た 佐土原 城 、 城 の 象 陣 と な る 
指 梅 や 二階 樽 が 建つ 延岡 城 、 四 つの 城郭 で 構成 きれ た 志布志 
城 、 独 立 性 の 高い 曲輪 を 持つ 知覧 城 で す 。 
信行 代 金 (大 人 お ひと り 神 ) 
2 1 人 ] 室 
105,000 円 107,000 円 
85,000 円 87,000 円 
・ 大阪 と の 共同 集 コー ス で す 。 少 中 は 初江 か ら 最 終日 
全社: 宮崎 交 週 また は 美 登 光 バ ス ま た は 南国 交通 失 
土 原 其 は 台風 被 残り 天守 台 司 辺 は 立入 禁 止 で す 。 
学 と な り ま す 。 
つ バ ス 当 衣 空 交 
羽田 空港 (7:40 一 10:40 発 ) 
宮崎 空港 
つ 【196 角 佐 土 原 城 一 【195 番 】 下 岡城 夕刻: 都城 グ ゲリー ン ホ テ 
ル 泊 


… 徒 歩 = 列車 て 船 ++ そ の 他 
伊丹 空 港 8:00 一 10:00 発 ) さ 
宮崎 空港 


福岡 空港 っ 博多 一 新神戸 
羽田 空港 (17:45…19:45 基 ) 新 大 阪 (19:00--20:10 基 ) 


3 久留 米 城 一 [185 番 唐津 城 つ 


最少 催行 人 内 : 10 名 
8 本 GBS 鳥取 県 西部 に 位置 する 若 要 町 、 
452fz の 鈴 尾 山 の 山 頂部 に 主 部 部 が あ 
全 本 2 る 若桜 喝 ヶ 城 は 中 世 の 城 と し て の 特色 
用 ss 議 が 色 汽 (残っ て いま すま 
搭 邊 状 に 曲輪 を 展開 する 但 
城 る 訪ね る 日 帰り ツア ー で す 。 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
15.800 円 
程 流 乗 員 が 同行 し ます 。 ※※ 利 用 パス 会 社 : 較 濡 大 阪 、 日 本 交通 、 ヤ サカ 
観光 バス 、 東豊 鈴 光 の ずれ か ※ 写 真 は 全て イメ ※※ [162 番 】 は 出石 城 ・ 
有 子 山城 と な り ま す が 、 有 子 山城 は 登山 と な る た で は 行き ませ ん 。 
※ 右 柏 握 載 の 東京 発 コー ス の 2 日 目 と 合流 ・ 混 乗 し て 運行 し ます 。 


EE| 


> バス う 航空 
新 大 阪 (7:00 発 ) 

つ 福 知 山 一 道 の 駅 若桜 桜 ん 坊 つ 【168 番 】 若 要 鬼 ヶ 城 (尼子 氏 ・ 毛 
利 氏 の 激戦 の 部 隊 、 高 石垣 で 団 ま れ た 本 丸 の 跡 ) 一 【162 番 】 出 石城 ( 明 
治 准 新 まで 清く 平山 城 ) 

伊丹 空港 つ 新 大 阪 60:0 着 ) 
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ー 【197 番 志布志 城 
鹿児島 空港 
羽田 空港 (19:0021:00 弟 ) 


64| 忠 6AES5V40 


ー 【198 番 】 知 息 城 > 
鹿児島 空港 
伊丹 空港 00:00 ご 22:40 北 ) 


ぺり 黒井 大 食事 
福知山 城 ・ 萌 1、 屋 2、 タ 1 
着 欄 鬼ヶ城 - 出 石城 と 最少 催行 人 員 : 10 名 


表 波 ・ 猪 ノ 口 山 の 山頂 部 に 本 九 を 置き 、 周 り を 石 
固め た 堅 城 ・ 黒 井 城 、 昭 和 に な っ て 再建 され た 
い 福知山 城 、 机 高 約 452z の 稚 尾 山 の 山頂 部 
中 世 の 城 と し て の 特色 が 色濃く 残る 若 楼 鬼 ヶ 城 、 
状 に 曲輪 を 展開 する 但馬 国 の 出石 城 を 訪ね ます 。 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


| RB | 2 き 。。 | 人 | 
93,000 円 94,000 円 


員 が ※ 利 用 バス 会 社 : 神 逢 観 光 、 みらい 量 光 、 国際 興 半 
大 匠 交通 、 ャ サカ パス 、 東 軸 梓 光 の ずれ か 。※ 部 屋 タ イプ ※ [62 
番 ] は 出石 洲 ・ 有 子 山城 と なり ます が 、 和 有 子 山城 は 登山 と な る た め ツ アー で は 行き ま 
せん 。※2 日 目 は 左 欄 掲載 の 大 阪 発 コ ー ス と 合流 ・ 混 乗 し て 通 行 し ます 。 


行程 っ バス 当 前 空 林 徒歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


東京 159:15 発 ) 三唱 川 三 新横浜 三 名 古屋 王 新 大 阪 三 柏原 


[163 番 】 黒井 城 ( 明 宮 光秀 の 及 法 攻め に 換 を 続け た 記 城 ) つ 【158 
番 】 福 知 山城 ( 及 波 平定 を 果 た 城 ) ユ タ 刻 : ホ 
テル ロイ ヤル ヒル 福知山 & ス パ 泊 ( 演 泉 大 浴場 


記 > [16B 和 若桜 上 ヶ 城 (尼子 氏 ・ 毛 利 氏 の 党 戦 の 舞台) > 


* 部 が あり 
山 施 に 階 和 


【162 番 】 出 石城 (明治 維新 まで 続く 平山 城 ) 
伊丹 空港 羽田 空港 20:30 21:40 着 ) 


満喫 。 気 の 張ら な い 歩 き 旅 を 選りすぐり 、 ご 紹介 いた し ます 。 


山 旅 ウォ ー ク > 


トレ イル 最 北端 ・ 花 咲く 種差 海岸 か ら 三陸 海岸 


海 の ア ルプ ス ・ 
みち の く 潮 風 ト レイ ル を 歩く 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 栖 ) 
1 人 ] 室 


124.000 円 
円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 棄 員 は 初日 新吾 祭 ま た は 青 末 空 港 か ら 最 日 新花巻 また 8 花 

巻 空 片 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 岩手 県 誠 通 また は 岩手 県 北 バ ス ※ 部 屋 タ イブ: 洋室 

※ 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※※ 写 真 は 全て イメ す 。 ※ 歩 程 ) 約 3*n ⑧ 約 8 

き 約 7 

行程 つ バ パス ユ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 般 その他 
東京 (7:00~-8:00 発 ) 三 大 宮 三 新 青森 伊丹 空港 (7:80-10:40 発 青森 空港 
ー 八 戸 ・ 薫 島 (潮風 トレ イル 北 の 云 関口) … 草 毛 崎 展望 台 (雄大 な 太平 洋 と 花々 ) 
ー タ 刻 : ホ テル グロ ー バ パル ピュ ー 八 戸 泊 (夕食 は みろ 横丁 で 自由 に ) 

且 た の ( 太 差 光央 へ ) … 海 浜 植物 と 高山 植物 … 演 の 松原 … 種 


天然 芝生 地 … 下 大 久喜 一 北山 崎 (サッ パ 肌 に 乗っ て 断崖 クル ー ズ ) ユ 夕刻 : ホ テ 
ルル ー ト イン 宮古 泊 
宿 つ 三 王 園地 ( 三 王宮 ) 須 多 遺構 ・ た ろう 観光 ホテ ルー 姉 ヶ 崎 展望 所 … 


潮吹 穴 … 浄 土 ヶ 浜 ( 流 級 岩 が 林立 する 三陸 ジオ パー ク の 中 心 ) つ 焦 業 島 つ 
新花巻 三 大 宮 三 東京 (00:30-21:30 着 ) 花巻 空港 伊丹 空港 (18:00 一 20:30 着 ) 


道東 の 花咲 く 広大 な 湿原 と 絶 時 の 待つ 岬 を 巡る 


部 多 布 湿原 と 別 寒 辺 邊 湿原 川下 り 、 


「 奇 跡 の 島 」 春 国谷 へ 


| RB | 内 池 | 2 人 まき 。。 | 。 人 ま | 
計 串 。 193.000 円 198.000 円 
天天 。 213.000 円 218,000 円 

※ 添 乗員 は 初日 羽田 空港 か ら 最 終日 羽田 空 劇 ま で 同行 し ます 。 人 ※ 利 用 バス 会 1 が し 北海 韻 光 バ 


ス セ ンタ ー ※ 名 屋 タ イプ : 洋室 ※ 層 地 合流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 交 写 真 は 全て イメ ー 

ジ で す 。 ※ 歩 程 ①493a・1 時 間 30 分 (⑧ 約 3 時 間 ③ 約 1 時 間 30 分 の カメ ー と 2 時 間 の 吉 ハ イキ ング 

④ 約 1 時 間 

行程 っ バス ユ 豚 空 
伊丹 空港 (0:0011:00 発 ) き 
羽田 空港 釧路 空港 


… 徒歩 = 列車 一 船 せ そ の 他 


羽田 空港 (12:00 一 13:00 発 ) 

釧路 湿原 (ラム サー ル 条 約 合 録 の 広大 な 湿原 。 湿原 展 合 か ら サ テラ イト 展望 台 
ー 周 一刻: 釧路 プリ ンス ホテ ル 泊 

朝 : 宿 厚岸 大 橋 つ あや め が 原 回 多 布 湿原 (ガイ ド の 案内 で 、 や ち ぼ うず 木 

道 や 三 番 沢 導 付近 の 湿原 植物 本 落 鶴 察 ) 琵琶 瀬木 道 (タロ ハナ シノ プ な ど 花 々 ) 


ー 肥 多 布 岬 (展望 合 から 太平 洋 の オオ ハナ ウド 群生 ) つ ユア ゼ チ の 訓 (ハマ 
ス 束 生 や エ ゾ フ ウ ロ ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (自由 夕食 ) 
つ 釧 路 花 喘 線 ・ 普 通 列 車 = 菜 内 つ 列 寒 辺 千 湿 原 (湿原 を ゆっ た り 別 寒 
店 川 を カヌ ー ツ ー リ ング ) 一 春 国 舎 高山 江 物 咲く 長大 な 砂 洲 を ガイ ド の 案内 で 
く ) 夕刻: 根室 ・ イ ー ス ト ハ ー バ パー ホ テル 泊 
HOE (本 土 最 東端 の 岬 か ら 現 む 北方 領土 ) 落石 岬 


釧路 空港 羽田 空港 (16:30 こ 17:30 着 ) 釧路 空港 羽 田 空 港 ラ 
伊丹 空港 (19:00<20:00 着 ) 


東京 発 
大 孤 発 
『 最 少 催 行人 員 : 12 名 


す 光 上 ヶ 浜 


苦 壮 な 断崖 や 岸 箕 、 優 美 な リア ス 海岸 な ど 、 美 し い 
海岸 線 を 晴 ん で 歩く 「 み ちの く 潮 風 ト レイ ル 」。 青森 
県 八戸 市 か ら 福島 県 相馬 市 まで 太平 洋 沿岸 ・ 総 距離 
約 700km を 結び ます が 、 今 回 は その 起点 、 ウ ミネ ュ 
遊ぶ 島 か ら 冷 涼 な ヤマ セ が 可憐 な 花々 を 育む 種差 
海 央 まで と 、 震 災 遺 構 も た どり な が ら 、 三 陸 ・ 潮 土 
ヶ 浜 ルー ト を 歩き ます 。 


食事 


『 最 少 催行 人 員 : 10 名 


霧多布 湿原 


釧路 温 原 は もちろん 、 別 寒 辺 邊 湿原 で は 湿原 の 中 を 
蛇行 する 川 を 静か に 滑る よう に 進む カメ ー か ら 6、 間 
近 に 湿原 を 観察 し ます 。 " 花 の 湿原 」 吉 多 布 湿 原 や 
「 奇 跡 の 島 」 春 国 付 で も 、 ガ イド の 案内 で 貴重 な 動 植 


物 と の 出会い を 楽し み ま す 。 花 左 く 是 や 白亜 の 訂 台 、 


本 土 最 東端 の 納 沙 布 岬 な ど 、 継 景 待つ 岬 探訪 る 。 
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| ー* ボ V み ー コ | 薬 の 下 G 列 | 


鞭 こ で 麻 計 で 出 装 凍 ・ 刷 前 肖 
| | | 


| 滋 貴 


EE 


秒 草 つつ ー 


に こ ド いま:) コ 


日 本 最 北 の プ ブナ の 森 ・ 


くろ まっ つない 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 


| 


黒松 内 フッ トバ ス と 北海 道 胸 ヶ 岳 


ス で す 。 水晶 新 和 人 か ら 時 日 まで 同行 ます 。 


掲載 No| 


東京 発 | 6AEA53C0 
食事 
67 大 阪 発 | 6CEA53CO || 呈 2、 生 3. タ > 


『 最 少 催行 人 員 : 12 名 


伯 和 代金 (大 人 お ひと り 棒 ) 


※ 利 月 バス 会 社 : 北都 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 
て イメ ー ジ で す 。 ※ 歩 程 [D1 時 間 30 分 ② 約 5 ね ・4 時 間 ③ 約 4m・3 時 間 
行程 ー バ パス う 放 中 機 … 徒 歩 = 列車 一般 な その 他 
羽田 空港 ⑧:20-10:30 発 ) 伊丹 空港 (5010:30 発 ) 
新 千歳 空港 新 千歳 空港 
祭 ニセ コ ・ 神 仙 沼 (原生 玉 に 囲ま れ た 静か な 沼 旦 、 木 吉 を た どり ) > タ 刻 : ニ セコ 
泉 ・ ニ セコ ノー ザン リゾ ー ト ・ ア ン ヌ ブリ 泊 
朝 : 宿 時 松 内 … 新 雪 の 寺 の 沢川 を 歩く 散策 … プ ナ セ ン ター (ブナ 本 の 解説 
ー 歌 自然 の 家 つ 歌 オプ ナ 林 … ブナ 自生 北限 地 、 新 線 の ブナ 林 散 策 … 登 山 
ロー タ 刻 丁 大沼 温 泉 ・ 較 館 大 沼 プ リン ス ホ テ ル 泊 
彰 : 宿 つ 6 合 目 (487m) … 馬 ヶ 岳 ・ 馬 の 育 ( 約 900m、 雄 大 な パ ノ う マ kW 下 に 大 峰 、 大 沼 と 駒ヶ岳 
名 小沼 剣ヶ峰 を 問 近 に ) … 折 り 返 し … 登 山口 ( 食 ・ 入 浴 )・ 
EAA PT (人 還 トン 日 本 の プ ナ 自 邊 北限 の 地 、 時 松 内 の 末 と 、 日 本 最 北 
上 容 港 (9:00~20:09 基 ) の 駒ヶ岳 、 大 沼 に そびえ 立つ 北海 道 還 ヶ 岳 。 
ホ 
ぇ 
還 馬 、 al 
女 
性 
ひ 
と 
り 
旅 レベ ル 
2 
初夏 の 安曇 野 と 三 
者 の 道 ハ イラ イト ホテ ル 連 泊 で 
音 ym 人:12 名 信太 拍 馬 花 三昧 ! ょ 最少 催行 人 具 12 名 
楽 つが ぃ け 本 
コ 1 音 ゃ 
柚 池 と 白馬 大 雪渓 、 五 竜 、 八 方 池 
3 5 行人 金 (大 人 0 と り 和 
。 2 
講 地蔵 貴 と 、 タ クシ ー で し か 行 | 東京 発 。 101.000 円 
師 りな い 高 洛 ダ ム か ら 深 杯 を 天 了 発 95.800 円 
同 ※※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 和 急 川 か ら 最 終日 系 魚 川 まで 同行 し 
行 ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 坪田 運輸 また は 白 岳 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 和室 また (: 
サン カヨ ウ 地蔵 幅 首 旅行 代 金 (大 人 お ひと り 様 ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ 
| le | 遇 寺 | 2 人 1 まま 。 | 1 人 = 入出 計 
6 月 1 日 、 64.800 円 66.800 円 行程 ー バ ス ユ 航 空 擬 … 会 歩 = 列車 一 朋 ++ そ の 他 
1 。 
RE 東京 (9:00-1000 発 ) 三 大 宮 王 大 阪 (7:20- 三 新 大 阪 
ポ 京 大阪 と の 共同 集 コー ス で す 。 活 和 員 は 初 本 か ら 最 晶 人 まで 同行 し ま こら 
。 ※ 利 用 バス 全速 答 ま た は 昌和 ※ 屋 タイプ 利用 また は 洋室 ※ 公 系 衣川 京都 交叉 
0 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ つ 杏 池 高原 + ゴ ンド ラ ・ リ フト 柳 池 自然 園 (1818m)… 楊 池 自 然 
名 ME の Do5 提 同日 本 有数 の 生涯 穫 に 基く 多用 な 山 和 物 )… 提 自然 ++ 李 
城 行程 ー バ ス っ 航空 機 徒歩 = 列車 で 電 + そ の 他 2 ーー ンー 半 テ 
am = 朝 : 宿 つ 1230m) … 自 馬 尻 小屋 (1560m) … 雪渓 ・ ケ ル 
NN NM ン 勤 (日 本 大雪 渓 の ひと つ 、 当 渓 を 吹き 抜け る 注 の 風体)… 折 


Pr ニン ンー 沢 の 滝 … 高 源 ダ ムー タタ シー 
っ 七 含 ユ タダ 刻 : 白 馬 机 池 温泉 ・ ホ テル サニー バレ ー 泊 

朝 : 宿 一 道 の 駅 お た り 一 地蔵 幅 口 (620m) … 観 音 華 … 地 基 峠 (1037m) 
… 大 峠 (1210m) … 地 蔵 鉱 山 … 長 者 平 一 平岩 っ 

魚 川 三 大 宮 ニ 糸魚川 金沢 京都 三 新 大 阪 
東京 (17:00-18:00 着 ) 大阪 (19:00-20:00) 


36 


リ 返 し … 茜 倉 五竜 山麓 + ゴ ンド ラ ・ リ フト ++ 石 竜 高山 植物 園 
(1540m、 希 少な 高山 植物 に 出会う ) ++ 山 麓 っ 夕刻: 同 ホ テル 泊 

朝 : 宿 つ 八 方 キ ゴ ンド ラ ・ リ フト 八方 池山 荘 (1830m) … 高 山 植物 
咲き 競う 絶景 の 尾根 道 … 八方 池 (2060m、 白 馬 三 山 を 映す ) … 折り 返 
し … 山 王 せ 八方 
系 魚 川 三 大 宮 ニ 
東京 (17:00~18:0 着 ) 


系 魚 川 一 金沢 京都 一 新 大 阪 
三 大 阪 (19:00~20:00 着 ) 


本 州 最 北 の 地 へ ! 夏 の 東北 を 横断 ! 


L。r。。。 。 、 世 呈 2 山形 蔵王 山 か ら 。 
初夏 の 青森 ・ 下 北 半 島 AP の 百名 山 - 月 出 へ SM 


和 間 あわ も し ま 
沙 山 と 八甲田 山 の 植物 欠 そし て 新潟 の 離島 生島 で 植物 観 究 
下北 半島 か ら 狼 甲田 山 に か け て 、 初 東北 地方 を 代表 する 夏山 で 、 ベ スト シー ズ 


夏 の 植物 を 海岸 線 か ら 高 山 帯 まで 観 ン の 高山 植物 を じっくり 観察 。 日 本 海 に 浮 
宗 。 日 本 三 大 霊場 の 恐山 も 訪ね 、 本 か ぶ わ ず か 周囲 23*。 の 小さ な 島 ・ 栗 島 で 
州 最 北端 の 大 間 崎 で は 名 物 の 大 間 は 、 ゆ っ た り と し た 島 時 間 の な か た っ ぷり 


ダグ ロ も 味わい ます 。 と 島 特 有 の 自然 観察 を 楽し み ま す 。 
人 ISSO ひ GU AU 放 行 代 全 (大 人 お ひと り 税 ) 


| 昌 時 日 | 本 考 相 半 屋 
朋 6 有 11 目 還 163,.000 円 165,000 円 172.000 円 7 月 9 昌 識 185,000 円 189,000 円 196,000 円 
※ 利 用 パス 会 社 : 私 南 パ ス ま た は 若手 県 北 パス ※ 部 屋 タ イプ :(① 和 室 ま た は 洋室 ② 和 ※ 利 用 パス 会 社 : 圧 内 交通 ※ 部 屋 タイ プ : (和室 また は 洋室 (パス な し ・ ト イレ 付 ) ②③ 
室 (パス ・ー ト イレ な し ) ※ 男 性 相 部 屋 の 設定 は ご ざい ませ ん 。 ※ 現 地 合 流 に つい て は P 洋室 ※ 男 性 相 如 屋 の 設定 は ご ざい ませ ん 。 ※※ 現 地 合 


39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー シ > 
和 00m ③ 約 4g・ 高 公約 50m 
行程 ユー バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 舶 + そ の 他 


伊丹 空港 7:30 一 8:30 発 ) 師 青森 空港 


『 す 。 ※ 紗 了 志度 (の 約 6 ね ・ 記 人 い 。  ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※※ 抄 提 D95*a・ 高 差 200m ④ 約 6 

行程 つ バ ス 航空機 … 徒 歩 = 列車 > 般 ++ そ の 他 
伊丹 空港 (7:20 一 10:30 発 仙 台 空 港 

づつ 基 王 温泉 + ロ ー プ ウェ イ + 地 薦 山頂 (1661m) … 茂 王 自然 植物 園 


本 州 最 北 端 の 岬 ・ 大 間 崎 周辺 に て 林 物 狼 家 (大間 マグ ロ の 人) 8 ら 
か 局 辺 で 了 ー プ ウェ イ 
日本 電場 の ひと つ ・ 藻 山 に て 株 つ タ 諸表 ・ HHー プ ダー が 剛 を 
ラジ ロン P 衝 守り 時 が 0870 彰 : 宿 つ 月 山 ・ 珍 沢 リ フト 山上 駅 (1510m) … 月 山 ・ 尋 ヶ 岳 
朝 : 宿 > 山 欧 駅 + 作 甲田 山 ロ ー プ ウェ イ ++ 山 頂 公園 (1304m) … 田 (670m) か ら 牛 首 (1697m) へ と 高山 植物 の お 花畑 で ゆっ くり 植物 
導 交 湿原 (1285m) … 上 所 手 人 展 仙人 (1200m)… 下 毛無 人 民 選 人 失 察 … 山 上 +t 山 侍 っ タ 刻 : 田 ん ほ に 浮か ぶよ うに 皿 つ ショ ウナ イ 
(1066m) … 酸 ヶ 湯 一 夕刻 : 谷 地温 玄 泊 (日 本 三 秘 湯 ) テル ・ ス イデ ン テ ラ ス 】 
朝 : 愉 東北 大 学 栖 物 園 ・ 人 甲田 山 分 園 … 地 氏 … 酸 ヶ 湯 温 泉 っ 朝 : 倫 一 涯 骨 港 ご 生島 汽船 ご 乗 島 ・ 内 清 港 … 地 元 案内 人 と 集落 押 
奥 和 源流 周辺 で 情 物 旬 察 。 ゆ っ くり と 名 島 の 植物 観察 … 内 清 洪 ご 岩船 港 
青森 空港 伊丹 空港 (19:00 こ 20:00 着 ) 新潟 空港 伊丹 空港 (18:50 一 20:50 着 ) 


車 で 行け る 最高 地点 ・ 標 高 2700m 前 後 の 高 山 植物 を 観察 72 EDEP53KO 


花 の 百名 山 乗鞍 岳 の 高山 植物 観察 "psxm:ew 


6AEP53KO0 


朝 2、 昼 2、 タ 2 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


ーー 
127, Oo 131.000 148.000 円 
000 _138,000 円 。 155.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 員 は 初日 新 大 阪 か ら 最 終日 新 大 阪 まで 同行 し 
用 バス 会 社 : 平成 交通 ※ 如 屋 タイ 

現地 合流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

いま せん 。 ※ 歩 程 ① 表 策 程度 ②%6*。 高低 差 約 130m 約 5* 高低 差 約 150m 


行程 バス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 般 + そ の 他 
新宿 8:309:30 発 ) 三 八 王 そ チ = 新 大 阪 (8:00~9:00 発 ) 京都 ニ 
松本 名 古屋 松本 


ー 新 衝 高 ・ 鍋 平 高原 (1305m) に て 植物 観察 夕刻 新平 湯 温泉 ・ 奥 飛騨 ガー 
デン ホテ ル 焼 岳 泊 ( 源 朱 か け 流し の 翌 玉 色 の 庭園 露天 風呂) 


邊 前 : 宿 つ 乗 末 ス カイ ライ ンー 秒 二 ・ 崇 平 (2702m) … 周 辺 に て 高山 植物 失 に 本 

軒 全 和 222 0 生 岳 ・ 豊 平 の お 花畑 生 雪 高原 ・ 千 還 池 
※ 早 朝 、 ご 希望 の 方 は 連 平 周辺 で の ご 来 光 へ ご 守 内 。 午 前 : 宣 一乗 幸 エ コー ま 3 
ライ ン つ 科 吉 原 (1600m、 和 角 池 な ど 周 辺 に て 枢 招 宗 ) … 乗鞍 后 の 直下 に ある 標高 2702m の 畳 平 に る 宿泊 し 、 
秋本 三 入 王 = 松本 ー 名 古屋 = 京都 = 夜 の 星空 や 早朝 の 絶景 な ど 、 宿 泊 者 し か 味 わ た な い 
新宿 (18:00 て 20:00 其 ) 新 大 阪 (19:00 て 20:30 着 ) 醍 醒 味 を 満喫 ! 
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| ー ュ NRV ル ー コ | 潜 器 悪 叶 則 | 


滋 


| 落と で 故 計 | で 斗 前 ・ 制 表 | 


潤 咽 


EE 


其 列 つつ ー 


に とこ いま) コ 


Ta | 


| 落 ご で 礎 衝 で 中 斗 交 ・ 押 | 油 


| 滋 喘 


当 本 選 郵 


其 前 つつ ー 


に こい ま :) 三 


掲載 No| 


東京 発 | 6AEC5180 | 上 


73 食事 
大 阪 発 | 6CEC5180 | | 還 2、 生 2. タ 2 


『 最 少 催行 人 員 : 12 名 


才 行 代金 (大 人 お ひと り 栓 ] 


洋室 (パス な し トイ レ 全 ) 古屋 現地 合 
※ 歩 程 ① 般 策 程度 @ 約 7 ち ・ 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


づ ー バ パス 
東京 (10:00<11:00 玩 ) 仙台 


ユ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 


捉 屋 東京 
高原 (月 山 や 朝日 達 峰 を 
温泉 ・ ホ テル シン フォ 


一 船 せ そ の 他 
⑰:30 て 8 了 呈 ー 京 都 ニ 


湾 す 、 ク ア の 道 ・ 天 童 高原 コー 72 


上 ※ 利 


5 時 


ニッ コウ キス ゲ 喘 月 山 


朝 : 宿 一 蓄 沢 キリ フト ++ 山 上 (1510m) 
(1979m、 月 山神 社 ) ・ 


- 蛇 ヶ 岳 (1670m) ・ 


金 花 一 生音 … 月 山 
ー 山 上 せ 友 沢 タ 刻 : 蔵 下 温 泉 ・ 蔵 王 四季 の ホテ ル 


た お や か な 嘩 を 連ね る 山 主 信仰 の 名 峰 ・ 月 山 。 冬季 


(660m)… ワ サ 小 屋 跡 野 岳 (184Dm) 
(1758m) … 刈田 岳 駐車 場 つ (入浴 ・ 昼 食 ) > 


仙台 = 大 宮東 京 (18:30--19:30 着 ) 仙台 仙台 空港 う 
伊丹 空港 (19:00 一 20:30 音 ) 


楽し い 山歩き | 


版 )』 な ど 。 


朝 : 宿 … 蔵 王 山 越 ++ ロ ー プ ウェ イ ++ 樹 氷 高原 ++ ロ ー ブ ウ ェ イ ++ 蔵 王 山頂 


馬の背 (お 価 を 眼下 に ) … 刈田 岳 


の 豪雪 が 山 一 面 の 広大 な お 花畑 を 育み ます 。 エ メラ 
ルド グリ ー ン の 巨大 な 山上 滑 を 抱く 蔵王 に 咲く の は 、 
高山 植物 の 女王 ・ コ マク サ 。 リ フト や ロー プ ウ ェ イ 
を 利用 し 、 手軽 に 高山 の お 花畑 を 訪ね ます 。 


[同和 講師 ] 管 原 芳樹 氏 ( 全 山 表 ) と 行く 


高山 植物 を 訪ね て 
橋 手 山 と 潤 守 山 最少 催 行人 : 10 名 
ホテ ルグラン フェ ニッ クス の 寛ぎ 


食事 
彰 2、 昼 3、 タ 2 


と 最少 催行 人 貞 : 11 名 


みち の く の 花 旅 


まん た い も り よ し き 


八幡 平 ・ 森 吉山 ・ 秋 田 駒 ヶ 岳 


日 本 300 名 山 の 一 つ 、 大 展望 の 
横手 山 と 、 山 頂 に 湿原 と 池 の あ 


る 高山 植物 豊富 な 焼 額 山 の 二 座 


に 建つ 絶景 リゾ ー ト ホテ ル に 泊 
半 示 実 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


105,000 円 


洋室 ※ 写 真 は 全て イメ 
Ya・2 科 間 40 分 高低 420m 
行程 ユ バ パス 沖 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 朋 + そ の 他 


東京 (7:90 一 9:30 発 ) 大 宮 王 長 野 
つの ぞ き … 横 手 山 (2305m) … 折 り 返 し … の ぞ き っ 夕刻 : 奥 志賀 高 
原 ・ ホ テル グラ ン フ ェ ニ ックス 典 志 貨 泊 


5m・1 計 間 90 人 高低 200m 


雪解け を 待ち わび た 花々 が 、 
登山 道 に 治っ て 一 面 に 咲き 競 
う 光景 は 東北 の 山 な ら で は 。 
1 名 利用 の お 部 屋 も 多め に ご 
用 意 し て いま す 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 指 ) 
1 人 ] 室 


2 09 因 


2 人 ] 室 
120,000 円 


バス 会 密通 また は 岩手 時 交通 
洋室 ※ 写 真 は 全て イメ 
Po・3 時 間 約 7n・4 時 間 30 分 ③ 約 5 ・4 持 間 30 分 
つ バ ス 号 航 空 抵 … 人 徒歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 7:80 一 8:30 発 】 大 宮 三 盛岡 
つ 見 返り 峠 541m) … 八幡 平山 頂 (1613m) … 
地 駐車 場 ユ タ 刻 : 新 玉川 温泉 泊 
は 同居 は ドラ 山頂 駅 (1170m) … 醍 水平 … 石 森 … 森吉 
… 折 り 返 し … 山 頂 駅 ++ ゴ ンド ラ ++ 山 薦 ー 夕 刻 : 田 沢 湖 


源太 森 … 黒 谷地 ・ 


焼 額 山 (2013m)… 折 り 返 し … 登 山口 一 


朝 : 宿 登山 口 598m) … 
ひ 浴 ・ 屋 食 ) つ 
長野 三 大 宮 三 東京 (17:0019:00 着 ) 
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朝 : 宿 つ 人 合 目 (1300m) … 秋 田 駒 ヶ 岳 (1637m、 最高 峰 ・ 男 妥 理 ) … 
八 合 目 つ ひ 光 一 
田沢 湖 王 大 宮 三 東京 (20:00~21:00 弟 ) 


お 申込 み の ご 案内 
大 この パン フレ ッ ト に 記載 の プラ ン は 全て 活 乗 貞 同行 プラ ン で す 。 


島 最 少 催行 人 員 : 各 コ ー ス を ご 覧 くだ さい 。 (最少 俊行 人 員 と は 、 コ ー 
ス を 催行 する た め に 必要 な 人 数 の こと で す 。 こ の 人 数 に 満た な いた 
め に お 申込 みか の コー ス の ご 旅行 が 催行 され な い 場 合 が あり ます 。 こ 
の 場合 は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ て 13 日 目 に あ た 
る 日 より 前 (日 帰り 旅行 は 3 日 前 た あたる 日 より 前 ) に 旅行 中 止 の 通 
知 を し ます ) ※ 同 行 首 の 取消 に よっ て お 申込 基 失 を 満た さ な く な っ 
た 場合 は 、 申 込 者 全員 が 自動 的 に 取消 扱い と な り 、 所 定 の 取消 料 が 
か か り ま す の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

島 旅 行 代金 : 出発 日 、 ご 利用 人 数 、 日 程 、 食 事 条 件 に より 異な り ま す 。 

乱 ご 旅行 中 に 、 お 客 様 の 都合 で 使用 され な か っ た 切符 や クー ポン 券 類 

払戻 し は 一 切 で きま せん の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 
の 凡例 バス 、 ラ 航空 機 、… 徒 歩 、 = 列車 、 一 舶 、++ その 他 ( タ 
は 送迎 車 )。 
島 行 程 に 記載 の 出発 ・ 到 着 時 間 お よび 所 要 時 間 は あく まで 目安 で す 。 
交通 事情 な ど に より 異な る 場合 も あり ます 。 バ ス 移 動 時 間 90 一 120 
分 を 目安 に 1 回 休憩 を お 取り し ます 。 

島 バ ン フ レッ ト に 掲載 の ある ガイ ド ・ 写 真 家 ・ 演 者 な どの 案内 人 が 変 
更 と な る 場合 が あり ます 。 

島 食 事 条 件 は 旅行 代金 の 中 に 含ま れ て いる 食事 を 表示 し て いま す 。 

島 行 程 に 記載 の 1 日 目 出発 地 の 集 合 場所 まで 及び 、 最 終日 帰着 地 の 解 逆 
場所 以降 の 交通 暮 は お 客 様 食 担 と な り ま す 。 

ーー の 4 


午前 第 夕刻 還 向 深夜 
本 丁半 12:00 16:00 18:0O0 04:00 
MA 航空 機 ・ パ ス 等 の 移動 の 発着 時 刻 を 基 に し た 目 
発着 時 刻 、 集 合 時 刻 と は 異な る 場合 が あり ます 。 
も 参加 不可 の コー ス も あり ます ) 
ども 旅行 代金 適用 年 齢 に つい て こども 旅行 代金 は 小学 生 ( 旅 
開始 日 当日 基準 ) の 方 に 適用 と な り ま す 。 航空 機 利用 を 含む 商品 
二 寺 R ノ 片道 航空 機 含 の) の み 6 蔵 て 11 歳 旅行 開始 日 基準 ) は 、 
9 ※ 未 就学 の 幼児 が 列車 の 指定 座席 を 使用 
別途 こども 運賃 が 必要 と な り ま す 。 ま た 未 就学 の 
食 還 要 な 場合 な ど は 、 こ ども 旅行 代金 を ご 
こと も で きま す 。 詳し く は お 問合せ 下さ い 。 
温泉 (鉱泉 含む お ) に つい て 
介 お 客 様 が 快適 に ご 入浴 いた だ ける よう に 適切 な 温度 ・ 成 分 と な る よ 
う 加 水 ・ 加 温 な ど を し て いる 場合 が あり ます 。 
介 浴 槽 が 多数 ある 宿泊 施設 の 場合 、 ご 入浴 を より 楽し し で いた だ ける 


よう に 、 入浴 剤 を 使用 する 場合 が あり ます 。 ( 例 : ワイ ン 風 呂 、 酒 風呂 


薬湯 な ど ) 
電 ESRMUC よ うに 、 末 菌 消 奏 を し て いる 宿泊 施設 も 


OCR は SG 乗車 中 は 必 ベル を 半 朋 CC く 内 
し て く 


発 】 天台 観光 相 
ス 、 2 国際 業 観光 バス 、 奈 良 交通 、 


生生 ヤサカ 鈴 光 / 豊 観光 バス 、 神 姫 観 光 パ ス 、 両 備 衣 光 、 
阪急 0 通 、 能 神 自動 車 、 昌和 凍 OK 
日 本 バス 協会 加盟 各社 と な り 

っ 人 用 の 洛 、 聞 作 は 何人 行人 、 又は 包括 旅 
行 割引 運賃 と な り 、 ご 利用 上 の 制限 が あり ます 。 利 用 航空 会 社 は 、 
J AL 又は ANA 又 は SF J 又は S NA の いずれ か と な り ま す 。 

人 @ 」 利用 の 場合 、 募 集 型 企画 旅行 用 の 特別 運賃 ・ 料 金 を 適用 し て い 
る た め 、 ご 利用 に 際 し て 一 部 制限 が あり ます 。 

※2020 年 5 月 中 旬 乗 車 分 か ら 、 東 海道 ・ 山 腸 ・ 九 州 新幹線 に 3 辺 の 合計 
が 160cm を 超え る 荷 物 (以下 、 特大 茶 物 」) 


を 車内 に 持ち 込む 場合 は 、 


事前 に 特大 荷物 スペ ー ス つき 座席 の 予 約 が 必要 (無料 ) で す 。 た だ 
し 、 席 数 に は 限り が あり ます 。 ま た 、3 辺 の 合計 が 250cm を 超え る 
荷物 は お 持込み で きま せん 。 事 前 予約 せ ず に 特大 敬 物 を お 持込み さ 
れ た 場合 、 車 内 で 手数 料 (1.000 円 税込 ) を お 支払 いい た だ く 必 要 が 
あり ます の で 、 な る べく 荷物 は 小分け に し て いた だ く よ う お 願い し 
ます 。 特 大 荷物 の 持ち 込み を 希望 され る お 客 様 は 、 旅 行 の お 申込 み 
時 に お 申し 出 く だ さい 。 ど 不明 な 点 は 、 販 売店 係員 に お 問い 合わ せ 
くだ さい 。 荷物 の 持込み に 関す る 詳細 は 、 JR 東海 (https://www, 
jrcentralcojJp/) JR 西日本 (https://wwwjrodekake.net) JR 
九州 (https://wwwJrkyushu.cojp/) の HP を ご 覧 くだ さい 。 

ダイヤ 改正 に より 、 便 名 ・ 列 車 名 ・ 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 本 数 な ど 
が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


宿泊 に つい て 

@ 窒 泊 施 設 の 容 室 に お いて 、 基 本 的 に バス ・ ト イレ 設備 の ご 用 意 が あ 
る 場合 は 、 特 に 記載 し て お り ま せん 。 例外 と し て ご 用 意 が で き な い 
場合 の み 詳細 を 各 コ ー ス ペ し て いま す 。 

@ 山 旅 ウオ ー ク で の 山小屋 宿泊 で は 、 共 同 ト イレ 、 相 部 屋 、 風 呂 な し 
と な り ま す 。 (一 部 山小屋 を 除く ) 

@ お 部 屋 は 、 禁 煙 ・ 噴 、 和 室 ・ 洋 室 な ど 部 屋 タ イブ 、 階 層 、 學 望 の 
指定 な どの ご 希望 は お 受け で きま せん 。 

@ 同 等 クラ ス の 宿泊 先 は お 選び いた だ け ま せん 。 
選定 判断 基準 は 当社 に 拠り ます 。 


集合 時 間 に つ いて 

@ 集 合 時 間 は 、 原 則 」R・ 船 舶 利用 コー ス は 出発 時 間 の 20 一 30 分 前 、 
航空 機 利 用 コー ス は 40 一 60 分 前 、 バ ス 利用 コー ス は 集合 出発 時 間 を 
掲載 し て いま す 。 (一 部 コー ス を 除く ) 


その 他 ご 注意 事項 

人 航空 機 ・ 列 車 ・ 船 舶 の 座席 に つい て 特に 記載 の な い 限り 航空 機 
は 普通 語 、 列 車 は 普通 車 指定 席 、 朋 舶 は 2 等 又は 自由 語 と な り ま す 。 
噴 ・ 禁 煙 語 、 窓 ・ 通 路側 の ご 希望 は 事前 に お 伺い で きま せん 。 また 、 
グル ー プ 、 カ ッ プ ル の 方 で も 座席 が 施 れ る 場合 が あり ます 。 

人 @ コ ー ス 内 容 の 変更 に つい て 術 空 機運 和 豚 ス ケ ジ ュ ー ル (鉄道 の ダ 
イヤ 改正 ) な どの 変更 で 各 コ ー ス 中 の 出発 ・ 到 着 時 間 幅 を は ずれ る 
場合 が あり ます 。 ま た 、 混 雅 ・ 天 候 状況 ・ そ の 他 の 事情 に より 現地 
出発 ・ 到 着 時 間 、 観 光 箇所 、 行 程 の 順序 、 食 事 時 間 な ど が 変更 と な 
る 場合 が あり ます 。※ 利 用 航空 便 は 往路 ・ 復 路 と も 経由 便 と な る 場 
合 も あり ます 。 

介 料 理 写真 に つい て 季節 ・ 仕 入 な どの 都合 に より 料理 内 容 ・ 器 が 
変更 と な る 場合 が あり ます 。 

介入 空 機 ・ 列 車 の 決定 便 は 搭乗 日 、 又 は 乗車 日 の 10 日 前 頃 まで に お 知 
ら せ し ます 。 (最終 旅程 表 で 確認 し て くだ さい ) 

代 車 椅子 の ご 利用 、 身体 障害 者 補助 大 の 同行 に つい て は 、 お 申込 時 に 
生出 出 だ 

に 掲載 され て いる 宿泊 施設 や 入場 代 設 の 情報 は 、 宣 業 時 間 、 
の 内 容 ・ 時 間 、 入 浴場 所 ・ 時 間 な ど が 予告 な く 変更 と な っ 
た り 、 サ ービス の 提供 が 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 指 定 さ 
れ た 列 車 ・ 便 の 運休 な ど に より 、 列 車 ・ 便 の 変更 や 行程 の 変更 が 行 


われ る 場合 が あり ます 。 
記載 の 観光 内 容 が ご 覧 いた だ け な い 場合 


借 天 侯 な どの 諸 条 件 に より 、 
が あり ます 。 

人 掲載 の イベ ント は 特に 記載 の な い 限り 2022 年 4 月 現在 の 予定 で す 。 
祭 ・ 花 火 な どの イベ ント が 中 止 ・ 延 期 と な る 場合 、 ま た 、 開 催さ れ 
た 場合 な ど 現 地 に て 公共 交通 機関 の 運行 が 規制 され る 場合 が あり ま 


す 。 
の 人 を お すす めし ます 。 販売 店 係員 に お 問 合 わせ 
だ さい , 
借 写 真 は イメ ー ジ で す 。 和 花 ・ 飲 料 な どの 装飾 は 付き ませ ん 。 予 めで ご 了 
承 く だ さい 。 


な お 、 同 等 クラ ス の 


中 齋 国 に お 住ま い の 方 へ 名 古屋 か ら も ご 出発 いた だ け ま す ! 


( 例 ) 名 古屋 か ら 首都 國 発 着 ツ アー に ご 参加 、 新 幹線 利用 の 場合 


> 名 古屋 より 西 ( 九 州 方 面 ) に 行く 場合 
・ 東 京 班 が 乗車 し て いる 列車 に 名 古屋 か ら 途 中 合流 
※ 都 里 発 の 旅行 代金 か ら 5.000 円 引き 


> 名 古屋 より 東 (東京 方 面 ) に 行く 場合 
・ 名 古屋 東京 間 の 新 電線 追加 手配 
※ 邊 部 発 の 旅行 代金 に 21.000F3 追 加 


( 例 ) 名 古屋 か ら 大 阪 発着 ツア ー に ご 参加 、 新 幹線 利用 の 場合 


> 大 阪 より 西 (九州 方 面 ) に 行く 場合 
・ 名 古屋 て 新 大 阪 問 の 新幹線 追加 手 怒 
※ 大 阪 発 の 旅行 代金 に 13.000 由 追加 ・ 新 大 阪 で 大 阪 才 と の 列 還 内 合流 と な り ま す 。 


ょ 名 古屋 より 素 (東京 方 面 ) に 行く 場合 
・ 大 阪 班 が 乗車 し て いる 列車 に 名 古屋 か ら 途 中 合流 
多大 孤 発 の 旅行 代金 か ら 3.000 円 引き 


航空 便利 用 に つき まし て も 、 現地 空港 合流 の お 手配 を 可能 な 限り 承り ます 。 お 気軽 に ご 相談 下 さい 。 (コー ス に より 、 発着 時 間 や 合流 場所 ・ 方 法 は 異な り ま す 。) 


の 現地 合流 離 団 も 可能 で 


※JR ま た は 航空 利用 の コー ス は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て 20 日 前 まで に お 申し 出 下さ い 。 


※ 詳 細 は お 問い 合わ せ 下さ い 。 ※ 現 地 ま で の 交通 綿 は お 客 様 ご 負担 と な り ます 。 
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国内 旅行 の 
最新 情報 を 
つぶ や き 中 ! 


鹿 品 に 関す る お 問い 合わ せ ・ ご 相談 


0570.04.0303 03.6810.1910 


携帯 二話 の 定額 画 話 を ご 利用 の お 客 様 
( け ビ ダイ ヤル ) 。 は を TU, 


お 近く の : 
販売 店 で 3 


部 eggs*「* デジ タル パン フレ ッ ト も チェ ッ ク ! 


ZEEE2EEEESS JTB ガ イア レッ ク 旅 行 キ ャ ン セ ル 保 険 
旅行 予約 後 の も し も に 備え て キャ ン セル 料 が 最大 100% 戻 っ て くる QuysunAncr ja 


に CA 
こん な 理由 で 旅行 を キャ ン セル し た こと は あり ませ ん か ? 目 誤 必 ES 
1 “人 数 が 8 名 以下 で 人 加 人 日 を 人 め 記 多 日 まで 9 以上 お る ご 旅行 が 対 氷 と な り ます 。 

独 な 出張 が 入っ た e 子ども が 熱 を 出し た "ご 流行 の ご 予約 日 か ら 起 上 し て 6 日 以内 まで ご 加入 いた だ け ま す 。 店 込 可能 期間 は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
交通 指 に 層 延 が 発生 し た  e 台風 に よる 特別 警報 が で た な ど | * ご 下 約 苦 は 18 基 以 上 と な り ます 。 
1 後に つい て 
* ご 加 人 内 は.//ysurance の マイ ペー ジ か ら ご 往 認 いた だ け ま す 。※ ご 人 時 に 合鍵 し た メー ル ア ド レス - パ パス ワー ド が 必要 と な り ます 
ご 加入 後 、 ご 契約 は MySUrance の マイ ペー ジ か らい つ で も 解約 いた だ け ま す 。 

ご 出 日 を 含め 前 っ て 1 日 前 まで に の 保 陵 を 角 的 し た 場 、 保 時 は 人 家人 され ます 、 測 保 際 金 の お 写り が 舞い 電 合 に 陽 り まで 。 


| に Fmoniyomworcertc=rmaEorrr< 


(会 人 6 な イア レク 月 お 申込 み は 、WEB 限 定 で 承り まる 


MySurance 0 
ES KS ガロ の 9 詳し く は こち ら から ょ 
MYS21-001240 


= 店 へ お 越し くだ さい : 旅 
= の 相 設 や 詳し い 情報 を 
。 係員 が ご 案内 し ます 。 


,@JTB sun theme 


JTB パ ン フ レッ トス タン ド 


サン セン ター0G-5810.1933* で お 回 い 人 ちく ES い 


NE する を (5 時 と g る | と する Iravet キ ャ ン セル ED 
DCT 会 な TIE ガイ アレ > は 、 了 に 上 人 209 の 3 を し て いす す 。 


お 申し 込み の 方 へ の ご 案内 (お 申し 込み いた だ く 前 に 、 こ の 頁 と 各 コ ー ス 毎 の ご 案内 と ご 注意 を 必ず お 読み くだ さい 。) 


お 申し 込み の 隙 に は 、 必 ず 旅 行 条件 書 (全文 ) を お 現 け 取り いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 


特別 有償 等 の お 店 出 に つい て 
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旅行 企画 ・ 実 施 


| JTB ガ イア レッ ワ 
観光 庁 長官 合 録 行 半 第 712 号 日 太 放 生業 協会 正会員 
東京 都 品川 区 東 品川 2-3-11 〒140-8602 


ボコ 健 証 会 員 旅行 業 公正 取引 


-BPaAa FAN 協議 会 会 員 


【 受 託 販売 】 お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ は 下記 の 販売 店 を ご 利用 下さ い 。 


を する 上 上 生 に つま し て は より 和 


の い 呈 人 は パ ン フレ ッ ト 共和 を も ちっ て える て 1 有 き ます 


中 (NMD 上 KM と は 、 お の 上 を 所 り 抽 う 和 で の 
の 上 和則 し ご 明 な 衣 が あれ は. ご 直 な パト の 


5 て だ 


7 性 


フト カー ジ FHCTO 才 2 人 662 が 


TB7P2 の TOYUUTEOEIPTESETPEY3 


